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1－ 衛  星  搬  

11まえj埠  
由井ロケリト，人工醒甘ごの希釈の鞄室によっ7触抜面の観則から轟くl言惑  
星′偲河糸如星に至る3綿学齢王の傍如長かっている。号の反面むしう蝮に  
血局針〔用帆からIOOKm薦度の中層大気の戯卜研究叱り賛され了しきっ  
ている。誕甜空間や噴気患にくちぺマはる訓こ触ほずわ⊂鳩大兵かこのように  
研羅面で勘脚となっ7しまったのは、ここか研究村象とし7輿如奪し領域下、  
あうから？・購＜′戯細緻胎動嘱凱、ったため下あうう。   
しひしここ10年正の風こし－で－レーす一にょる地上からの相馬工ヲロ、ハレの  

属執モ壱破し－す一によう中二上層大泉の助成の凝納との地上あらの1托－  
トセンシシFの手法によう研究中誠に親し7東た。服ヒ長城に膿戟丁飢た顧」  
軌こ∫る脚淑備も級レしひも致10晴鮎の鶴牌測ひ行えるの7■、万場圏  
絹の戯軌こほ欄に扇カな三椴？ある。 
き戯御株取らの免学的リモートセンシン［蝦衝か眉達し．中農大気中の大気  

組成や三ぷ捜の鹿射か可能になってきた。この与あ与太者成下はむうんのこと．ロケヅ  
トや人出醒からの靡鮎む判断きる。常に酸からの盈剖？はオ、ルやエアロゾ  
ルなどの全嘲抑洒転如こと㌍でき5ので大変名田である。  
1虻のり棋王さ・ま等号段にJ三媚測や，室内果敢デー醐析寄主居合し掴  
層弼に中層大気の呵鮎産めJうという舌地場拝前から瑠随国の研究者酌戯寸  
され孝の蕗泉「中駄気圏紹瑞蜘」（‖；舶kA†れ。S如地軸軋れ砿臥  
MAP）か＝？g2－1？g5軸昆纏塊ざ机うことに旬った。この戯刷画の呂呵  
恥如朋大気の絶という全く白餅学瑚免にあらことはいうゴ袖執一廿ブ  
人廓の生活ヒ乱lサ如）りのある．芳据変動や大貫戚象の好漁之搾披レ才うとすら立  
場からの呵見毛旦阜朋白馳ぢってl、る．   
抽馳ニJ掴廠軌MAP言旭1魂抱靴射れ、錮の行く糊適地と  

‘完施中？あ5。ニの紬l⊂は息ヒ盆ぺた才うに礪彰株に∫る鰍1適者句召掛と虜寸  
る．特に今回M一うS〆鴫軌こJって粛上げら飢る那寿科学観王XOS一いっ、  
蝕雌輌中層大気の凝測と行うための重度匂三椴て・ある，   
以上血吋たぶうに、已乳OS⊥Cの班弼の1っは地域の大朋挽の弼にある  
呵もう1っの貞婦媚査弼とし7地球の電駒場如解離ある。如か国絹  
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「 「 す7に「たいよう．′チいこう．′じきlrんの5科学観と机上げ、卑く  
の成果とあ・T㌣きた。その中禍「た－、占う．に∫り見出動た献古津蠍異常  
和空にあl了う降下石亀恵子に才う醜逸の異単線，「きいこう．JこJる声域オ  
ーロうの紫朗絶と酢奄拉子1うツワスとの相軋rbか丁ん」Iこぷるオーロラウ、  
らの白鯛故（Auト。柏1仙m已†トーし甲ふ）の腰鮎翻粒域鹿の調和拍凋  
葦接すべさわの？ある。  
EXOS－Cで一3二爪らの成果′紙と．I、言え7地戎の電虚報媛範頼に観黄  

土南大西さ軸城見異韓帯上里ヒあり室町F荷組子一朗プラズマ一大長の鹿互件  

用の聯貼王郡弼の1っとしている－。   

ヱ）感謝報と触  
手え竹に盟ぺた巨大OS－C崩姐抑ぇ輸す二と   
A）鵬大泉の敬と虚或の萄弼   
B）像或や帝大西郷携帯帯上里にあけう払下盾馳チー顔濾ウうズマー大   

気の虚空作恥常喝  

とける。二机らの帥と虔如らた批鰯姑胱戯礪凱此通りケ皐る。  
A－1）中舶オナ戯置   （ユRA）   

づ）一 ェ7ロ、川舟㍑廟離退 （ALA）   
－5）中鰯掛赫動機剋娼 （BUV）   
一斗）城髄妹鹸池麒渡畳（L 

． 

－コ）億工丸しギー赴胡朗麒畳 （ESP）   
－5）高工動しギー如才轍酸鼻 （H．EP）   
－4）亀胡；離農  （NE」）   

－5J愛子搬  （TEし）   

－G）・ノ門一ライン教射モニ勺一  （PしR）  

以上の外に埼殊屯且的の馳し7   
い）HUし一す一モニ？一   （HuM）   

一っ）大帝牽池特齢恨鍍置   （S川）  

加ある。   
こ机ら魔の軸について‘了夫々の虚空嬉ヒユリ款油7いう恥こ二′こ鼠  

剰内勤鹿草乙嵐べてあ＜。  
こ肌知慮謹躍置のうら、ALAとLA5－コ姐ヒチの弛と日没の痔ぷ軌£行  

う。つ3り太湯潅鮎地球の中慮大気と盛威し7観に琶渡するユう匂他にあきと  
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きにのみ麒劇過と働サ世．大腸鑑のうう僻の波長のものの地扶克ヒJ媚軌  
碩碇と却足すさ。ALAマ・1専ら∞れ軋（わ・ン剛と1′れ（エⅥコ、ハレ帝）  
の2脹7大敵の肇波之割足す急。これらの波長の尤と嵐すフィル勺一と鮎尤魚  
ぇ泉学魚7鼻漉しCCDイメージセンサー面上I適像Jせう方法吏とっマいる。こ入  
らの讃促1。胡椒点中の亀とエアロルの扁妨々布互戯如る。  
LAS【J太枇のうう意力邸の舶スペコトルと男波する。勿来富で・槻ざ机た患  

i挽のうちt．G一っ、斗〟肌′2．g－4．り爪．g・守一－0・コ′他の5バンドと了しイ  
状拒かり－ジセント面上に畑さ世．胸艶庫と俊如5。寸噂わらマルチ  
十センスル竹光法子あ＝、施加給のスぺ1ト／レえ声将に虚疇聞のう引こ渥掟てlチ  
る。二れらのうっの蓮長盛子細ぞれHユ0．COユあ抑CH。・03の舶ス仲ワ  
トルと頭促する。   
二のょうにA」AヒLASは戯軋ヒの・娼みら軌胡に正対し71、5必要があ諷  
亨のた動ここれら2っの脚隠遁闇俊の大敵ノヤドルと声様に嵐よ陽に正対す  

るように執畳され甘l了仙粥ら甘い。   
エRAは南度40－gO眈柚1る払の盤度と讃岐寸急厳置下′オ、′こ成分制経  
通す鵬分子房地平l・叫机の軸克とフィル勺一鮒相良す5。  
於螺子はP♭S専醇とマトIj・t′ワス状に監畳したものマあ急。測定には大場の旦鼻  
池′馳塊の影響と勤5也草加あ5ため′課のBu〉と辱嬢に長湯と友ヌ瑚の面に  

設置され7い孟。   
Buvl封贈賄度のオナこ墟慶長層蜘孟腰畳7・′地跡希にJリ観亨勅た渡  

長25∞～35∝〉月の大樹凍と雌ぷひ盤電子壇患瞥と軌、7利光す5。こ  
の粒鳩孟此ユれ－こ鳳こより吸舶う・丁ており．この頑破からオゾこ座主お持  
寄度飾五泉鵬。βUVも大喝崩址の影響ま臥紙めIRAと同一忘上に配置  
さ肌7いる。   

以上の互凝剖乱こ∫リ⊂媚大鮒子中のオナンや他の雀淀城触抑工？耶ルの  

イ梯と全勉糾雪朋ぞ遡りする。軌ニオルにつ、、マ成層臥ら中蘭軌こわたる  
丸、傾城と、異5読克て儲凱′別居進の清彦・億頻度と高め5ニとか7チる．  
こ冥七1う才マ糸の雇朗」に碑うと′最も主軸麒膿塔PP5？あ5。軌直上7任那  
ゆの7ン千十祓皇丞服す5∴のアン千十と介し7う00ワットの高取観た奄  
彗遜中にカ謝し、ニの串に且すtる釦のプラス・マ波勧銀と層刺す5。ヨた術に忽  
惑絶の愛子患縫直錦乙封剖寸5トブ1瑚ド叶勺ン寸∵凝劉も街われ5。ヨた利  
のモード絹地抱威から易酎帥5昏軋雨樋帯地窃鳥屋帝最蛇頭絶帥5  
つラスて諺勧や、惑星お古び大喝久ら樹さ山5鴫プラズマ拗の偏鮮牡とも含  
めた受鮎街わ八急  
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ESPと卜IEPは地齢一礼ら蕗下しマく5偽書滴エネルデ→ともった荷寧淑子の討  

讃煤置チあ5。このうち王5p才は主としマオー白ラ蝕頒鮎IZ考えられマ．、  
引イeV億或の亀子とイオンの1ラッコスとエネルギー勿布．診、・′テ勧婦と測定す  
う．鯛認舵台瀾絶7丁ライげ－と1台の泡盛形静釦ナライげ」？膚  
戎封煩い5。王SPの濱煉庶果とPP5にj5プラスマ潮や繊軌の鵬  
果とめ粘か注射勅5。   
HEPは王とし7「1eV尉の亀子と碍子のフラッワスの嘲鞍軌；拍エネルギ  

ーカ姉虚摺ゴすう。討刻鼠苫ン】コンと王政とした単軸救出器？射さ山たテレス  
コーナ里之白子ノ⊥如大鮎反対袖に，他の1台とぞれと益軒向主見5ょうに  
観き血マい5。糾お拍南畑蹄臓馳皇7の戯如才リ弓娼賊への  
影響の名産か知ら机57あうう。   
NEエとTE」ぱ包帯層7ラズマの蜘）門＋－・ヲーと劇足す≡戒居マ．，＝新富  

マに昂＜のロケット′醒ド港就手れた尭轟かあり、最も儲酵の高l戯描すある。  
郎脹乱）センサー1了馳進行ヒ手五っう条マ忽の影響王政鴫た軋‘大潟  
馳／附レの先端に鼠置し7あ5。これちの蝶風こJリ金地朝組の撼′  
㈲こ鹿痴等の槻旬亀舶や、剋嘘日蝕7いる7う升マ八7リ抽突鮎明らサに  
さ爪57あうう。   
PLRの戯刺弼は二直言利こ延べ戯と削－”カ慮と異l。し7いる。他家  

上ヒl去噺恨伺ぇ支える布くの密偵な弥てら肌7いる。ニ机娼域れら専宙里周  
ヒ向巾50叫Go日出ひ如轟聡から鶴亀蠍勘凌繍瑚71、5こ摘薮  
神珊う才うに専った。PLR祁これら竜強攻の卿峠おJ蘭の変  
化とモニ勺一写る。   
MuMは中農大気の助乙尭址玖ら腰劃す5ために東都大学かユく最知按したM  

uし→マ、－（M－ddle久ndupp針鍋砿Ph帥已払daト）の7ンテナノ門－ンのモニ可  
一と弼としたもので′M］し一Ⅴ一か適推される岨5‖Hz適虻田川底号  
と，［uし一勺、t－サイHこ営通され知人製綿句酌ンテナ丸ら速鮎爪5岨∬  
H帖の顔師CM慮鮎輔ヒ鮨レ、崩乙鴫ノ駈寸る石鮎ヒう。ぢお受  
億ワンテナロPPSワン千丁よ共同ヲさ。   
SCnJ才血l将来の観同砿陽密漁として名望視細7い5a久As大協奮励義  
子の守貞盛効こ糾棚ヒ堀如作の粕よ弼としたむの引地の尺めの  
Sも素子とも含めて斗舶7赦の太触娘子か兵装さ爪ている，  
机上サ主宰盛観恥Jひモユ可一用藤棚賂であ5つ′二の鳳て触邑上の郎挽  

畳の舶疾走方式のキストのため．し一叶」・】フしっワー2鮎億乳て覆釦れてぃ  
る．  
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言えがさにも畠ほぷうに、封05－い言‖AP吉崎にガフた尉之三尊な弼  
としマい5。苗外針子もnAP期間中融吐・礪榔嫡威嘲と薦加恥盈め7よ  
っ、MAP吉十蜘趣払らし7ヰ〉考＜の挽鴫私共削／て宜卿ぢ′卿呵  
な腰細ぎ皇敢＜ことか望ヱ血？い5。この雇主久ら王ズ05－しも克く此跨名並の卵」  
局と蜘とっ7協同脚転乗苑ほことか考えられうか．功範灘ほ払律威き  
れっっあうのl冨沢の2項7あう。  
1っほ斉藤増大効組凝刺への脇机lあう。献鮎扇5榊P腰鮎国丘  

掛野寛軒の平胡披か敬し国硬均なフロジュワトとし7詔あら仇了い5もの  
7′轍蔭上にあ5各国の即捲加重鮎とりつつ血塊軋安城・mット凰  
枇棄掛っっあう。王XOS－Cもこのアロジュワトに協れ朗抑滅相鮎  
あ叶るたの、後進のJう一こ如摘耐鮎75風こと・1、慮駈史瀾Jえ十分に行え  
ぅJう」こした。ゴた曲嵯地袖400日梅干しト勺一触の仰レ勺イム脅億え  
傲頗し，共聯山葵れと餌う吉鳩Lてl－急．  
他のユっt3ルりェー′椚工一ヂ1フィンランドの畑う←個にヨたカ㌧て俊  
乱れ7い5歪端遮掛喝L一すlr囲（E㈹P郎帆L∽k一山scd帖トR∂d叶A砂  
山品れ）之利用した地マッワスフランワ棚¶し－フとの英国剛7・あ  
さ。このL一▽一周補怨軌磯路の虚勢萱瑚・遥渡等戯れ7．、  
さのて）EスOS－Cの潜も波軌プラズマパラ巨9側との比較に度盛鑑＝蕗  
激増られうもの』際症てい5。ヨたこのL一丁一席の一軋スウェーデンのモ  
ノLナにあ5エスレンジ抽わぁ旦の碩に応じてSバンド干しト可一千」′了承得  

左石うことに弔っ71、う。   

頗整  

溺醒の壬過払摘の7ル三八二如叔（遁ンエルフ、了執ノエルワ）とノニ机  
と乏えるヱ個の刊レ三冶金製円勘（上部スラスト子ユー7ニ確スラストチエーT）  

及び計ほ本のCFRP監視とから弔る。繭ンエル1の上下由比I繊か磨耗  
才町二の軸部互スラスーラユー1サ：きた樅く塊絶た支度か真名す∋亀  
鑑拭ってl、る。掛面侍寸べて表面叔に仇オ帆帆阜のフルミ朗頼と俵岡した鼻  
二Jd如しのアルミハニカム巌？・′号のうらの下軌マネルは補償コ爪7太萬脅地ノ㈹レ  

え支斉し7いる．   
層醒の虎屋量は約卸旨相手あ5。  
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脚努   

こ血ヨ7・l戎ぺたよう毎髄の腰細触Jひ周弼映嘲の鹿島に患うよう、次  
の蔵相鮒亙哺才れ7い5。   
血蛇高度：霊l払 底鰯渡：IO5年‰  
軌柳：Ⅵ00   月期：用綱ち巧揚   
言た鞠も戯仙風艶大磯的と慮称す5二ととし、し勺、も増勢の批仔内炭  
のモーナン巧ムれイルヒJリ碗星鵡k太掲柚に向嘱と失脚′7スピン  
し甘＝才うK噺してあ5。軸f一軍勢牌）の項と翻さ血たい。   

6）テレサー勺一，＿ テ∵生蓮盟   

テレ卜勺一周牌は4∞MHzとS／（㍍ごの2波乏膚岡す5。示威とか）7  
Jし勺イ山千レナトl卜あJび千㌧勺レコーマ」榔のテいト1l－の府机にl腐岡  
でき急。デー恥コーダー適量旭＝ム1血叫サ噛Jハマい5。  

ゎ  

Fのリアル月イムデー勺恥エスレンジマぽSノヾンドの・けル勺イA3た1靡拉千」  
勺畑靖子3う。二の暮うに南臓或に夫々触如凱たことにJフて手′こ伸  
得量招大血こ虐牝共ヒ′適齢の英報粗か蜘ヒ行えうことに旬フた。   

盟選局   

この召醒の即そ最も榔符の一言OG（オーかナイオドコマシー）五億酌5こ  
と？あうう．紬特別項に延べられマl、5が．この衝星の∫うーこ戯射嬢．腰刹朗  
摘頓にわたり、ヱた衛星の鮎比の倒置に∫り劇モード左通哀切鮎る且酌囁  
う齢に持触のコマンTンステ如Jさ達郎は且的と直す5ニとか7粥、、。g  
たEXOS－C祁馳址史やi収7・の励覗捌恭Jγ干しナトリーか如7虔薄  
絹鮎占めマIl卑。ニ爪ら宝達残すうた批侍れボードのマイ叩コンビューり  
一利卿にj50Cほ乳lた運用○斤可究？ある．   

∂Lム．す小一、  
玖上EXOS－C醒の飾わい戒櫨仇細甲戒物につ‖7一ユ桃癌の列  

鮎奇知れたl、。この食違一7mP斯埼中に批叶られう他界ぞも套抄りヰ墟大魚  
塵肺如して朗弼にも注射山てあり、われ刷れてヰすぐ帖掛収ま象  
力闘ために男力夏鐙巾汗蕗7賜る。  
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4・・  運月∃制御とデータ処理  

A∴Iデータプロセッサ（DPU）   
1．概 要   
（1）機能の概略  

☆観測データのRCM伝送と．FM伝送  

☆ストアードシーケンスコマンドによる．人工衛星の自動管制  

倉コマンドデータの解読・分配   

。画像データの計算処理   
。制御信号，タイミング信号の分配   

▲ 

（2）特 徴  

0 蔵屋非可視領域での自動管制と画像データの計算処理を目的に・マイクロヲンピュータ3   

系統を使用。  
0 各マイクロコンピュータは，4軽の故障検出システムを内蔵0  

0128秒を基本観測学位とし．最大256時間（10【】＋16時間）まで・フレキシプルな運用シ   

ーケンスをプログラムできる。  
o c－MOSICの採用による極低消費電力。  

（3）構 成  

データプロセッサは，機能上次の5ブロックに分割される。   

1．データ処理部  

2．コマンド制御部   

3．自動管制部－1（OGM－1） 
4．自動管制部－2（OGM－2）   
5．計算処理部  （AR九・1）  

同4、1、1－t データプロセッサの機能系統図を示す。  
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図から理解されるように，自動管制部には待威冗長構成を．計算処理部には画像生データ伝送  

によるハードウエアバックアップ方式を採用しており．システム信頼度を向上させている。  

ユ  動作の詳細   
tl）データ処理部   

データのサンプリング．A′D変換，デジタルデータの婿集，タイミングパルスと編集パル  

スの発生，信号フィルター，伝送データ切換，データレコーダの制御等を行う。   

ほ）コマンド制御郡   

コマンドデコーダ（CMD）で復調されたディスクリートコマンドの解読と実行，およぴスト  

アードシーケンスコマンドの実行を行う。   

ディスクリートコマンドは従来から使用されている方式のコマンドであり，地上からの1回の  

コマンド指令により動作するコマンド（DDC）と2回指令によって動作するコマンド（PDC  

－1，PDC－2）がある。   

DDCは主に共通機器の制御と各機器のON／OFF制御．PDC－1．PDC－2は主に観測  

機器のパラメータ設定に使用される。  

（3）自動管制部   

自動管制部は，地上からのコマンド指令lこよりプログラムされた衛星の運用シーケンスを，待  

機冗長構成されたマイクロコンピュータ2系統のうちいずれか1系統により．主に衛星の非可視  

領域で自動的に実行させる。   
衛星の自動運用シーケンスの内容は，コントロールコマンドの内容により決定される．   

コントロールコマンドは31ブロックのOrganized CoTTmand（OG）により構成され，31ブ  
ロックにどの種類のOGをどの順序で配列するかにより，1つのコントロールコマンド（1つの  

自動運用）が決定される。   

第4．l．lrヱ囲にコントロールコマンドの1例を示す。  

1つのOGコマンドは＝汎別学位（128抄を基本周期とし，最大2048抄まで128一抄ステップで  

圧意のオペレート時間が選択できる）を最少単位として，共通機器および観測機器にあらかじめ  

プログラムしたコマンド信号とタイミング信号を供給する。   
OGの感熱ま約9000種頬あるが，使用頻度の高いOGは固定OGとして94桓煩選択されたもの  

か．ROMに記憶されている。他のOGは運用中必要に応じ地上からのコマンドにより．RAん1  

に任意の32柾煩までプログラムできる。  
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♯30  菩3l  ♯1  菩2  手3  ＃4  

第4．l．トヱ図 コントロ丁ルコマンドの例  

OGは16Bitの制御コードから構成され．第ヰ．1．3 図にOGコードフォーマットを示す。  

B O  Bl  B 2  B 3  B 4  B 5  B 6  B7  B 8  B 9  BlO  Bll  B12  B13  B14  B15   

・POWER ON／OFFJ     ・ATTITUDE  ・BIT RATE  ・INSTRUMENT   

CONTROL  CONTROL  SELECTION  PARAMETER   

・DmFORMAT  ・DATARECORDER  
SELECTION  CONTROL  

（16FORMAT）  ・TRANSMITTER  
SELECTION  

第4．1．1－3図 OGコードフォーマット  

B O～B3のコードは．機器のON／OFF制御と16種類のテレメトリデータフォーマットの  
選択に．B4－B7のコードは姿勢系の制御に，B8～Bllのコードは．データレコーダの利払  
テレメトリビットレートの切り換え，TMS送信機・TMU送信機の選択と伝送データの切り換  

えに，B12～B15のコードは観測機器パラメータ設定に使用される。   

これらBO－B15の制御はOG実行時，同時に実行される。   

約9000種類のOGから任意の31種類を選択して，1コントロールコマンドを設定することによ  

り，一連の制御シーケンスで最大Z56時間まで，衛星の運用を自動的に実行させることができる。   

コントロールコマンドの実行は．BO－B15のOGコードが格納されているメモリアドレスを  

治定することにより行う。   
第4↓トヰ図軋地上から指令するOG制御データフォーマットを示す。   

OG制御データフォーマットは32ブロック，1ブロック12Bit単位で構成され，最初のブロッ  

クはOG開始アドレスを，残り31ブロックが運用としてのOCとなる。  
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,31 OG 

rい胞－÷：ほ8日8  

茅ヰ．＝ヰ図OG制御データフォーマット   

表4．I．トIにブロックの説明を示す。  

表ヰ．L卜l プ占‘ック魂明  

oG制御デ「夕7オ「ニア＝γトプロ 

OG開始アドレス指定  享コントロールコマンド310Gの先頭開始qGを畠Bitゼ指定  

する（任意のOGから開始できる）。   
All山0”   12Bit単位のフォーマットに統一するためダミーの“0● コー  

ド7Bitを用意する。   

OGアドレスの指定 DPUに用意されている国定OG94葎と任意OG32荏の総計  

126種のOG甲メモリアドレネを7Bitで指定する。  

（7BitAll■0”．A＝‘1’のコTドは他の制御に使用）   

J（JMP）   1コントロールコマンド310G内の任意のOGにジャンプす  

るかどうかの識別を1Bitで指定す．る。 

Jが“0けの場合はジャンプ．しないb  

Jが‘1ルの場合はOG 

Bitで指定されたOGにジャンプする。  

従ってJが山1－ の場合と て0”の場合とではOGアドレ  

ス指定7Bitの意味は異なる。  

JはOGの実行順序を変える場合（BACKJMP or FOR  

MDJMP）に使用する。   

N   ジャンプしないり：一0■）場合，実行するOGのオペレTト  

時間の延長回数を．ジャンプする（J：“1”）場合．BACK  

ループの回数を4Bitで指定する。  

OGの基本オペレート時間は128抄（2分8秒〕である。ジャンプしない場合N；＝4Bi■l  

でオペレートの延長回数を指定できるから．各OGのオペレート時間は128抄ステップで  
長大128秒×16＝コ2048秒（34分8抄）までNによって選択できる。従って1コントロール  
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コマンドの最大実行仕引‡鋸ま．128抄×16（N）×310G＝63488秒（17時間38分8秒）となる。   

ジャンプする場合．N＝4BitでBACKループ回数を指定する。オ，ル付0”は除くため1BAC  

Kループ回数は15回までとする。   

BACKループ機能により，任意のOG問を繰り返し実行できる。   

祷星の最大運用時問はBACKループ15回設定により，12tS秒×16（N）×300GX15＝256時  

間になる。   

Nの使用例を表鶴l．ト2ニに示す。  

表4l．卜2  

N   OGOPERAE TIME   BACK LOOP   
（4Bit）   Jニ“0’’   J＝ Ul”   

0 00 0   128 SEC   INFINITY   
0 001   256 SEC   
0 010   384 SEC   2   

0 011   512 SEC   3   

010 0   640 SEC   4   

010，1   768 SEC   5   

0110   896 SEC   6   

0111   1024 SEC   7   

1000   1152 SEC   8   

1001   ユ280 SEC   9   

1010   1408 SEC   10   
1011   1536 SEC   
1100   1664 SEC   12   
1101   1792 SEC   13   
1110   1920 SEC   14   
1111   2048 SEC   15   

14）計算処理部   

計算処理部は，大気周縁赤外分光装置（LAS）からの画像データを単系偶成されたマイクロコ  

ンピュータにより計算処理する。   
LASからの画像データは1画面が12B画素X6画素×（1直l素7Bit）構成であり．DPUは  
250msec以内（FMでは9．2msec）で4画面分のデータ（3072Byte）をRAMに書き込み，  
75Omsec以月（実測280msec）に計算処理を行う。   

次ぬユ秒間（8フレーム分）で1／4に処理された768Byte分のデータを伝送する。   

マイクロコンピュータ異常時の場合．生の画像データ2画面分を2秒間16フレームで伝送する。  
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LAS朋測モードでは，テレメトリ伝送は常に，HighBit Rate（8192BPS）で運用され  

る。  

（5）マイクロコンピュータ故障検出システム   

故障検出モードは衛星の非可視域と可視域の2つのフェーズを対象にする。   

非可視域ではCPU（マイクロプロセッサ）と独立したハードウエア手段により，CPUの動  

作，プログラム実行状暦を常時モニタしている。   

ハードウエア手段Iとよる故障検出回路は次の3ブロックから構成される。   

0命令読出しエラー検出回路  

0アドレスエラー検出回路   

OCPU基本パルス検出回路   

各故障検出回路の機能は，地上からのコらンドによりそれぞれ単独に解除できるので，CPU  

の動作が故障検出回路に制限右受けることはない。   
いずれかの検出回路が動作した場合．プログラムの実行停止と共に，停止したプログラムアド  

レスとどの検出回路が動作したかのステータスをテレメトリで伝送する。自動管制部はこの時点  
で”ALL PIOFF［信号により．観測機器の電源をOFFにする。   
可視域では．コンピュータモジュールのメモリ（ROM－ RAM）の全内容をテレメトリで伝送  

し，データとプログラムの照合を地上で行う。   

またマイクロコンピュータ各系統に用意された自己診断プログラムにより基本命令を実行し，  

診断結果をテレメトリで伝送する。   
診断結果否の場合，テレメトリによりエラーブロックとエラー回数を追跡できるよう設計され   

ている。  

3 電気的性能  
DPUの主要渚元を表ヰ．l．ト〕に示す。  

裏年．l．卜3  
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性   項  呂   
1メジャーフレーム長  

ビットレート  

256マイナーフレーム  

8192BPS（8フレーム／抄）＜Bit Rate High時⊃  

2048BPS（2フレpム／抄）＜Bit Rate L6w時＞  

32768BPS（DR再ft時）  

NRZ－L＝spM   2）－PeM変調形式  8192 BPS 
2048BPS 共  
32768BPS   

SCO周波数IRIG－BAND15   
入力電圧  0－5V   

入力インピーダンス 100kの（450Hz以下）   

2i筐8ビット直線符号化逐次比較型  

変換時間   138LLSeC（MAX20LLSeC）   

入力電圧  0－3V   

入力周波数  4．5Hz以下  

変換精度   ±0．8％ フルスケール   

人力インピーダンス  200krl  

3）アナログ変調  

4）A／D変換器  

5）入  力  
0・－3V   

“1”3．6～5．5V．“D”0－0．1V  

“1”4．4「5＿5V，∵0け 0－0．1V  

2．25Vp－P（混合出力） 

PCM＋RARRモ，ドおよぴPCM＋FMモード  

100q以下  

アナログ  
シリアル  
ハイレ〈こル  デジタル  

6）出  力  

デジタル出力  

PCト1変調出力  

出力インピーダンス  

7）データレコーダインターフェイス  

記録信号  8192BPS SPM（記録時間 40分）  

2048BPS SPl′Ⅰ（記録時間160分）  

32768BPS SP＼1（両性時間10分）  再生信号  
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項  目  性  能  
8）ディスクリートコマンド  

DDC  

PDC－1  

PDC－2   

9）OGコマンド  

OGコードの種類  

AD：1－7，EX：－1－15．MAX rO4項目   

X：1－7．Y：1～15，MAXlO4項目  

H：1▲－7，Ⅴ：1～15，MAXlO4項目  

国定OG：94種  

任意OG：9．000種 

128秒×1－N Nニユ～16指定  

（128抄～2048秒まで128秒ステップで指定）  

10Gの実行時間  

10）コントロールコマンド  

1コントロールコマンド  

lコントロールの時間  

（自動管制時間）  

31種類のOGから構成   

0最大17時間38分8秒  
（バックループなし）   

0最大256時間く10日十16時間）  

（バックループ15回）  

0無】唄時間  

11）マイクロコンピュータ制御  

使用マイクロプロセッサ  CDP1802（8Bit C－MOS CPU）×3  

RCA社製   

2．097152MHz．1マシンサイクル4〟SeC  

待機冗長構成  CPUx2  
ROM：1．5k．ByteX2  

RAM：0．5k8ytex2  
単系構成（宣誓警慧）■cpuxI  

ROM：1．5kByte  

RAM：8k Byte  

2W以下  

使用クロック   

自動管制部  

計算処理部  

12）消費電力  
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牛’機械的性能  
（1〉 構 造  

本機器のケースは7ルミの一一体構造であり，特に支柱部構造を兼るためケースに強度が必要で  
ある。   

電子部品はプリント坂実装方式を採用しシャーシ内に収容するようになっている。  

12）寸法．重量．外観図  

重 量 12．2k9  

寸 法  340×340×210〔H〕皿  
外 観 外観図を第ヰ．トト5に示す0  

＿更：i一撃型撃・＝こ   －－－1l．－：コl  

図
 
 
 

匪】ヰ．l．l－5  外 観  
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4－  2  オーカゝ■ナイズド＝コマニ／ド  

l．DPUの概要   
単極軌道をもフEXOS－C符握は根城から赤道域lとわたる電離圏および磁気圏基部のプラズ  

マ，粒子．波動観測および中層大気の光学的リモートセンシングを行うものであり．その観測対  
数は多岐にわた・り．したがって観測モ⊥ドも術屈の仇軋・姿軌托舶l■J対象に応じて適宜切替えた  

運用が不可欠となる。またEXOS■－Cは両棲昭和基地上空での衛星一拍上同時観dlJ．ISレー  
ダとの共同観測も重要なプロジェグトの1つとなっており．遁雑な衛屋の運用が要求される。こ  
のため地上からプログラムされた観測シーケンスおよび衛星運用のシーケン．スに従って衛星の自  

動管制を行う高度なDPU（Data Processing ttlit）が必要となる。   

EXOS－Cに搭載されるDPUは各観測機器がらのデータを集積し，規定のデータフォーマ  
ットに編集する機賂 コマンドデコーダからのコードを解読し∴ディスクリう二トゴマンドを発生  

する機能に加えてトマイクロコンピュータ制御によってあらかじめDPU内に書き込まれている  

校合コマンド個定Organized（：ornmand）串るいは地上からのコマンドによって書き込まれ  
る坂合コマンド（RAM OG）を観測者が地上から指令するシーサンスプログラムに従って実  

行し．粕屋の動作，観測機器のパラメータ設定を自動的に制御する機能をもっている。この0■G  

による衛星自動管制はすでにEXOS－B衛星で実緋があり，極めて有効に運用された。EXO  

S－C箱屋では．マイク’ロコンピュータを導入することにより機能の向上が計られ更に広汎な運  
用が可能となっている。  

2．動作概要   

罪4－1園EとDPUの機能系統図を示す。DPUは大別すると．  
111データ処理・伝送郡   

（2Jコマンド処理・OG実行郎．およぴ  
（3）演算処理部   

から椚成される。  
2．1 データ処理・伝送部   

データ処理・伝送部では，（1）データのサンプリング．（2）A／D変換．（3）ディジタルデータの編  

鵠．（4けイミングパルスの発生ト（5）PSIく変計右 Fh′l変毘札 およぴ（6日云送データの選択．および  

（7）データレコーダの制御を行う。  
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PCMデータの形式は以下のとおりである。  

データフォーマット  16郁頬  

ワ  ー ド  長  8bit／Word  
フ レ ー ム 長  128Word／Frarne  
メジャーフレーム長  256Frame／M－Frame  

フ レr ム 同期  Wo－W2〔FAF320〕  
ビット レ丁 卜  8192bps／2048bps   

PCMデータフォ丁マットば16紺の．か－ドをもち・ディスクリートコマ 
て選択される。第4－2図にPCMフレームデータフォーマットを示す。mOde Oからmode9  
までは通常の観測モード超jT］時に用いられ．rnodelOからmode13までほDPUめ自己診断のた  

めのデータフォーマットとなっている。ま・た，mOde14および15はそれぞれ，姿勢制御系およぴ  

MUM観測のためのデータフォーマッ 

・r  

い  ■  1きl｝▲」■8  ■●  I▼｝   ●（l      ●■    ト佃  ll▲  lJ′   

0  ■▲○■l▲・！▼▲▼Ut  E S P  ■  † 亡 し  PPS  ISPw－VI      】PA  AしA  亡 S P   ■l■   
□  1JOA†▲・ST▲†uS  E S P  ■  † 【  PPS  ISPW－SI      HE P   ESF   ■■■  † 亡 し  PPS ■   tspwtl＝   

2  ■▲○▲†▲・ST▲▼uS  亡 S P  ●l  ▼ l L  PP5  【NPW－HI      lRA  AJA  ∈S P   ■■  ▼ 亡  PPS     川El】   

5  ●止○▲▼A・lT▲IUS  E SP    l 【  PPS   －NPW－〃I  H亡 P   亡S P     亡 L  PPS    IIl∈ll   

4  ■止D▲▼血‾Sl▲▼∪づ  E SP  ■  托し轟     8∪∨  HEP  【胃▲  AしA  亡sp   ll■  ▼lし   PPS   佃PW－H′H亡い   
5  1■D▲▼▲・！▼▲†∪さ  ∈ S P    ▼fL    ロ  8UV  PPS（N∈ll  lRA  AしA  ∈ S P   ●l■l  ▼tL   PPS t†qEll  PPS tIIPW－∨）   

6  ■JO▲I▲－IT▲▼∪！  E S P    巳    lpう  日∪∨  PPSINP肘・Hl  HE P   ES P   l■■  ▼tL   PPS 川PW－H】  PPS 【NPW－VI   
ア  ■▲○▲TトS▼▲▼U5  E S P  ｛  PPS    叩PP－S－1‖       IRA  ALA  E S P   ■嶋■  PPS   tNPPtS－い   

8  ▲■D▲IA一！▼血▼Ul  E SP  ロ  PPS     川PP・F－R〉       HE P   E S P   l◆蠣  PP5    〈NPP－F－∪   

9  ■■011【A・さT■†∪5   L＿AS  【RA  AJA   LAS   

10  人▲○▲T▲－5T■▼リー   T ■  ●  ．  ● －   。・  － ▲   ● ●   

■tlO▲▼▲・5I血▼リ5   ア 事  OGM  10G●l巾7■8ク’ウ」且ひ罰乙■oG－R01d）   
】Z  ■■D■▼A・5IA†uI   ▼ A  APM  （RA絨 員び 色己瞥鴫 ROMl   
」3  ∧JO▲▼▲一l▼■▼Uさ   サ メ  ARM  【ご▼t粍1サロク‾ヲ」RO〟l】   

14  tdOAT■・さ▼▲Iリー  A ⊂ C ■  ■  llし  ll■   ▼rL  ACC   

】5  ■i▲○▲▼▲・5r▲†U】  MUM  ■  ▼【」  ■ ■   ▼t」  MUM   

丼：P卜STATUS－1  汁★！P卜STATUS－2，HK   
Pしk pATノl  

第4－2 PCMフレームデータフォーマット  

2．2 コマンド処理・OG実行部  

ここではディスクリートコマンドおよぴOG（Organized Command）を発生する。  
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2．2．1 ディスクリートコマンド   

ディスクリートコマンドには．地上からの1回のコマンド指令により動作するDDCコマン  

ドと2回指令によって動作するPDCコマンドとかある。DDCコマンドは98項目あり．主  

として共通機器制御および各機器のON／OFF制御を行う。PDCコマンドにはPDC－1お  

よびPDC－2の2つのグループがあり．それぞれ95項目及び63項目コマンドとなっており．  

主として観測機器のパラメータ制雀馴こ†更われる。   
また各機器が定めるWRITEコマンドの後にn側の仙】／0り コマンドを打ちその後にやは  

り各兢器の定めるEXECUTEコマンドを打つことにより機器のパラメータの制御を行うB  

LOCKコマンドが実行される0   
2．2．2 0Gコマンド   

OG（Organized Command）は1観測軍側（128抄を苑本周期とし，最大2048秒まで任  
憑の運用時聞が選択できる）を蝦小叩位として．共通機器および観測機器にあらかじめプログ  
ラムされたコマンドとタイミングパルスを供給する校合コマンドである。OGコマンドは16B  

itで構成され．コマンドの稚拙ま約6万5千側になる。この申から任恵の31村書類を選択して31  
項ヨからなるOGシーケンス（コントロールコマンド）を作り実行させることにより・一遇の  

制御シーケンスで最大17時間38分8抄の‖了細りにわたって締罠を自動的に運用させることができ  

る。最も使用頻度の高い94個のOGコマタドはDPU内のROMにあらかじめ書き込まれてい  
る他任意の32個のOGコマンドを地上かウDPU内のRAMに書き込むことができる0   
実行させるOGの櫛類とシーケンスほ．あらかじめ（可視時間のコマンド‘こよって）地上か  

ら自由にプログラムできる。   

OG制御モジュールは．CPU2台により．冗長構成された制御用マイクロコンピュータ（C  
DP1802：RCA）であり．上述のOGコマンドの実行処Ⅰ一Eを行い．OG出力回路を経て，各  
サブシステムヘ制御パルスまたはクロックパルスを送出する。   

2．3 演算処叩部   
萬罪処理部では，LAS（大気周紀赤外分光掛拙矧鋸より送られてくる観測データの硫罪処  

理を行い，その結果をデータ処即・伝送郎に送出する○   

漬矩処甥モジュールはCPUl台において構成されたマイクロコンビ・1一夕であるc CPU黒  

常しトニご・：シ、－ドゥェアバックアップにより吐データを把接伝送する0  
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？・OGによる制御  

3．1 0Gコードの構成   

OGコマンドは第4－3図に示すように4bitを1ブロックとする4つのブロックすなわち16  

b＝で構成される。窮 

マット制御が行われる。第2ブロック（W9B4－B7）は姿勢制御系のコ′トロールを行う。第3  

ブロック（W10Bo－B3）ではテレメータ．デ，タレコ■，ダおよぴテレメータ’アンテナ切替えの制  

御が行われる○第4プロッ・ク（WtoB。－B7）は観測サブシステムのパラメータ制御及び65フィー  

ト伸展ア 
までのOG制御項目を示す。   

（4bil）  （4biり  （4bi†）  （4bi†）  
W9 80～3  W9 B4｝7  Wl080一＿さ  Wto B4一一丁  

PPSへ  
（NEl）  

第4－3図 OGコードの柄成と出力系統  
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5．  姿  宰多   言毛り   御  

5．1．1 概 要   
EXOS・－Cの姿勢制御系は大別して，Z紬の方向制御をする磁気姿勢制御系とZ軸まわりの  

回転を制御するデスビン制御系の2つがある。   
砿気姿勢制御系の自的は衛星の－Z軸方向を太陽に指向させること及びホイールに蓄積された  

外乱角運動量のアンロードである。その為に検出装置として，ノンスピン型太陽姿勢計（NSA  
S）と地鱒気検出計（GAS）を利用する．。また一 アクチュエーターとしては・スピン軸方向制  
御コイル（MACコイル）及びスピン速度制御コイル（MULDコイル）を利用する。   

デスピン制御系の目的は，衛星の礪体を慣性空間に対して静止させることである。使用検出装  
置はレート積分ジャイロ（GYR）でアクチュエーターとしてはスキャンホイールを利用してい  
る。   

そのItb．軌道投入時のスピンレート（120RPM）をほぼ5RPMにまで落とすのに利用され  
るヨーヨーデスピナ，スピンモード時の太陽角検出及びスピン周期検出に利用されるスピン型太  
陽姿勢系（SSAS）．衛星のニューテーシ ョン運動を受動的に減少させるニユーテーションダン  
パー等がある。  

r   
尚．姿勢系の座標系の定義は囲〆1－1・による。  

282   



十GA宣  

往仁匪標原点はZ紬とカップラ面（衛星分離面）との交点と  
する。   

ナ  
図〆1－1姿勢系座標の定義  
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5．1．2  概 要   

本磁気姿勢制御装眉（ACE）は，大別して2種類の機能を有する。その一つは，衛星の－Z  
軸方向の太陽追尾機能であり・他の一つは，ホイールに蓄積された角運動量の放出（アンロード）  
機能である0又・非スピン型高精度太陽センサ（NSAS）の電源ON／OFF及び太陽角テレ  
メトリーの機能も含まれている。  

5．1．3機能  

図孝1・雷‾1に機能系統図与示す。この函に示すように・NSASからの太陽角α・β・地磁  
気センサ（GAS）のBxIBY，B7・及びホイール制御装置（WCE）からのUP／DOWN等  

図Zl＿オー1磁気姿勢制御装置機能系統図   
r j  
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の信号をもとにして．制御ロジックを働かせ，磁気姿勢制卸（MAC）コイル．磁気アン【】－－デ  
ィング（MULD）コイルを作動させる。   
（1）オープンモード  

MAC．MULDのオープンモードは．ACE－ONあるいは．地上のリアルタイムコ・7ンド  
により選択され．DPUからのOGコマンド，地上からのブロックコマンドの内容に従ってON  
／OFF．◎／0が．制御される。   
（2）クローズモード  

MAC．MULDのクローズモードは，リアルタイムコマンドにより選択される。MACでは．  
大腸角d．・′，磁気出力Bt，B，の制御ロジックによりON／OFF．◎／㊤が制御される。ノMU  
LDでは．WCEのUP／DOWN，7’E＝ッタコマンドによるUP／DOWN．及びB．等の利  
口ジックlこよりON／OFF，㊨／㊦が，決定される。  
（3）磁気ANC   
磁気ANCでは．NSASのα－アナログ出力信号により．ニューテーションを検出し，Bx．  
BYの信号状態によって．ON／OFF，㊤／Oを決定し．本来のMACクローズ制御信号に重畳  

させている。  
t4I副MAC（MAC－SUB）   
MACクローズ時の一Z軸の大腸追尾機能i・MULDコイルを利用して哉化するものである。  
0：．？，Bzの制御ロジックによりON／OFF，㊨／0を決定し．本来のMULDタロiLズ制御  
信号に重畳させている．但しこのMAC－SUBが作動するのはMACクローズ信号がOFFの   

時のみとする。  

5・1・4 電気的性能   
本ACEにおける主要甘電気的性能止っいて以下lこ記述する。  
（11大協角デッドパンド くd．β）  

NAR ROW  ±0．250  
WIDE  ±1．Oqト  

12）地磁気出力デッドパンド（B．．8Y．B王） ± 0．12V（2000rに相当）  
13）入力センサ信号処理レート（NSAS．GAS．WCE）  

サンプリングタイム1回／128 ヤク  
（4）ニューテーション カットオフ周波数  1／62．8se⊂  

（5）ニューテーション デッドパンド（αアナログ） ±0．25V  
（引 MACコイル電流  
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5．2．1 概 要  
MACコイル（MAGNETIC ATTITUDE CONTROL COIL）はEXOS－Cのスピン  

軸を太陽方向に精密指向させるために．磁気姿勢制御方式によるスピン軸方向制御機能を有し．  
衛星のスピン軸と垂直な面内に巻かれた円環型空心コイルに通電することによって所定の磁気モ  
ーメントを発生するものである。，   

すなわちEXOS－Cの通気姿勢制御系はMACコイルの設定磁気モーメントと地球磁場との  
相互干渉による制御トルクを利用し衛星の姿勢誤差を常に減少させるようにスピン軸方向制御を  
実行する。   
MACコイルの開発は，サブシステム・コソボーネソトとしての機能要求に基づき，電気的∴  

機械的・勲的インターフェースを考慮して円環型空心コイルの設計製作を行い，所定の磁気モー  
メントを発生する磁気トルカとしての性能を得ることができる。   
また．MACコイルは磁気トルカとして，ミッション要求を満足する電気的性能および機械的  

性能を有し．使用環境条件に適合する信頼性・品質管理を施す。  

5．2．2 機 能   
本MACコイルは．磁気姿勢制御方式によるスピン軸の方向制卸機能を有するものであり，空  

心コイルの設定磁気モーメントと地球磁場との相互干渉によって所要制御トルクを発生する。  

5．2．3 構 成   

MACコイルはモールドー コイル部およぴコイル端子部より構成され，鱒形断面の円環型構造  

を有する。   
【1）モールド  

・使 用 材 料  スタイキャスト  
・円環中心径  ¢680  
・矩形断面外径  ロZO．5％   

（2）コイル部  

・使 用 税 材  SBW－AL－OPVF  
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・コイ ル線撞  導体径：¢0．70  

標準外径：¢0．78   

＝1177m   
551turns／coil   

ロ16．5％   

0．36【正  

・コイル線長   

・コイル巻数   

・矩形断面外径  

・有効断面積  

（3〉 コイル端子郡  

・中 継 端 子  

・接続ケーブル  

・コ ネ ク タ  

クレット端子   
KT－22（19）U－H  
DEM－9P－NMBQ）  

5．2．4 性 能   
スピン軸と垂直な面内に巻かれた円環型MACコイルは．空心コイルに通電することによって  

所定の磁気モーメントを発生する。   

（1）電気的性能  

HIGH：±38．OAT汀f（標準値）   

LOW：±20．OATnf（標準値）   

HtGH：±1901nA  ±10岸   

LOW：±100 mA ±10％   
HIGH：±16．2V ±10％  

LOW：±8．5 V  ±10％   

85．3rl   
l．9 W MAX  

・磁気モーメント  

・コ イ ル 電流  

・コ イ ル 電圧  

－・コ イ ル 抵抗   

・消 更 電 力   

（2）機械的性能   
・外形・寸法   

・重  量   

・配  置  

図5．2－1のMACコイル外観凰に示す8  
1．9KGW   
スピン軸と垂直な面内に設置  
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5 ■ 3  M U L D  

広 川 」  

5．3．1 概 要   
MULDコイル（MAGNETIC UNLOADING CONTROL COIL）はEXOS－Cのス   

ピン速度を一定に保持するために磁気姿勢制御方式によるスピン速度制御機能を有し．衛星のス   
ピン軸の平行な面内に巻かれた円環型空心コイルに通電することによって，所定の磁気モーメン   
トを発生するものである。   
すなわちEXOS－Cの磁気姿勢制御系はMULDコイルの交番電流による極性切替をスピン  
1／2周期で行うことにより設定磁気モーメント地球磁場との干渉トルクを利用して．スピン速  

度制御を実行する。   
MULDコイルの開発は．サブシステム・コンポーネントとしての機能要求に基づき電気的・  

機械的・熱的インターフェースを考慮して円環型空心コイルの設計製作を行い，所定の磁気モー  
メントを発生する磁気トルカとしての性能を得ることかできる。   
また，MSCコイルは磁気トルカとして．ミッション要求を満足する電気的性能および機械的  

性能を有し，使用環境条件に適合する信頼性・品質管理を施す。  

5．3．2 機 能   
本MULDコイルは，敬気姿勢制御方式によるスピン速度制御機能を有するものであり．空心  
コイルの設定磁気モーメントと地球磁場との相互干渉によって所要制御トルクを発生する。  

5．3．3 構 成   
MULDコイルは．モールド．コイル郡およぴコイル端子部より構成され．矩形断面の円環型   

構造を有する。   
11）モールド  

・使 用 材 料  スタイキャスト  
・円環中心径  ¢300   
・矩形断面外径  ロ24．0％  

（2）コイル部  

・使 用 線 材  SBW－AL－O PVF  
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・コイル練径  

・コイル線長  

・コイル巻線  

・矩形断面外径   

・有効断面積   

（3）コイル端子部   

・中 断 端 子   

・接続ケーブル  

・コ ネ ク タ  

導体径：¢0．70  

標準外径：¢0．78   

＝741皿   

786turns／coil   
ロ20％   

0．07d  

タレット端子   
K－22（19）U－H  
DEM－9P－NMB（》  

5．3．4 性 能   
スピン軸と平行な面内に巻かれた円環型MSCコイルは空心コイルに通電することによって所  

定の磁気モーメントを発生する。  
（1）電気的性能  

・磁気モーメント  HIGH：±18ATd（標準値）  
LOW：±6．7ATd（標準値）   

・コ イ ル 電流  HIGH：±180mA ±10％  
LOW：±120mA ±10ガ   

・コ イ ル 電圧  HIGH：±g．7 V  ±10滞  
LOW：±6．5 V  ±10ガ  

・コ イ ル 抵抗   

・消 費 電 力   

t2J機械的性能   
・外形・寸法   

・宝  丘  

・配  置  

116．8±5．8‘l（25℃）   

1，7W MAX  

囲5．3 －1のMULD外観図に示す。  
1．2KGW   
スピン軸と平行な面内に設置  

291   



璽
至
百
三
こ
云
J
⊃
≡
一
－
■
M
．
m
亘
 
 

292   



5．4・1 概 要   

補正用磁石には，磁気バイアス補正用磁石（GCM）と残留磁気モーメント補正用磁石（RM  

M）がある。   

GCMは磁気バイアス測定試験の結見地磁気センサのバイアス値が大きく，補正を必要とす  

る場合にセンサ近傍に取付けられる。   
RMMは残留磁気トメント測定試験の結熟衛星残留敬気モーメソ・トが大きく，補正を必要  

とする場合にスピン軸に垂直な面内に最大4ケ取付けられる。  

5・4・2 機 能  
本格正用磁石は一衛星総合試験の一環として行われる磁気バイアス測定及び残留磁気モーメン  

ト測定結果により・それらを補正する機能を有する永久磁石である。   

5．4．3 構 成   

補正用磁石は・永久磁石とホルダーより構成される。   
Ⅲ 永久磁石   
・使用材料  アルニコ5   

・外 形  ¢5×L％（L＝30．20．15正コ）  
（2】ホルダー  

・使用材料  A∠   

●外 形  20洩（L）×20％（W）×40％（H）   ．．   

5・4．4 性 能  
測定試験の結見下記滋石より選択され取付けられる。  
仙 磁気的性能  

・磁気モTメント 0・4ATrd・0・35ATid・O・3ATJd・D．25LATd．0．2ATEJ．  
0．15ATnf．0．1ATiJ，0．05ATrrt  

（2I機械的性能  

29る   



図 5．4－1補正用磁石外観屈に示す。  ・外形・寸法  

注1．本品を横体側に取付ける際は残留磁気モーメ  
ント補正用マグネット取付工事仕様雷GOし  
0一によること。  

2＿ ①又は㊥の選択については総合試験内の残留  
磁気モーメント試験時に技術の指示により決  
定される。  

図5．4－1 補正用磁石外観図  

25GW′個  
GCM；磁気センサ近傍パドル去面に設置  
RMM；スピン柚と垂直な面内に設置  

・壬   暮  
・配   正  
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1．概 要   
本装置は．第9号科学衛星（EXOS－C）に搭載され 衛星のスピン軸まわりの位相角制御  

を行う装置である。そのためのセンサとして，レート環分ジャイロが用いられ，またアクチュエ  
ータとしては．スキャソホイール（SWA／CLA）が用いられる。   
ホイール制御妾層（WCE）は；GYRから衛星の角度の変化分を示す信号を受け．それをカ  
ウンタに蓄積して位相データを得ている。その位相デ「タに基づきホイールの回転数をコントロ  
ールし株屋のスピン抽まわりの位相制御を行う。   
その他に．ホイールに実装されているスキャン型地球センサの出力（【R信号）．ホイールの  

基準信号（IP信号）のパルス幅．周期，位相差などを計測しご地上での衛星姿勢決定のためテ   
レメータデータとして出力する。   
更に外乱トルクの蓄積による位相制御誤差を少なくするため．またホイールの可制御範囲を逸  

脱しないようにするためアンローデイシダが必要であるが．そのための制御信号を作り，滋気姿  
勢制御装置（ACE）に出力している。   
本装置の運用モードは．下記の通りである．  
1．NORMAL モード  

ジャイロからの角度増分信号を使い，スピン軸まわりの位相制御を行う。通常このモード  
・－ ▼が設定される。  

■ ・i  
・11．∫  

2．RATE モード  

ジャイロからのアナログレート信号に基づいて衛星やデスパン制御を行う。このモードは．  
NORMALモードのBACK－UPとして使用する。  
3，TACHO－1モード 
WHEELの回転数を地上からのユ／0■コマンドで設定した億に●するタ   

4．TACHO－2 モード  
WHEELの回転数を2000rpmにする。  

2．各部機能   

ブロック図を図5．5－11こ示す。  
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ジャイロ信号処理郡では，ジャイロ（GYR）からの角度増分信号．その他タイミング信号から  
カウンタのクロック．UP／DOWN希Il御信号をつくる。また1／0コマンドにより設定されたド  
リフトレートに従って補正パルスを発生し．クロックとしてカウンタに入力する。カウンタには  
角度増分信号か蓄積され，その出力は衛星の位相角を示す。このカウンタは．1／0コマンドに  
より初期設定できる。カウンタ出力は．D／A変換器，補償器を通って，ジャイロのアナログレ  
ート信号と加算される。加算器の前のスイッチは．コマンドでON／OFFされ．制御モードを  
決定する。加算された信号は．更にホイール（SWA／CLA）からのアナログタコメータ信号  
と共に和算され．補償器を適ってホイール制御信号として．SWA／CLAに供給される。   
SWA／CLAから出力されるIP：lR信号については．その16コ分のIPパルス周汎16  

コ分の【Rパルス幅，又16コ分のIP／IRの立ち上がり時間を計測し．姿勢データとして地上  

へ伝送する。  

3．性能諸元  

1）GYR信号処理  

最大計測角逓眉  

パルスウェイト  

タイミング信号  

積分カウンタ  

初期血相 

ドリフト柿正  

アナログレート  

±0．44／±1．78rpm  
O．75／3．0品  
25．6kHz   

21bit（±218．4deg）  
16bil（24≦昆／biり  
0－0．747deg／H  
－217V・SeC／帽d  

2）位相角制御   

線 形 領 域  ±1．707deg  

G A I N  167．9V／rad   

3）姿勢計測  

計測ク ロック  65．536kHz   

計測データ長 16bil  

I P 周 期  0－62．5msec   

IPパルス嶋  0－62．5msec  

IP／Ⅰ只位相差  0－62．5msec  
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4，コマンド項目 テレメトリ項目  

1）コマンド項目  

WCE－ON（X5．Y3）  

ホイール制御墓眉の電源をONする。  

TACHO－Zモードを設定する。  

SWA／CLAに＋28V以外の電源を供給する。  

WCE－OF F（X5．Y4）  

ホイール制御法筐の電顔をOFFにする。  

ホイール R OTATION（X7．Y5）  

SWA／CLAに＋28Vを供給し．ホイールを起動する。  

ホイール／GY R STOP（X7，Y6）  

SWA／CLAの十28V電源をOF Fし．ホイールをSTOPさせる  

NO RMAL CONT（X5，Y5）  

ホイール制御モードをNORMAL MODEに設定する。  

RAT E CONT（X5，Y6）  

ホイール制御モードをRATE MODEに設定する。  

TACHO－J C〇NT（X7．Y3）  

ホイール制御モードをTACHO－1MODEに設定する。  

TAC HO－2 CONT（X7．Y4）  

ホイール制御モードをTACHO－2 h・10DEに設定する。  

WC E－WRIT E（X6．Y3）  

1／0コマンドをWCEに取り込む  

WC E－EX E C UT E  
l／0コマンドを実行する。  

DATAl  
データ ー1■ を1／0コマンドレジスタに書き込む。  

DATA O  
データ“0一 を1／0コマンドレジスタに若き込む。  

2）テレメトリ項日   

表5．5－1にWCEのテレメトリ項臼を示す○  

-2.98 
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5．形 状  

WCEの外観図を図5．5－2に示す。  

重量  2．4k9以下  

6．消費電力  

十12V   45mA以下  

－12V   40mA以下  
十15V  由omA以下（コマンド送信時）  

又，この他．下記の電源がWCEを通じてSWA／CLAに供給される。  

＋12V   92mA以下  

－12V   92mA以下  
十53V  6．2hA一以下  

＋28V  430mA以下（ホイール定常時）  

1．254以下（ホイール加減速時）  

匪  

l  

阻  
l‾     ‖  

リ円   
園5．5－2 ホイール制御去眉外観図  
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5．6．1 概 要   
本装置は・姿勢制御のアクチュエータとしてACEからの信号に鱒ってトルクを発生し．また  

姿勢検出装置として，地球水平線を検出するための装置である。  

5．6．2 構 成   
本装置は．SWA，CLAの2つの部分より構成される。  

SWAの本体は誘導モータで内部に赤外線検出器を持つ。また背面には赤外線検出器からの信号  
を増幅するためのプリアンプを持つ。  

CLAはSWAを駆動する2相の交流電流を発生するMD部とプリアンプからの信号を処理し．  
姿勢検出に利用できる信号（t P及びIRパルス）に変換するSP郡より構成される。（図5．6   
－1参照）  

5．6．3 機 能   
本装置は．機能の面でも2つの部分に別けられる．  
1つは，姿勢制卸こ利用されるモーメンタム・ホイールとしての機能でACEから出力される  

ホイール制卸信号に従って制御トルクを発生する。   
他の1つは．姿勢決定に利用されるコニカル・スキャナとしての機能である。検出された地球  

赤外線はIRJ＜ルスの形IC整形され・・位相基準と写るIPパルスと共にACEの方へ出力される。  

5．6．4 性 能   

本装置の主要性能虐以下に示す。  
11）根城的性能  

SWA  
重 畳  9．98 k9  
ロータ部慣性モーメント  0．088紬山  

口一夕部回転数  2000±300RPH  
事稜角運動昆（2000RPM）  18．43Nms  

古口1   



45 V MON 
MOTOR VOL丁  
目OTCR TEMP．  

図5．6－1 スキ▼ヤンホイールブロック図  

最大発生トルク  
C L A  
重 畳  
寸法，外観は図2．1．9－2．3参照  

【21電気的性能  
電 力  十53V  

±30Z－in ＿  

1．15k8  

0，2W  

十28V 加速時  35 W  
正常時  12 W  

O．2W  
O．2W  

＋12V   

－12V  

（3〉 光学的性能  
スキャンコーン半頂角  
瞬時視野  

450  
20×20  

502   



国
表
式
V
≧
S
 
N
－
一
ゆ
．
山
国
 
 

d
∑
＜
山
∝
d
 
 

505   



国
讃
式
く
J
U
 
m
－
一
り
．
S
函
 
 
 



5． 7  Y（）－Y（）  

」ニ  杉  

Eメ、OS－Clこあっ71ま、ASTRO－B乙后卜減りYo－Yoノ水朴ノ  
ら小て・ノヨ■ このYo－Yo－3、ASTRO－ちゼ初め7朋Lた．tのブ，マスの  

組敷泉i二重奈とし、私ん机赦せて、，3．才1臥丸底回ほす。  

11仰り｝  

牙1屈 EXOS－C Yo－1／0 外敵屈  

Yo一、r／○ マス咤組、A5丁に0－∧あよぴASTRO－ち纏喩  
如射た∫t与＼し絹餌丸★略てえ定Lキ・。止下KEXOS－Cl・0－Yo  

★「YO－Yoの∴毒物糾∴ SESイ山一冒3－004一 上あ  

古口5   



のパラメータえ示す。  

粛軌スピン教山。（rpM）二  
％－＼㍍佃灸スピン臥巧 いpm）  
スピコ舶序 吼ご鴫ル。  
鶴星舶モーメントⅠ（聖・川・Sり：   2．さ？7  

衛星泉舞子灸 R（肌）：  0．斗号）  
ワイヤー敗1（机）：  8．ヰ㍍  
ターンJく7フ′レまブのワイヤー息 止もし爪）： 冒．040  
ワイヤー亘骨 囁〔∂r）：  

クーーノバ、7フほセ旬（∂で）ニ  
ワイヤーのヤフプ孝（kき′〔仰1）  

ワイヤー通達 〔椚m）：  

十∴・；二．  

ら．0  
5．5メが  

仁5苛0  

こトら．のパラノータ抑て得弼マス豆骨孤・よ ′ププ．ヱJg芦点占。  

EXoS－CKあtフても、ASTRO－B乙巨像、YO－Yo・マスり麺  
舷如甚左劇之寸3た舶J」一ス・そニダ雇う左F卜1隠す∂．矛ヱ臥啓形象の  
リリ一ス・己ユダ名号え矛寸．  

ヰ．ムⅤ－－－－－－－－－－－り  ヰ．‘マ ーーーーーーーー  
3．0V 一－－－－－－  

l．ヨ5V －一－   
DY 一一－  0V ＿＿＿  

† ≠1ふ三  
嶋－％1脊瓜  
紘払  

（I）％－ち1が私Jて如乱した抱合  

†  
、†♭Ybヱ  
姐阻  

αト≠一泡2メで見K艶瓜仏教  

オ空包 リリ一ス■モニタ信う   

椒マス皇せ舵・く酎 ワイヤー醜郎ウイヤ細く舶宣J♂■〟匂＝   
ワイヤーA鼠メよ∫び札（ターンバックル野j盲よ．ヰ脚）仰げ3乙レて   

計尊王朽，た．  

上杉．え㊨、豆立β貌  
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9．  冨十  寺員11  

9． 1  rI  Iく  

1．晩冬   
葛†与布予庁ほとょ＝－いこ捨葦1ま横領†明後登（HKトl，均i咽りるまい  

温良†■を凍電且っ■録′やも，1た軋鵬・こあーいて・1島良官漁っ軌で絶叫り天態†i  
r■モモご・クマ∋．   

HK▼トiィi′レ汝・‡‘4ナ†舞ル‥ヱナ†i′レつヱよ如†あソ，含主丁9‘JTネ  
ルt・l‥勺決・事象局Tl．え，脅漁よ＝え，P上一た上1．卓、＝小・琴丘や丘r古泉兄阜  
－：1・えイ1・＝汁†・互て一あツ′エ点如■句一っ直射こ釣れう九こいき．   

塁阜り判定lニ■l白受注局tンサl鳴いて、、i．   

HK一千7・7，i－タ封，句境足包材，7■■コーダ辞．頭l絹舞‥イモ官丘印り温  
床こせヽていl．  

H宮→‥入力Lた†与う・iアーチ鼻夕鳥目′貞寅し．呑付入カレTルt合わtさ．デコ一夕  
朝t■・lPPU－5‥，コ・ンI・－′レ付ル17いt と脅・JHK呵折っコントロー勅＝レ  
lいトl－・i．切綬も亀討て・li亨‘ユー9’射がlゥ】シID－ル吊ル‡l‾■一己丁呈飼  
いた7ナロワ1イフナt頒ぺ切り雪iて？い貞8っ生田デー，と旦列デ・7に貴療し  
い・りr′Hぺつ一トダ〟lし〝†r・こ労が爪て、tltめ，7し一ムワ節季王‘◆チ  
ヤトレ√〟JJり‾－，・こ，ほ一手とJ上手▼，′レ（〟†r）り‾一タ・＝り戎⊥′周一  
qうインにLい、～．∫昏中き戸l・ti′ごつデ・ヲー‥l叫・れり一幸か二号，た■＝アスt  
明い門主＝ヘリゾIt－増巾＝＝Uに旦サムしぃ、ゝ・皇宮丘析でl一息如ニ7句  
つ昏戎あ・1V・、・〈7え用りを導にりき中産化しt官斤星作，tいさ．  

2堵侃  

丘 分  品 ろ  教皇  穐ち  屡峰  頚触利星置  ■    膿丸帯  温点マンア  lr  白色ヤシT   脅ぇtンサ  7  ．茄ゑ応札  甘晶ふ  乏†乳濁つ算フグ  J  
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土12V．十5▼ ＋15V  

ON／OFF，   

図I HKブロック図  

3．性能．  

3．1 電気的性能  

3．1．1 電圧測定系  

（1）卿 定 範 囲 ： 測定項目参照  

（2）測 定 方 法： 抵抗分圧  

（3）出力電圧精度 ： 23℃士2℃ において  

0V ： ±0．0 6V  

3V ： 士0．0 9V  

（4）検 出 

（電源系のみ）  

3．1．2 温度測定系  

（1）測 定 軍医 囲 ： 測定項目表参照  

（2）t 測 定 方 法： 白金温度セソサによる  

（3）検  出  器： Qn516PT 50Jl士1≠（20℃）  

（4）検出笹感度： TL O．38mV土0．1¢／℃  

TH O，24mV土0．1¢／℃  

（5）出力電圧構牒 ：■ 23■c士2℃において  

O V ： 士0．0 6V  

3V ： 士0．0 9V  
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3．1．3 絵  合  

（1）周 波 数 特 性  

（2）出力電圧温度「リフト  

（3）出力電圧瑳時ドリフト  

（4）出力インピーダンス  

（5）コソトロー／レむレス電圧  

DC～200Hz（士1d8）増幅部  
＿30－＋60℃において士30mV以内  
300時間のラソニソグテスト中におけるドリフリま  

士10mV以内   

100∫l以下   

－1■、2．0、5．5V   

u o’ 0．9－ OV  

（6）コソトロールバルス受けイソビータソス ：  

t－1’ 5Mn以上（4．5V）  

t■0” 5Mn以上（0．2V）  

（7）出力立上り時間遅れ：10q〟S 以下  

（8）コマ∵／ド′りレス電圧：10、17V 

（9）⊃マンド受けインピーダンス ：  

HK－ON  250Jl士10≠  

HK－OFF 250n士10す  
¢q 較 正 電  圧：  

（ 
（23士2℃）   

（－30→＋60●c）  
CAL－A  

C  

CAL－－B  

D  

2．5V±1≠ （23士2℃）   

2，5V士3≠（－30－＋60℃）  
8カ 入力電圧，消費電流  ： 十12V士4¢ 10mA 以下  

＋ 5v士5≠ 140mA 以下  

－12V士4≠  30mA 以下   

： flK－ON  

HK－OFF   

： な し  

190±2×162士2×75±1（奴）   
（コネクタ・ビスを除く）   

1，800タ 以下   

A5（）52P   

EPICO 2000 禁色半つや塗装又は金ノブキ  

国 外 部 操  作  

（（：N）  

的 7 ソ サ 信 号   

3．2 故摂的性能  

（l）外 形 寸 法：  

（2）重  

（3）ケ ー ス 材 質   

（4）ケース表面処理  
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W古  －1Kナγネル庖珍  

CJ旭  ∫貝 田  レ ン ジ■   測定内容   仇仏  項 匂  しンシ   判定内容   
ク  r月と一月  けF－C′qL   j～  T」－／9  ー∫∂～ナ？ロと   Lノ1S冴え各   
口  亡月∠－β  35   ～ロ  ⊥月5ナヨツ／＼○   

2  亡5－～gP  ∂へナj∫Ⅴ   ナ？ぎア出む亀圧   3ヰ   ～J  月川オゾン乞ニウ   
5  FS－／∫P  ∂一－．■Z∂ワ   イ／jワ  3∫   ～Z  勅甘叩九セニサ   
乎  E5－ノ？P  0へイ／∫ワ   J／～ア  3占   25  とSPL亡亡ニウ   

古  F5－∫P  ∂■－ナ7∫ア   ナゴア  3■つ   ～・4  王5P†1EEンり   

占  E5－／～〟  ク■、－／～Ⅴ   一／～ア  5ぎ・   之◆J  EJPHJt．ニけ   
？  EP－P  ∂～ナjoV   βU占駈   きっ  TH－J  一ノゞク～ナノ∫0乞   占〟〃丁二どケース   
牙  βAT－7  クへイJ8F   朗丁乾圧   午d   ～  85月S屯ニウ   
？  rc－P  ク▲～ナ計月   βC虚；か電米．   享／   ■ 5  年月Sセニケ   

／β  4～   ♀  
／／  ∫∠－P  一メへ十ム月   朗r細マ洩   43   ∫  ／廿ルI泉萄   

d  ／〈トルJ買春   ノ～  Pbsβエ月古     エ瑚托ぶ．既婚監圧   4年  
lノ5  C〃併晰〃0〟工  丁凡qナヨワ／托二夕   ¢∫   7  上部パネル吋畠’   
／4  ・ノTL －J  D斤ケース・   4ム   訝  七郎与几7エ即   
／∫   ～  5〟∧ケース   47   9  下軸三Ⅰルフ上皇F   

′占   ヨ  －∫0～ナ7β●c   C〟トバナーヌ   4訝   ′∂  下部ノ指ル何階   
／つ   4  ⊂〟F－βケース   4？   ／J  スラスlもづや詳勾留   

ノぎ   ∫  8月T亡ノレ   ∫ク   ／～  カヱ鵬つ下部醐   
／9   占  β月．丁でル■   ∫／   ノ5  鹿部申レ内側   
～ク   7  β占尺ケース   ∫～   ／‾4  刷新れ朗肇桝   
～／   g  丁〃£ケース   ∫j   ソ∫  ＠上野呵憬l   

～Z   9  LC吉ケース   ∫孝   ／ム  伊嘲醇   
～j   ／∂  6Y尺モーウ】   ∫∫   J．1  ㊤1噌桝l   

育γ斤モータZ   ∫ム   ／》 釦部帥   
〃〟〃ケース   ∫7   ／9  紳酵   

Zヰ  ／／  ∫き   ～∂  ◎碑巧呵   
Z7・   ／4  βP〟ケース   ∫9   ～／  ＠丁執鞭   

～矛   ／∫  〟8－J  ∠○  丁⊥－？占  一j♂－ナ7（7℃   LOレーJ∧イ′タル   

～9   ′ 占  βレアヱニケ   ‘J   ～1  い汀一之 
J？  〃亡P－どケース   ‘～   Zg  1叩－j 

J ／含  エRAセ⊥サ   ムj   ～9   ⊥叩一年．J   
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〟qF  HKチアネル軌分  

〔百．岨  頬  白   レ：′ シ   判定 内各   
0  C月∠ 一C  
ロ  ⊂月1－ ∂  
～  LE一トノア  ESPほ一H∇電圧   
ゴ  〃三－h＝7  HE－〃Ⅴ宅丘   
4  HエーHア  けトHV琶丘   
5  ∠亡－βJβ5  上戸一缶川β電圧   
占  〃仁一（亡／イ  〃戸・亡計†人蠍   
っ  D仔rVf仔一月r  PP5珊川印一月尼圧   
才   AZ  月コ電圧   
ケ   8J  風音丘   

／0   β～  l β．電圧   
／ノ  TL■一 3 0  一∫0～ナ7びOc   P⊥RrJLT∈仔   
／～   5／  lpr仁一A〃P   
／j  3 ～  PPSリ仁0   
／4   3 5  拘岬叶・月〃P   

ノ ∫   j4  PrピーA〃P－J   

／占   3j  Pre一月〃P z   

／7   3 ム  1ク争月〃P   

／β   37 々EG一丁   

ノ 9   3訝  β左す一Z   

Z ∂   5 9  斤Ea－5   
Z／   4．ロ  仔∈今－4   

ZZ   4J  〃∈エ ア「．一月〃P   
～5  TH－ Z Z  －Z5（ナノ旧℃   8C／づ亡ルZ   
～4   Z5  lで′し5   

～5  z4  l モル占   

Z 占   Z∫  ー止ク′、十血℃   Pf5月〟r一月I   
Z7   Z‘  月ル丁一月～   

Z夢   Zつ  A〟丁一βl   

～9   Z訝  4〟丁・8～   

3 0   Z？  5HNトRZ   
3／   3 0  戸β〃亡ニシ‾   
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A   

件名：EXOS－C衛星用計測装置（ACC）  
1。概  要   
空間に固定されたある軸に射しスピン軸がある一定の角度陀保ってその軸の回りを回  

る運動をプリセッション運動といい（図1）角度8をプリセッション角という。   

衛星とM3AモータかM22モータから切離された時、このプリセッション連動を起こ  
すことがある。  

プリセッション角がある倍以上になるとM3Aモータに点火しても衛星軌道にのらず地上  

に落下する可能性があり保安上問題がある。   

また、打上時に衛星が通過する縦加速度・横加速度や振動などの計測も衛星の環境を知  

る上で重要なことである。   

EXOSJC衛星に搭載されるACCはこれらのプリセッション角を測定するYSA．  
累加速度のⅩSA・横加鱒度のYd・Zd．スピン周期のSP，振動加速度のV2の計測項  
目からなっている。  

図1 プリセッション運動  

中‖   



1）YSAは機軸方向に向いた加速度検出器を重心から離れた位置に配置し、プリセッ  

ションによる加速度の変化を検出しようとするものである。YSAは検出器，増幅  

部より構成される。加速度検出器で検出した縦加速度を増幅回路で増幅した後DP  

に送られる。  

コマンドにより増幅部を校正することが出来る。   

2）ⅩSAは勧加速度出力を増幅部を通して出力している。・  

この出力はチャンネル切換部により、衛星切離しまでⅩSAの出力をDPに送り切り  

離し後S Pの出力をDPに送るようになっている。  

3）Y。・Z。は検出部増幅部より構成され、その出力ほ■sDコネクタを通ってB2－一P   

L部のテレメナタに送られている。．・  

S PはZ。の出力を利用してスピン周期を測定するもので暖衝増幅部を通った後Ⅹ  
SAとチャンネル切換される。   

4〉 V2は検出器と増幅部で構成され、その出力はSDコネクタを通ってB2－PLにお   

くられる。B2－PLからのCAL信号により増幅部の校正が可能である。   

5）この他、電源のON／OFF，センサヘ安定した電源を供給する安定化電源からな  

る電源部がある。  

なお、電源系はACC－1とACC－2に分かれており、B2－PLのテレメーク   
に送られるY。．V2およぴZ。の一部がACC－2系となっている。これはACC－  

2でONされ、ACC－OFFまたはACC－ChangeでOFFし、出力瑞垣絡事故  

等を防いでいる。  

又、それぞれの増幅部はDPからの信号により校正を行うことが可能です。  
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2．構  成  

区  分   品  名  数 屋  備  考  

本  体   A  C  C  

Y  S  A  官  給  品  

Ⅹ  S  A  官  給  品  

検 出 器  Y4  1  官  給  品  

Z4   官  給  品  

V2   官  給  品  

計装ケ十プル  1式  

付 属 ■品  

計装用コネクタ  口  

図2にフロック図を示す  

41る   
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3．構  成   

3．1 電気的性能  

3．1．1  YS A  

（1）測 定 範 囲  

（2）測 定 精 度  

（3）周 波 数 特 性  

（4）検  出  器  

（5）検 出 器 感 度  

M3A＋SA O．2～15度  
SA  O．3～ 8度   

±10％   

DC～16Hz±30％（一3db）   

QA140 0   

1．3mA／G  

（6）検 出 器不 正 感度： 0．2％   

3．1．2  XS A  

（1）測 定 範 囲   

（2）測 定 精 度   

（3）周 波 数 特 性：   

（4）定格 出 力 電圧 ：   

（5）出力インピーダンス：   

（6）校 正 出 力 電圧   

（7）出力電圧温度ドリフト：   

（8）出力電圧経時ドリフト：   

（9）検  出  器 ニ  

－5～十2 0G   

±3％FS   

DC～200Hz（一0．5db以内）   

5V±1％   

100日以下   

5V±1％   

±200mV（－10～＋5・00c）以内   

±50mV以内   

4－202－00 01 ±2 0G  

3．1．3  Y。Z。   

（1）測 定 範 囲   

（2）測 定 精 度   

（3）周 波 数 特 性：   

（4）定格 出力 電圧   

（5）出力インピーダンス：   

（6）校正 出 力 電圧   

（7）出力電圧温度ドリフト：   

（8）出力電圧経時ドリフト：  

ー5～十5G   

±3％FS   

DC～120Hz（L O．5db以内）   

5V±1％   

100倉以下   

5V±1％   

±200mV（－10～＋50℃）以内   

±50mV以内  
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4－202－0001 ±20G  
＋25％  

1mV／／／G －10％（印加電圧5V，出力開放）   

1％   

3 5 0Q±10％  

（9〉 検  出  器：   

（10）検 出 器 感 度：   

（11）検 出 器不 正 感度：   

（12）検 出 器 抵 抗：  

3，1．4   PS   

（1）測 定 範 囲   

（2）測 定 精 度   

（3）周 波 数 特 性：   

（4）定格 出 力 電圧   

（5）出力インピーダンス：   

（6）校正 出 力 電 圧 ：   

（7）出力電圧温度ドリフト：  

＝＝ 出力電圧経時ドリフト：   

（9〉 検  出  器：  

0－2．511z   

±3％F S   

DC～120Hz（一0．5db以内）   

5V±1％   

10 0Q   

5V±1％   

±200mV以内   

±50．mV以内   

Z。の出力を利用  

3．1．5   

（1）測 定 範 囲   

（2）測 定 精 度   

（3）周 波 数 特 性：   

（4）二定格 出 力 レ ベル：   

（5）出力インピーダンス：   

（6）校正 出 力 レ ベル：   

（7）出力電圧温度ドリフト：   

（8）出力電圧経時ドリフト：   

（9）歪  率 ニ   

（10）増幅 器人 力 抵抗：   

（11）検  盟  器：   

（12）検 出 器 感 度：  

2 0G   

±3％FS   

100～3000Hz（－0．5db以内）   

Odbm   

200日以下   

Odb爪   

±0．5db以内   

±0．5db以内   

一40db以下（Odbm lKHz）   

1000MQ±10％   
2220C   

2．7PC／G（NOM）  
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3．2 インターフェイス  

（1）人力 電圧・電流： ＋12V 90mA以下  
－12V 18mA以下   
＋ 5V 50打IA以下   
ACCl ON  （CM）   

ACC2 0N  （CM）   

ACC OF F  （CM）   

ACC CHANGE（CM）   
CAL  （DP）   

ACCl ON  （5V）   

3ビット  

（2）外 部 操 作  

（3〉 ア  ン  サ   

（4） A C C モ ー ド  

3．3機械的性能 

（1）外  形  寸  法：本体  つ            190 2×162 2×75 2  

YSA  35．7×35．7×27．6  

ⅩSA  25．6×25．6×26．34  

Yい Z．  36  ×45  ×32．3  

V2  16．3×13．2  

（ビス，コネクタ，ケーブルを除く）  

（2）重  量：本体  1．49  

YSA  150g  
XSA  85g  
Y。，Z。   150g（1コ）  

V2  2g  
接続ケーブル 320g  

（3）ケ ー ス 材 質：本体  A5052  
Yい Z．L．アングル A5052  

（4）ケース裏面処理＝ 本体エビコ2000男色半つや塗装  
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科  学  観  尋員り  機  器   

」  
岬∴「  

、 」  ＿1り－＿1  

I R  ．∠＼＿  

立教大  竃交  野   

1．日田  
扇敵部げう中国圏にげ口ての急雷勧～田山【こ誘一つ昌工象丁ゾン恵存E良  

い韓恵・轟邑にわ巳り留割下昌ここ色白釣こちさ．  
し1∩佗るオゾン鮎士夜勤しど己ぬリコしⅠ吐己鰍鮎ら儲巧言甜モに伝11  

近日のS訂准ウフゆつし了ンロフき宰堰こした才ゾン蔭虎魚渦への訃工の轟きりこ  
しモに．鼻血℡白子一つこ伝っこきこ、、昌．五つの訂如ちさ乱臣店このオリ‾ン直の  
召ぐ上魯甘ろ笥0♭、きでにあたり．了ゾンのf哀切勢佗掛か畳も5わF。ていき碍威  
てあゐ．工訂啓上ヴうゝ釘73工掛芝ふ才ゾンに喧収コれ士気のⅧ蟄伊まこ■リ．  
その鳥嬰50k叫こ蓋罷のピーつ灯生じ応愚直頭韻コれ島屋画こ伝っこ＝畠．さた．  
このこさに脅たエネ■しズーゆうみ出コれた盛衰詩与ちど伊頭上亀土気中の専如化  
替虚萱の桑こ伝って、－るのて」才ゾン眉町琵中菅工員E顔失す畠5豆七食J重言め鳥  
取烏でゐさ・モの仮の如こしてqムpM訂釘¢OHr豆老訂訊こよま士気£軒作鉛も  
垂専f看き．   

2．方正   
士気1ゾン（∂工房斐）し岩E凪ロし嘘集会与び練序ぅに壷重電∂．濾胞顔面窃の  
ど一つ6芳Ohmふさんにめっこ．210～310nmの老に訂して応虔をαコー1で  
02（也冒）ヴつくうれ∂・  

03＋ hリ（210まゝ≦∋lOnMl→qぐ△昌）十○（1D）  

創芸にでさる○（b）も礪己経てQ（毎）に鮎c毒舌5れる・うされたq（相  
応02この締で工ネ【レキー邑喚う吐外机訂pれ覚与邑杜し領恕f乱頚行ち  
昌（闇中屈わ嘲・軋アドれ訂釘の2ツ拍T）・如lるこの1プ7ドれ空電モ卦  
良しこモこのオゾン企厚さ脅昌青息∈臥－き．匂古．中協凰界面ふ土んの忌序で侶．  
上て功ハた亀鑑桑の缶（一句旭卦に方鹿と％2佃の執釦旺持つ⊂ろ化さqぐエ）  
汀q（毎）己うあ出ち払寧伊賢母で沌く島り．その卓也屋王で8オゾン監帝のEの  
こ信膚菅⊂亀畠．  
衛紬鮎う∬珠指外径已フキャンして1・㌘p巾と鮎卦銅托肪■丞嘲丁畠  
急昏での1・アドMセ瑠の帥ごったもの㌻脅さ札8。金中の吟唱こ独奏の山¶咤  
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工寓妄偏向．遼昏虐豆書静lこ厨⇒石島そデーレナ最Gこ■色考直して．モ化で几の虜析急  
直で射・㍗ドm増毛£¢さここに色畠伊．モの手鼻き房造昏て的、1。たれ′古  
館壬魯畠伊嘘よリートさ、、こき盾岩化昏平面でCワ且亘まら助′顕缶の厄金をこじ  
〉小山す．畠高桑ぞ功＼ムl。噌伽i雷；On rd陀8脚哲男に厨うれさ。  

‖－ ㌧電チ ー■ng川   

3．宴冨  
1・のドm絹碧僅t∂ネβ一  

合窒息ビ行う．諺墓跡さ左む  
の占うに伝って、－き。■3二灯の  

轟でき思已曲げ去れモゝ射ど  

－a打知1（ゝ。主1・冥途r′Aヽこ  
20Y－れ′Ti繁雄）でぢ墾コれ  

レンで（口．0イ旬佃．塵餅  
qo％）孟忘徳．垂卓詠一こ杏が  
れた托S広明γ〔旦董コれ昌。  
チヨ、′ピンフ、【き4rニシナオーつ  

（14qlj）亀隔い′功一つげう  

の蟄腫節碗乏のた動にFl十打2  

E托S巳つ才つ臥こ配置して  

いき・∞21叫叫劃帥こし  
て．Geじア（T？．亨．f・知叫  
を居辛恥可つ丁一つ（2座）  

E眈r3（入。＝一4・qド叫′ふ；  
？・02ド軸ノT；75％）サー三2∂  

？レで℃う伝さ擾よ貫きSけて、、き。   
往6アレイ店託秦i′  

Electronlcs  

サー三フpアしで伯4阜与ゼ ま  

烏㌫コれていて飢c愛顧  

6辟簾き層ふた肋に長与  

サイア招いすれモ0．1x  

o．1M㌔であき。こ吼白  
文或士風承膏£辟挺㌻  

3へノ曾♭に】自主て昌。  The「m】stor  
Bo10meter   
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4．画記泉   
ブロッフフィずつラ乙患丁巨）の占うに伝＞て．、、畠。  

1．エロA D△Tハ（困ら4～ワ1） 2＿l帥 STβTUS（囚q9）  

（i）Fか仙 い～隕～吋？．（－ニー）山ql扇¢，（＞）駄＋▼如IソL（叫）仁一a山；こ）F－C  

5．コマンド   
a．リアlしっつンド   
1G〉N：昏廓jひHV（刈   
1PF ：  0拝   

1eHP：各氏昏喪プリbト   
tG〉Hロご各た昏黍プリもし州－フ   

te叫Pこミラー斬†巨モ補患わ信号で行うモード   
1仔何丁：  サミつさ ′．   

1RいUニミうーフもン着払奄監 Up hrCde   
leMOニ  ℃臥）n Mde   

b．†0 コつンド   
10］つンドの香庵¢二P／ヾ－ゾに寺づC5こ〕て竃畠。  
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托S9呈L鼠信L‥ミうー（の郎忘出す如一に£豆てき鮎恕鳩陪直  

弘S冊虚し誠L：  罷ぶでbレドlレ（G伽l。ぁて如き）  
≠帥、領収札：  ≠ミ2与出力晦亀  

恥Sぬ   ‥帖触叫tカ療  

≠e伸助これ  ニケ三っ写・・  

筏♭拍俊→印㌢）：ミ；－帥郎㌻出て甘う毎絆に巨塔甘さきとに古く宛細姻  

鎚桓∋師虐）こミラー伊醸してこ九大プに払良縁．むわ偏頗酎怒髄きtb痘愉  
粧wJ恥S ニミ5一勧聯モ貼むb魯で下す亡きに軌、畠払S教－  
れ町j≠er”こ  ち サミ蚕・・  サミ2；叡  

‰㌍G巾d ：偲㊥瘡悪釘曳の価静富も垣喰／自あご・斤5飼  
いJW〔如鵬l■ ミS一偏止摘自あ恥憾）  

6．言」9フ才一マ・ソト．   
W（4～Nワl慮び■Nq2を性向し托Sこワ一三フ∂のむn㊨l∂4フレムで食草つこ  

伝）て、1き。デー9こt荊1可えの・東金6Hk■垣乱吉山畝⑦Bα－83（4フレムで値）  
モの佗のHK．万√タフ噂臥苫叫qワ（8フレムで1題）に酷蓋した．e卵・；鱒）  

以上  

担∃ 正恵ナ苧・瑠町軍定常・山方膚㌢蘭口俊之  
た更辱与（粧）一 ≡唇芝g（群）  
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I3  l．r   ヽr  1 r）． ：⊇  

†串iキミ［妄Ⅰ大   

上束顆の叔牽   

本来験JこみL・て舶星に穆乾さ爪た介史々庖計一二より、骨タトたのスペ7トルを終るこ  

と亀田的としていろ．この常タトた（波長1rOO～うち00Å）Iよ．木場鍬£ク（、祀戎の大  
嵐中に入射し、大泉分子に√り赦乱丁れたものでlある．人乳中て・離れご耽ろ過渡で、  
オブ／Jこより．この波長域の官タト尤は項脱色貴けろ．この偵収毒力、らオゾンの虐巷を  
〃千々う．  

顧恥、ら中閻軌乞ウサて得各するオソいン鹿川，′毒婦六ゑの熱直のうえて愛車な  
庖軌を 
うえグらも密曹な如才があろ．本脚悌艶軌・て地球直垂Jこ譲って．長軸研才ゾ・ン  
盾の宏幸も行なうことJ言・MAP計庭厄祈。．て′7の観象とな「てl・る．   

え．絶糾変王の猟専  
短剣躾鼠のサロシフ屈／才劇ユ・こ示す温りで訪う．敬象應虻スペワトJしモ烙舌尤夕帝  

L、ダークー卵管も行行う密友好にか丁ら九ろ．   

之．仁た卵P   
た母野のヰ・疋色甘すものは、  

回柵‡命t昏であ葛．七夕  
坪のレイアウトけ固1lこ示す．  

入射たけ凹面回所得｝Jニょり  

舟たこれ、鹿島あ上■て箱玖ミ  
れち．ニの焦点面上之出口ス  
・ト′トが乞一夕一丁ニ√り幼生  

超勤レ三及長痴引t行なうよ  

うノこ有っていろ。   
介たごれた督チト紀／舐忽i  

摺倍増（（s一Te£虐句）ノニよ  

っ密丸こ垂線さ吠、庵泉的然  

程が行乃われろ。管外だのス  

シ▼7クー  ■ ■ ■  

凪1．  
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パフトル乞判定†るのと岡碑に．千孝フィルタ一と光亀管り、らなる．フォトアークー  
で巧柁蝕したの判定専行なう。介た藤久び■7才＝一夕ーの盟ヴ的性能モ下－こ京子．  

命た診   フォトメーター   

画梢‡ほ00年んれ   中仙、波長 4I10Å   
サイズ っ0－－xヰ♂巾   ／†ソド疇 lつOA   
介敢   曾0Åん椚   灸た面積 ‘佃ヰ   
スリット鴨叫椚…0什   裾野／   食卓上が   

権男 100xlヰ■  （組乙軸方向）  

（街邑乙囲方句：鴻と玖村才句）  

I重 ユ．   

ヱ・2・雇え申   

介た払のラ良知郎JJこ迫って．あらゲじパ舎建k小た戎長】萄の鰍尤の強度セユすら  
かこ頻って剰ぇする。ニの翻与ら0ロ仰Sでケ／プリンクてれ、滝号相月／b垂線（  
11ビャト）TJt．メもソード護さこまれろ。絡うんたチ」ラーJまム4フレーム今き  
軌、て・接漣てれう．ニれ／THビットレートで9秒′Lビットし一トでち1砂かかる。  

剖蜜の久山ー7。ナ■トもよくす石ため、メモリーモユ閻古ち、／低のメ己リーからヂ」  

ターもPPUド鞄邑中ド・†う／個のメ乙り一J⊂制定ヂ」ヲーモ泰子Lむようほ待っ  
ている。  
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2、ち．キャリ7・レショソ・ンステム   

新星の億軸申／＝・痺星上で分光麓のヰり7・し－γプノができうよう、小変水銀拡  
庵官及びその顔傲置が装痴‡｛てし－る。酌量打う上′r吟のシ，J′7′二り稚患の  
アライノメ／h凍って毛、水戯のスペ7ト／しラケ／乞者捜すること√ニ√リ、分光器  
の級長蕨正がで亨る。ニの光源′J遽簸たでl了ないが、良庵時のた隻J甘奇定Lてl・うの  
そ・夜出港の感度め経年女化乞ライン了及急にか、て今エシフすうこじがで・きる㌧華ヤ  
リ7tし一γ亨／の仁一ドJニみらと／ぐシフ／し下訊こあちラウγクーか粛じ、そり東面IZ  
ミラーが奴りっりて粛り、それこより水銀橙の暑が入口スリット1ニ尊入て叶ちよぅノこ  
乃っている．  

ち．ゴマンド  
コマンド名称  徴亀   コマソド烏称 頓服   

Bリソ八ト   宿源及び・HVOトJ   βこH山   校正軋も及産婦ON   
〃？拝  

帝   

βUVF  βVHP あ医密帝チリ色ソト  ′′リ・トス  
βCHP・赦正風右岸密塘7リや′ト   

互・頚骨軌  
毒舌こ上」 ぅ職りDゼ†（棉）  定帝観利〔明A） キャリフーし一シaソ（研A）  

十㌻v  7、ヨ  

十IZV  Il才  

一】ユ＞  J4占   

㌻．垂食、4．「鴇   

らt捏申  

装置ノニ／召溝唇‡増焙智偶のあ医（－¢．拍．佃），・た飯許偏瑠周右足〔8．ヱ鈷Ⅴ）も硬倒  
して＝ろので、ニ人らの階締D八Jほ市ち上ゲ後．節つ過凋包子姐Lてし、う。その旛′訂  
日経均こ絶剰を行なう。定常慮卯用／週間／好終夜キャリでし′ちつンと行乃れ  
ヲ最長・戒出離及の称号ク守ねう。  

東大理ず卯 ′J叫如払．岩上恩給  
頑強剋八才頭卵戸炭不虜久  

穐屠密プ′神如た路  
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ユ ー）．：∋   一 入  L A  

し＿▼＿＿▼＿＿▼＿  一山一一－－  ＿名 二大：  

欄軌餌、方法   
露周囲工7ロゾル釘がオゾンーてよる芥観の唆収勃・罪モ刹倒して．由名句孝垂飾  
毛朗／れの磨滅命声酔邑で金地魂雛測定すろユとバニの勧匪疫β郎9であち。風  
刺－1疲蜘（えさい日放餌、日戎碕仁術わ八尾∴のグロー′ヾ1レ存もナタリングドふフ  

て御。潮時で噂誘け珠下司卑病で漢音一   
〃箪7ロ、ノ・ル・オゾン姻掛凍し人伺連動ボ劇関都努色虔者的・て飾萌す署。   
ユ）大人の献ヤ碑勧机、匂だ卑のレl－う軋Kよろこ八らの均質の奄勧i錮へt弓 
嫁い敵機繊毛かヾ一し、解長卵伽わk言御世千rりユと・て川一丈名人   
廟穫lキ‡召物愛敬も瑚ら打て巧言。   
頗パあし、碕の尭の季披Ⅰ。（この醜勿誘堰け瑳いじ彩7よいノヒ、  

無紋碩釦ヾ9¢○越え、芥枇クく域外線モ地上k嫡乾板1濾過して礪雀′く星鰻．  
し耕払親射しりしd化から・ニの勧ゝク嫁路傍伝っ良人気の老彦自損で「仲）べ  
賭られろクト〔仙1消ぇ庖教β〔い乍この老路祓フて薇飢仁僧であち♪、ら，沈子  
含向■く功一巧触ク碑宰卿山プHk）か、ら連脅換す3ニと村里榊九由  
ることバでそ与。  
ズ、超剃磯路   
可曳彦象触感夢官   

却産風音／β√≠れ〔オナ7即りノ眈（ェ7年ゾ′レ射のヱi磨猿で木像細線  
如測如るト如之恒ンえ心機担計であ各bニ1一「ラルアイルターノラ琴   
アルク一をあて与略感老色f～〃仰Lれンズ、7叙し、ス朗そ焦点面′て   
む介れk仁CDイメージセンサームて摩像マヤ与。ユβ仁已β重用い′彷瘍嫁卓．紳   
ノ埠】し、乳∂軸受刻直す言。已仁クけワ一了ヰTイ′レド女♂ヲわ〔〃ズゲP㌢  
〔〃）孔象如鋳っユ戎えのね色研い写。密髄∂久やユ■柑乱川れr〆Jズ〟ヂ   
九九拘ノで、ヂー劇例′・迅レンズや飼い屯碕汐廟・寸劇占∂で■あ罵。後フて朝鋳で   
う聯の級別御仇和郎東谷入る。祁芥飽一痴れ相通新堀紅刷   
る。  
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刃身組叫、デー≠フォーマプト  
㌻れり「㍑璃始．痛勤如梢締高してt・3バ、・榊【司りのイ細和風  

む仇てい机、。つ争ノイズージでンサ♂タ岬スキャンの殉摘覇気山手訪綿  
包もフ1山号。ニ叩劇化勇でけ滞られkグし≠雛重度7・芳勘形昭7■lや  
与り．宏♂抑て1れ‰   
りあ了覚♂て砂場∠んゼ兄■レベルレ；乞与え？p   

βノイズージ℃ン佃ウノL辛ラインαスキマフゆ、舶毅▲？嬉考ク次フ頑物凄   
富の水車オ向破房工ぷ－l・加斗の容顔老齢細密遷〃を旗∠J   
才一i。  

■満場山草うインで濁音ク偲与ウ1仏銀下†ニも仁時キク・1し和彦工ト／声如才   

臣。  
iり祈Lβ－I∂、ら教えて／透舶倭3功老洛如〃丁月一ノを御すブ。   
り現下伝線－こして土メー乞′卵研一え′工王⊥ユ′工ノー3′鯛Ⅵ一旦ユ乙   

一3ヒふ巧葛。  
礪波両峰ライγ中て銅鉱濾考ネ舶用恥叶ペル軌一鴎ネ   
偽包のスキマンpミ終＞L坤断L、4オ孝道路登り王♭オi。 
呵今恥1 ‖召ピピ／Dイスづセンサけイリーレス魂，フサ小峰方向のラ   
イ可7碑′徴い′；′ナ、・‥）〔2′ゲ′‘い・・）レlうわ′ニ・最   
知わ、碕教轟日qラインそスキて二4′．次一戎鯨蕎射いフ伝j睦頑互′÷ス   
才てγt叫足す∴後フてり〟摘で櫛羊そ勧ライ舛れ巧，左後   
ポ敬ライ刊てつ“て毛犀略城山項咋叩う・勅－′フ∂ケヤγえ・吻卑   

頗舶l朗オペ終了す号、  
畔釦のケてンえ心′フケ1伽租トつ、・7右り～“りみ軒下と繊巧う。   
ンれγし乞ケて7え叫鹿功勿彿㌢夕顔碍べ雪われを－   
り～拓■り寄での蹄亨姉lデータモ毒さ助－て尊す昔時向け∫街路子・。こ  
…鳩噸如抑明和お律、芥頑嫁の遠縁方叫日銀わ勧碑   
郎咤伽．暴雨師働竹打＝、ら、各虐湊のケ敵組仏社Ilれ乙紗東上勿鞄、   
ら埠られ召＞とK朋。ヂ」如W72～〟彿て老う如一れ亨。   
眉働ケriデー≠フォーマットモ国隼∫く示しk。  
勘の与謝丁触れ‘∽れ血沈ノわぺス㍉瑚戚舟低域列弓子た司′て   
岡山ら九号・   

り～州）司′槻久ち励和明号略′んちれ 肋t止打・づ、ら侍ろ叱   
る碓斬乾珊象うの儲ク瑚客ヒ仔筈。  
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別  

クク／ク  クチ丁41乙  ／ターフ  ／吉一3  抑一3  ／ゴーヂ  ／E－チ   

クク／／  朗昭トヤ  ／5寸  ／モーナ  朗・1祥一ナ  ／ゴーJ  ／仁一‘   

ク／♪♪  仇椚祥一占  ／j一ク  ／モー7  抑づ  〃一身  ／た一身   

P／ク／  材間一計  ／5一プ  作－ケ．  月射符一7  ／5・了♪  ／吉一7♪   
ク／／ク  糾刊ヤク  ′，ぎー／／  ／β‾づJ  研一／／  ／5・ナヱ  ／モーナ乙   

ク／ノ／  朔働－／ゝ  ／∫イヌ  ノ吉イj  抑づフ  ／5一／ゲ  ／Eイデ   

／β（）β  ‘勿静イゾ  ／5「リー  ／Fイナ  ク4刊廿  ／5イJ  ／た一／∠   

′∂β／  P4同一一〟  ′∫一ク  ／吉一77  柵／7  ／∫イ才  ／雷「′才   

／ク／ク  ／どイ9  ／モイ7  抑イブ  わ叩■♪虎〆〉♪  J声   

叫－1叩開城  

叫一／ク♪D  

伊  ／g－7  ／E－ノ  抑イ～  ／∫一之  ノ左′一・j＿   

クク／ク  ♪仰1ユ  ／∈一3  

Jク／／  

ク／クク  

β／∂／  

ク／／ク  

ク／／／  

′♪／｝♪  

／√♪／  

ク♂J√♂√肋p  JE ■』   

／′0ノ  Jメ  

クク／♪  

′β′／  

ク／仁子  

ク／り  

ク／／凸  

ク／／／  

／ク‘′，ク  

／√ク／  

／ご／D  ク伽ク〝′○♪♪  Jと   

糾し／E咋掬識別  

e〃一JEレモル′  

研一ヱ膵財繊即＠  

〃巨2 一別泌  
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＠  ブイ  

クク／ク  

クβ′／  

ク／∂ク  

∂／ノ／  

ク′／ク  

♂′／／  

′ク♪ク  

′クク／  

′ロ／β  ′l′′′乙・′一・  J王  

岬且左伽軸り  

外2 ♭作ノ√  

鱗糾仰  凰 チ  

タ確象か尊貴  
十日目／・－‥／即叩．九．〟  

一匹〆・－－－ ′卯○瑚し比「  

十㌻γ、 

封軒汀柚ノ〔庭草伍）  
つくンで   

助 山刀／れ小山  

絶劫   肇し 目   
♪   乙 博軋  

⑦  β  βと′月／抑   ヂ    ／JβL4電線 ○〟   

e）  β  月Lカ′♂戸戸   〃    ／㌢月山 電視咋戸   

⑦  β  月L」′C竹ノ上ヱ膵エリ  ケ    〃＝ルA怒号ノレ桐J敗色 

（診  月  4ム4′C〃－／Lモl虹セ  占    ／j  ／r  乞 〃   

＠  月  ル月′研一／1右レ乱一3  ゲ    ／ナ月L4 ′・   3 〃   

③  β  化1月′招一L止瞳〃  ㌻    ′紬L4奈梵呈夙ル′〃   

⑦  〟  A叫C他は作ト  占    ′¢  ′「  乙 〟   

⑧  月  舟山／8〝4托托レ3  7    ／ゲ  ／／  3 ク   

⑦  β  〃仏．が／   ′    ／引jを丘．ク〃   
国  β  亡〟L  ∂汗   ／    ／ 吸丘 ♪Ff   

冬糾   項 目  ん／‾  ケ／   印 度ノ  

¢）    月しA（勧／〟′ヤ  ／j  ク  ALカハイナイン紋庄一   

国  月Lバ 囲／V－L   ／デ  グ  月L巧打ノアイン設ぇ  



っペンド余滴髄の托象  
ってアドのふ容一和一佃；試されろ  

＼、－－・？lJ  

〔ビ、、ソり  
まノ子‾  ノご．7■‾フ   
β  γE⊥ 己 γ左⊥  

ウ
ノ
 
 
 

′
 
 ¢

′
 
／
 
 

∵
l
一
 
 

√．、r日   

川／鋸砂田み〃凋亮一－¢′ど・．／  

邑朋自冒  

仁〝ユク血必．♂通ゎ昆／．  

βJゲ励月  払β   
／  クノ＞′  

ク戸戸   J〉  

とご7ふオ占 師ル  
／  〟  
∂ ∠r   

r′‘′g滋才臥7r払♪ヾ後甲   

〟≠壊呂  

戸ルβ   項目、周忽   到底レンジ＼   

盲牛久†うぅー  AL4才ヅゝヤフす鋤  ー∫ア‘ど′－一7と▲   

自軌十汀  4L刀工てPブlレマザ   ′／   
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1 0． くL  L A S   

i ＿私刑＿＿＿＿  

て．観舶郎f〆者観   
戚月歯先針；かlて．C払、れク，ロぅ月初一叫▲r方左の壬よ掛て・あさ札紬M見  

い之ぐホ構をもった、カ純一、う号乞咋ヤ窄仁頑疲了う姐ヰ靭㌃あう∴トちめ  
舟ケのうう．びシ及ゲ払¢げ、番外紘の吸収度V薇射γせ号な倭劃え才色Lて∴去・ヅ．  

ガ痛｛負小型船乞寿いエⅤ句夏雲才圏｝の一っ1一あ3。チセちけ．仏ヤ乱丁′手札  
収でき匂い宵息凝喀の糾絡も傾収L．頑好昭，ト中一坪亡叫且す一寸盲頂くせ号  
令収劉七草セルていう．叫一す、軋り掛L過か－ぴ二巧手材十ち．ガもた郎Lてl・  
うわであ｝。後，て、こトちの平野紅絹複の茄庭号や片平のま幼け、直淳放球寝  
か岬隠ドイ久野舶をもセリをのTあト電巧兇如施めてセキ鯛ゆ渾逢っ一  
っであ｝。常子帝喀i研い．狩場呵t－けな（．瑚喝柚一千同園〃碓才、これ；  
†卑糾坤卵全句〆ケ了γか間赴」ニ才ト7い乍い用材㌃称如一手′ブ、苛性与鞠  
象坤城端す＝γヰわ埴科音程放す＝・誘プラ。   
以仁の稲£，、ち・升手簡考路櫛して叫．ルロ，ら′伸一c軋り吸収ズヤクトレ  
を掩蔽乱仁方り叫乱し．これ；〃糾坪牙の席晶tヤ密命電毛ユターす3日斬個展  
才トたのノ「．相同線煮叶傍七観叫塩凰〔LAS）て一あさ。事哉明哲臥す、ケタて・た  
如牒働締・こ′収載きれたヰ〔ない、尋拍・＝朋富れ妬の7一あり、且キ周竜呼集  
の芳しい斉叶イメージ■センす之庁ト・昌マ・レタチャンネ・レタと紘一二葺l、ヱス・リ、増血ガ  

堵岱りスヾウト∨を伺和二利札”う事に呼教が顔ち．   

2、観昭鑑   
観叫組の施㌻乞喝Il亡羊す，ふ愕もを各人し、しンスー・Cり斤え焉の入口スリヮ  

し印射す，。人｝郁の省夢御御中凍亀（土qFp●Jに密仝触も・考患L・冷帯  
、Oylpの磁喝γ太批の導入史郎乞二郎利伸メガて刊伸すう亨〆㌃ぎま碓l＝な－Zい  
う。合え掌り分呼施や観潮慈悲りデり三7フレンジを向エゴせ沌釦こ、利息すき  
冬思凝舶多つ′ニ瑚し、壬廟堂合え格乏開展Lを。射器の卵子飯鳴動組  
めア‘イブミックしンジ呈句んき札つたゎに、到底す3ヲ鼻息御名指三っに合判L、≡糧  

食尺聖廟も幕も聞卑しを。片碩長命嘲り苛軽電か一三麦す。令え券に√1て鍋ゴれ  
£薇ふ伺威壬．耳，点ひ■Ⅱのスイ7ルIJ．そ卜ろ■ト，うエ風車′ム牛丘宕′眉ひ▲一ム  

風車の艮彰ぞイレーセγ†・＝り喫も丁き。称ら傾城皿の仔号1す、日ソ7インアン7¢  
4！‖   
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衷l 絨刑波長領域と検出成分  

領域  検出成分  波長領域  検 出 器  スペクトル唱   
32画素LiTaq  

ロ  H，0  】．5－ 2．32〟m   リニ7－アレイ （0．4DX2四）  0．0256ルⅡノ■■   
朗画素Ln甘q  

皿  C甘一  2．8 －  COi  4．84ルm   
（0．4■⊃×2t聾）   

16画素PbTiq，  
Ⅲ  01’  9．1－ 9．g2ルm   ポイントタイプアレイ （0 

．7■皿X2口）   

男甘じり液ヒ了さ．各級センサ・才・相和▼か菅の変勉そ仁比周した朋拍カ  
てぅみハ・ニ、ヰ1，′巨lりつ矢場如を朝すち．太曙光力変乱1、柑且サ他で虜3  
が・わ7げ一の酢tい、∂鱒・ニ正作号が郎れヰ7プ′lO一¢飼じい、）呼・ニ受信  
葛が得ちれろ。ごれらの指号・J、過密〃モードひブタPuで将理プれうが．タPL小こ  
努l＝L月5確答研毛ジい′レメ「荻浄Lた齢ヒけ‘争象毛一トニ切ツ摺工乙．壬チー  
ー〃T偵逢され号。   

しり速射一ド   

斬レ「・－ニガいてけ、タP止′、写真Fルノ恥良ぃ。・レス′・・L揖に崖如れ．  
これ・＝fリ嵐咄チータの叩比へ碩崖ノ巨鯛灯されさ。このデーア砂、一終うす｝と  

スヤフ卜・瑚えか頂礪ゴトー。ヰっ7八○一喝錦町に、号れむhlデー7斉の叫む竹  
富わhう．1年■’一7相手、【絶息僻何丁ハスへ0フレVオータ（7ネ′わタコ良書〕コ  
⑳い酬頑Ⅱ＝ヾク＝げ一7（7阜けズ／≠馬手）〕の〔強朗麦城Ⅱのスヤク  
トレ才一9〔7せけズ′‘あ象）〕◎r（A L侶号（7木守メ／一虐婁）〕一7締  
yノユタ鼻iかち舶、さしてよ、リ．こんらの千－■一夕鞘中子1r クーJ⊂♪L指与i乍あて  
－♭摘鴇＝hう，ニ皆の真下一‘【ⅥB。八。▲レ乙が且たさト＝γ・JてZ骨卵・与。   
毎智急・モー「一   
号乳モード●ト解いて・才．丁一うーN亡ノぐ・レえ勿亙りγ′ノて・－スへ。ワトレり剰ぇダ、開  

場1トう。イっ7ハ○一間喝一昭の断ろれ1■●んlデーア軒潮如町組んt＝れ  
／、・l♭句控・低含れ．その和良．嶺篭さhう。け〆ア材の親和才．エ托の晶膏モー  

い巧けでりれ＝／ヱれ私意糾－であち．ヰ9ワハ○一関関崎の息マル8律腎LEZ  
データ群を．子Lメータイ五乱丁‡．催，て督亀・モー「・の碩今に・7．ヲ＃ふ′ニ官尊，た  
高良lニ貯”デー9勅†由一竹富わんう。   
こいの樺取乙も，た本せ針す、LA5一；（とまゑ点心－センサー即）ヒLA5一己  

（電気回認守いこ合判！Lて、E′0ユー亡の下野ソ工・レフ‘＝膵齢人言。  
4るる   



3．Hヒ項8   
LA5のHヒ碩8・J．仁りLβ5タ？7′一〃－透見′釦一回セノり一ず乱邑のご舶て‾  

あち。  

ヰ．コマソ「   

しA∫に耶揉巧澗コマナ 
Å仇・的コマンド差それ号一成ユ  

及び電ヲ1ニ才ヒのた。  

轟】  つ℡C   叩亡－l   †タ（－ヱ  千レ／一9・二〃  

月¢  モメ  メ    H  T   コマンt‾ス絢   同  工全ノ   了1†輌邪e．  
8  ‘  ／／  l月S O山’  LAS電丑oJ   Fいり鴫β，   
β  
∧   ≠  ち7丹－エひJ   
∧  r  ロ      ⊂H（フPヱ C山  まユハ■一正 C山  亡」サー・一正 Ⅳ正三良三三ゴー   L／1ミ  ロFF  」」ASモ盲虎oFF   ノ／  
A      r  タ    C馳壁  二皇工虻二∫J瓦合乙抑F  Ii】1二；こ三碩8  
（  ／  ′ノ  

A      i  

⊂一山止＿旦吐＿  」ユ山上二旦＿廻＿＿  塞諾一                   地ニ！                AS姉l山H  t蟻ぎま岨 矢   

β    ／ヱ      L月iα∧1人JH  ーも些遇十l輔 車    （  フ  ／．ノ          L鵬（訊止L  鳳旦里ヰ タ・1＼    冒          グ  ′／  ゝF ⊂〉止  一」LL互一旦ヱ＿ 仁山  FF叫、耶■  8          ．ノ  ′之．  ゞF OF戸  1■rシフ†・フ7 CノFF  表Z ；定時榊コマンド（LAS）  

山lβ。．〉j   ー卑  日   ミート‾   
∧   LA5 D付 くエり′八ハい司■巨‘J）   ル岬友一1   

0～1ノF～戸 ▲  しJ！〔FF   ～凧正一つ－T叶   

表3 0Gコ ウ ニ／ド（LAS）  

F，〒、一タフ才一マ7ト   

LAS■ニよ）倣咄〆有知ゼ  

勃つオード・チ、′一利山一†青け  
であぃ佃り亀一ドlク外、、て  

LA5・す増水軌÷甘〉。且  
躯／ドホデータワす一マプ  

トl‖司2【Åフで皆り、オー  

タ・ブタ曹確舶あさ。但し、  
皇F†．い叫p～ケ）いレー“で・  
げ、スヤクトIレ碑息碍号げダ  
ー？勿頚諺考〆守なわ卜、殉  
勿竹ダ′ クーJ羞恥や．；，1  
つし一山点呼・ケれ刀ヱトう。  

1つ＿ 寧象モーrl～厚いいナ左  

Fl．ふhりれ≠ユ克軒5告データ  

が侃漫ガトー，  
＼＼ー＝ ドい ．Chupper【  

ド2．コ：Chopperll  
F＝S こ Cl＝PPぐr u  
ド6 ；SF－X  

F† ；SF－Y   

W＝‖・Fo＿了；BOS  

図2 pCMデータフヵーマット（lnOde－9）  
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l  

1．観測日閂  
凝軌如糾すほバ▲帰一（鴻蔓に麟す3必エネ′Lf■一漉す筆甲F二灯主  
にこ領丸赴鮎川断面威嘲乙－の搾硝子の判定か瞞㌣射」朗、rの  
オー▲ロラ盈チの舶用すた‾名今の牌庫離4′和ニオーり唐子■劇埠の卵  
11電報針感句国劇、之作例れ＝摘拍周サT・ストAの河東にか、て色『ヶ亀枇・ろ  
吉．－た7リフォリノ7一・才一・ロラふ川手ティユ′・オーロラ。野郎あき碑下粒  
子・の旅朝の射止みこり．   
吉ス∂㍉－〔璃星の観卵内㌃あ；南ふ珂轟絹押そ〟ノ高上声・此r一雷うり  

≡ウ一番長か庵献仏、、たのノ∨…A〟珊孝の如ー埠f－ノ食々の魂払毎こ  
す乙翫パラ・．この把虹の畑工房几卜繹用調喀√濁■′脇卯れタ拗一  
軒星に紬極 恥舶偏頗止礪lノ／仰の君子の卑剖綿；子、・ヨ・7の  
観批川抑ラご’Åかj南柏拝にがクr雇ぃ序下水タjれた．＝の如の即  
け丁月け撒訂こ繍－た辱あ〝‰んr・乙戯折紙＝の叫ふα‰＆  
のト了解祈にり′イわ∠酌か訝乏ケ周下すjい、ラ仇脚削再  
丁三千酎ノアの喝の膚弾け野付伽『ル肋打て－カラjと森岡ノ大風穏針て・I  

∂．   

以上のりに巷如南柏碓気質メ抒での得硝子のユズ几卜磨ヰ．タック角  
卵の判定〆鹿茸相和あ∂・舌青膚子付与tFゎ／りゼFノイわ〟g〃βゼFかJ〟げ  

子て‾銅像夢∂．   

コ．勘定項β乙鶴浄終り解   
判定対象招J8れ〟人ど『の郎とタββ〃ア～ 

了ナライナーで御す∂。才一駄E即金捲釦示すとン叩二釦坤咤嘩  
常軌倉蜂工一如恥力碑琶理紳思硝離れ言、師拍坪野根付 
ノ ア詔ⅢJ♂～j叫Fの官紀珊魚形プリ巨7：⊥隼』禦F一項郁〟イオ／  
（斬吼長オ断リノ一ヲ：Hり旦ノ跡拍瑚壕乳介格ー摘ムとF■ル！／J扉の膚i  

仕方刺コり一ヲ：Hりの紺地毒すヨ・終に有プ掛川ウ鱒∫ちソーク  
′＼痢L乙鯛オ紅あHFズβバー亡一雄紬和犬鱒包ナ軍律れF〃〟  

4さ5   



孝′こ木藤と皮爾向  

A向くことこ7リノ  

ふ蕗のU『の易者か  

j建水つこ乙かごさ  

冨．恥fオ帝厚生  
命相思／才と〆β∫一  

月′ β′こ酢、j舶  

壬の∠何型㍗あ∋．  
符丁こLEとノ7で・付  

街星置危の補正りた  

のプリメーデ入口に  

直射∂c別の何直と  

日加l′ 7れJこバ■イ  

アス色良三専攻すJ．  

丁  
⊂）  

⊂） ‡  

トー 290→  ト■－236・‾－‾・－・・－■■  

オー回 どβP／全体回  

1亡の工ネ′Lト訊定′l二の入口屠位乙屋草／こJておこケの〝∋．拍⊥∈ヱニケー〟  
Fe『かj服すヲたの磁気直寂のルー朗ゼ録て－動川てIt5．H工とノブてr′叩捏  
丁相ゼ以ズ励ナ乍いため′ガと八きく臥lたJ…－ヲ抑ノ‰読叫払  
と人ざく－た・一鯛℃崩節理新修ノ呵たに開発／仁乙腔ノ了の原動・三脚  
〃視野と綱に鶴刺す∂こと加雪隠ごあ∋。す如周一～／虎■の∫オ何と観刺す言．以  
上の三舎の士バ〃ノ帝太面【予断卵草て・の帝王如卜縁jにJ3払J‰J  
夏拓ぐため礁些各（“あ3ナナノネ／いロノ乙ア此ミぐシー〝ト／た．  

5．剛直床藍．   
鞄うガ雁けノプ〃－プノ静電型分村  

易と鰯とJZチァノネ／L■7友子フフ  
グヤγ舶丁詔3。同ヾヂ諒解役々鰯  
と恥鯛帯電監舟確付エヌル卜卵  
の長針こ木－いて同一‡Jあリノ コリノーヲ三  

通，て入札た範子付点堪瘍芹㌔・畑  
七∫尤エネげ一分取ざ台う．適者そユズ  
／Lト互角す3薇うりみカ舟≠捧呈通り親  

イ凍名産に人刻す3。  11■i一丘凸Iq●■．■月 1日●．●●  
∈HER6Y ■川l  

1●○●■8d l●11l■●●  

†でノ斉仏・マ〟チ7ウ／ヤに車浮確  
川う指仙†／笥克とJ‰の簡魚隼 キュ鳳雛官鹿ト7の一列／〃モノ  

4るd   



酎7タヮノスかサJ7・リノ摘肘一定で鹿野とA己にあチリ席存lウ、、組  
成キとケう。  

C＝7・♂rr）イ仔ノ・咋 ／1）  

ア 

′。 
立夏鮎舟ニケ7た。アーチり一利と才こ軌こ示す．甘のJ机ライン㌦朝敵．  
乙ラーかタ′ン丸子ス√夜子にJ∋子一7て一あ3．1う仔一努Jていヨれ竜顔卵子  
Jこ・ブノす什7の宮廉デーアか痛身像J、j細事え乙凍ぇすき。  

ザ，セニケの任凍   
り ∠g．とユナ  
7rテ′r  
刺定耕灸  

ムと／と  

‰如りふ  

堀野句  
瑞甲府   

jノ りFセンナ  

アナテ′す  

i甘床材象  

ム巨／E  

ふ叫んぷノふ  
楓窄オ何  

裾野角   

カ 〃工そノケ  

アナチ／で  

判定対象  

AE／E  
佑。〝止ん〟≠ん  
視野句  
ネ曙再  

触手f綿密扮槍・（掴j／．ち沖如√㍍んノ  
啓子 ∫．7ルノβ∂ゼ7  
／％  「痺昇伍ノ  

介′〆伊J・げみ 伺舶ノ  
衛星翻り一戸・／丹〟と斤覇鋸  
ダ、〆’丘媒   

酌瀕坤離別傍〃胤机‖麻吼偏ノ  
宮子jββゼ『へ／古座F  

／J妨  （徒者凪ノ  

♂．ガ′〟イ明ユ．よ √棚胤  
拍飢聯㈲詞卜釘粛れ項町  

／〆ズ／〆  

飢手玉綿定型弼鼻（梱ノアいば芦け仰」  
イオン ブ〟e釘ハ／gfゼア  

／g％  作用窟）  

jx〟づ亡〝■・訂r（す削鋸  
街宣廊にブい鼻紬珂  
／がスノ〆  

J．線引モノト  
エれト御オ式∠亨えヲニ∠にり柳牝〆卜王領痘J∂．親船一＝」亡  
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L一卜招〔工乞一トニ大判ざ凡う．ケ東風旦化一卜一忌1Jコマント■利用針押倒  

ゴ胡う．  

りL亡乙一卜   

⊥と之シナの工利Lト荷如才三軌こ示す軌こ鰯  
教嘩裾断チノ7一同む損て、、盲。AL－ 
鋸テリア・の”傭鯨と三角破ぬこ即す∂・こり  
手相水差封7百鬼剥い卜と7．3。Bトドご付＆え  
〒ッ7・おきに打壊層の脚批一トビ乙一ト㌣〟  
て鮎㍑テソ7。と耐lノ主に牽再婚の帰山拍偶  
のJJnせ」伊ム化かj新星色血且求め∂乙一♪、とあ  
3．  
1王ご相星膏血の和のネ′プリメーヲ入口。円  

盤に代†アズ乙紳す∂．ノヤイ7ス官印衝撃官権乙  
藍子にβノナ1ノりノナ∫ノ用ア力布む孔ひ  

-Mode 

HEl（0．2－16植ノ）  

ー16F一ト2／8sec・1  

オ三画 ⊥E化即．〃E  
作即 の親和L－ド  

ヨ．抽アナラーゲ内申鮭呈す3二正孝｝と舶プ∂た仇チアノ宕几■ア尤チア  
ラ律の再臥こ〆アンヌと酎′駈乙紳す5二∠／ニ寸リ′二毒修了王払′J7月  
す∂。このRゼイ誼；筍郎∫豆ズテフ7・肋」とタ㍗一郎′Zテlフ7・射と午卜′∂れ  
伽夕拍屠往い）ケア衡、官声と御すヨ。二のためノステフ7・仏イカ、i症㌢打〟  
払（阜ぎ川畑J▲仏ふ絶とう3・  

j）日吉f己一卜   

日吉とり川又直の都債菰乙恥、う。エネげ一婦封′げ三郎臥こ示すカえチ  
ッ7・机ノ下底づステップ・け乙亡と香横丁色亜旦顔見す3。A乙一ドノ用ステリアす  
ててと三角破既に拷汗す5基本観恥一卜とあ5．βモー卜灯ナスチッアあさダ即事  
の序速断t一卜乙子吉．Cと♪己一再㈲如の啓下海手の略服鮎観郎ほ  
－ドごあ3。Cと一卜ノブステア70乙紘一卜乙伺－そノ まステフ7・且疋アL■一∠畠／こ  

青ん3。仁仁（かナノトテ，一ア付悠7ト∠寄七且；訳3。P乙二＝ど乙一トク  
商丞御レ仁一ぐ郎．  

国者  宇宙節 向柵乳ス舶也′伊藤適温ノ平尾翻  
神戸大 喝崩す舶東亜  
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1 0． 6  P P S  

乗ヨヒ大  森  

1．目 的   
地球電離圏を電鍵で探査する。”方式は．Al：ouette．IS・・IS，ISS・EXOSi－B・等で実現され  

ているものと本質的に変らないが；・その目的．実現方式で 
すなわち，ブラジルアノマリー領域で生ずる早PreadノFを詳細に検討するこどにその節1の目的  
があるが，これは．こめ領域での瀧字画下のスペクトル及びど一ツ・チ角分布．インピーダンスブロ  

ープにもたらされる帯電効果を，‥プラズマ波動の発蛇等と・ともに総合的に解明する○   

また∴第2の目的は，梅域アサズマと大気の相互作用の解明盲・総合的に推進する。このため，  
プラズマサウンダトとし七基本的時必異な部分以外に．VLF帯のプチズ寸改別の観測も必要とな  

る。これらの披動現象を，．粒子降下データと対比させ．プラズマ巾でのキネルギー解放過程を明  
らかにしてゆく。  

2．観測項目   
PPSは機器の動作モードの選択により．以下に示す4項目の観測の機能をも？○観測モード  

l の選択は．EXOS－Cの軌道に応じて．また対象とす亭現象の特性に応じて，地上からのコマン  
ドおよぴOGによって有機的に運用される。   

2，1 S PW（Stimu】ated P7asma Waves）   

プラズァ中に300WaLtおよぴ60Wattの｝＜．ワーをもつ振動電場を65feet7ソテナを介して印  

加し．プラズマ中に生ずる種々のプラズマ波動現象を鮎肌する。また同時に．アンテナから放射  
された電界が電離層によって反射され再び衛星高度にもどってくることを利用したトップサイド  
サウンダーとしての機能もあわせもつ。S PWは振動電場昂プラズマ中に能動的に印加した鳩舎  

のプラズマの応答を広い周波数硝域で観測するために，SPW－11（HF range）およぴSPW－V  
（VLF range）の2つのモードをもつ。   

2．2 NPW－H（NaturalPlasma Wav．es－HF range）   

地球極傾から放射される電披．ブラジルアノマリー域で励起されるプラズマ彼臥 および慧屋  

および太陽からの電波を対象とした自然プラズマ披軌受信モードである。観測は片側それぞれ65  

フィートのダイポールアンテナを用い，広い周波数帯（100kHz～16MHzの掃引受信．およびデ  

カメータ披帯の固定4披受信）にわたってスペクトル分析を行う。   
2．3 NPP（NaturaIPlasma Waves Po】arizatio11）   
上記2．2で観測される自然プラズマ波動を更に詳細＝こ偏披特性を含めた観測を行うために65フ  
ィ←．トアンテナ4本をクロスダイポールアンテナとして用い・ダイナミックポラリメータを構成  
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するo芦信機はNPW－Hと同じものを2系統川いる。NPPのモードlこは．揃引翻友引▲iEZLJ（N  
P P－S）および固定周波偏蘭計測（NPPLF）の2つのモードがある。   
2．4 NPW－V（NaturalP】asma Waves－VLF 
自然プラズマ波動の低周彼成分を広帯域（500Hz～35kHz）および狭帯域（500Hz～7涼iz）  

受†言し．機上でスづクトル分析を行う。プラズマ腔l及び槌域でのVLF7G波放射現象が立たる硯  
測対象となるが，このNPW－Vは，PLRのバワ⊥ラインハーモニックスモニターとも北川される。   
2．5 他州項目とテレメータ伝送モード   
PPSの観測モードは．DPUで編集されるデータ伝送フォーマi．トと対応づけられている。また  

データ伝送フオ 
いる。この関係を表1．6．11こ示す。  

衷1．6．1  

デ「タ伝i芸フォーマット      ソ OGコード（明B。～3）   馳測モード   
n川J【：0   SPW－）1．SPW－V   

model   4   SPW－H 

mode 2   2   NPW－け（NEl）   

mode 3   5，C   NPW－H（NEl）   

mode 4   7   NPW－H（NEI）   

mode 5   8 8 NPW－Ⅴ（NE 

mode 6   9   NPW－H．NPW－V   

mode 7   3 NPP－S   

mode 8   6   NPP－F   

3．機器の構成   

PPSは以下のサブシステムから構成される0  

1）65フィートアンテナおよぴアンテナ切替部   

2）送信郡   

3）HF受信部   

4）VL F受信郡   

5）信号発生郡   

6）データ処理部   
7）コマンド制嗣部   

システムの構成を諦1．6．1区‖こ示す。  

3．1 65フィートアンテナおよぴアンテナ切恵那  

3．3．1 65フィートアンテナ   

波動観測の送受信アンテナとして搭皿される長エレメントアンテナは，衛星の姿勢条件（太  

陽指向．非スピン）を考慮して65フィート長インターロックドパインュテムアンテナ4本が採  

用される0 4本のアンテナは衛星の上部シェルフ上面に直交して取り付けられ，2組のダイポ  

ールアンテナを形成する。4本のアンテナの定義は，箱屋の軸方向上方をZ軸正方向とし，衛  
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SIG N ▲ し   

CON T R Oし  llOM DPu  

第1．8．】．図 PPSシステム構成図   

屋をロケットに収納したときのランチャ方向をX軌 このX．Zに対して右手系を作るように  
Y軸としたとき．X軸の＋．一方向に取り付けられたアンテナをそれぞれAl．A2，Y軸の  

十，一方向に取り付けられたアンテナをそれぞれ．Bl，B2とする065フィートアンテナの  
諸元は以下のとおりである。  

（i）エレメント重塁  

仙 メカニズム電盈   

（iiiIエレメント長  

帥Jエレメント直径  

（V）エレメント厚さ   

t〉i）エレメント巾  

（再 伸展スピード  

0．45 k0   

1．15 k9  

65 reet   

O、50inch   

O．002inch   

l．4（outer）．0．64（inner）incl1   

2±0．5in／sec   

3．1．2 アンテナ伸展   

アンテナ伸展は地上からのDiscrete CommondおよぴDPし＝∈収納されたOGによって行  

われる。伸展長はポテンシオメータの出力をテレメータ伝送し・知ることができる。またアン  
テナの【ull伸展のアンサーバックのStat．vsも出力される。アンテナ長は，全伸展の後には信  

孤性を確保するために収納伸展の動作は行わないこととする。   
アンテナ伸展に必要なコマンドおよぴOGを表1．6．2に示す。  
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表】．6＿2 PPSアンテナ制御コマンド、  

分  朋  コード   1勺  谷   
DDC   6－8  PPS COMMON OFF   

PDC－1  1－7  PPS COMMON ON  
1－8  ＾NT MONION  
1－9  ANT MONIOFF  

2－8  ANT DRV ON  

2－9  ANT DJモⅤ＆STBY OFF  
4－10  ANT STBY ON  

1－10■  AN■T EXT  

2－10  ANT RET  

1－11  入NT AISEL  
2－11  ANT ＾2 SEL  
3－‖  ANT BI SEL  
4－11  ANT B2 SEL   

OG  0●■2  Al＆A2 EXT  
0●■3  Bl＆B2 EXT  
0■●4  AI   EXT  
0ホ◆5  A2  EXT  

0●●6  Bユ   EXTXT 

0事暮7  B2    EXT  
0■■8  入1＆A－2 RET  

0●●9  Bl＆B2】モET  

0■●A  A】  RET  

0■■B  A2   ■RET  
0■■c  BI  RET  

0■・■D  B2    RET  

0■●E  ANT DRV ON  
0■■F  ANT DRV OFF  

注 ■印は姿勢制御系およぴTM系のOG制御項目であり．  
任意に選定できる。  

3．1．3 アンテナ切替郡   
65reelアンテナ4本は波動机紳の各拙則モードに応じて多様甘接続モードを必要とするた  

ユ．1．アンテナ坊津の撞能か逓思せなる○責了L6．マ図′こアンテナ接続系統図を示す。また衰1．6．  

3に旭川モードとアンテナ接続の関係を示す。  
式】．6．3・  

モードANT人1．ノ＼2  －1NT Bl．B：Z   
O  St｝肌／’llx  sl）lV－H／V   

SPu／ Tx   SPⅥ，←H   

2   NEl（Al）   NPW－H   
3   NEI（Aユ）   NPW－H   
4   NEl（Al）   NPW－トⅠ   

5   NPW－V   NEI（Bl）   
6   NPW－V   NPW－H   
7   NPP   NPP   
8   NPP   NPP   
15   MUM   GND   
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♪PP‾51㌧NE上  

HPW・＞ SP＼■－∨  

SPv－＝■〃，w－H NPP  

第l．6・2図・アンテナ接続系統図  3．2 送信部   

3．2．1電力増幅郡  
第1・6・3図に送信部のブロック図を示す。  

第1．6．3図 送信部ブロックダイヤグラム   

信号発生郡より送られてくるRF送信イ言号は電力増腑郡で戚大3伽Wattまで増幅されアンテ  

ナに印加される。送信PowerはIijgh Power（300Watt）およぴLowPowcr（60Watt）  
の2つがOGおよぴBlockCommandで選択されち。盲に力増幅部では瞬時に流れる悶流は約  

60Aに達するため・衛星のBus－＝neからの甜妾給静ま行わず．11000〟FのC。nd。。S。r  

Bankに電力有畜えてから給電する方式がとられる。  
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3．2．2 送信周波数   

送信信号は周波数描引モードと周波数固定モードとの2つをもち，OGおよぴBlock Com－   

mandによって選択される。周波数掃引モードは受信用披放と同じ100lくHzから16MHzの■肛域  

を448ステップで掃引される。周波数固定モードは風定4周波がサイクリックに繰り返し送信  

される。第1．6．4図に掃引周波数．衷1．6．4に固定周波数を示す。  

表1．6．4 送信用改暦  

固定周波記号   周波数   
Fixl   547．5 kHz   

Fix 2   913．O kl▲Iz   

Fix 3   1105．5lくfTz   

Fix 4   1354．D kHz   

＞一  

Uヽ  
Z  
u」  

つ  
0  
uJ  
（エ  

∪＿  

∂AND   ～   3   ヰ   5   

STEP   128SItP   128   ＝2¢   64  

STEP  23・lKHレ；■eP  938  
FPEO  

37．50   150．0  

Modせ－00  16  32  48  64StC  

さ～lモ｛  Modt！一IO  8  16  2ヰ  

節1．6．4図 サウンダー送信周披救  

3．2．3 送信出力方式、   

送信用ダイポールアンテナ．に印加されるRF送信信号はパルス変調がかけられるが．その方  

式は以下のとおりである。  
（1）パルス周期  

モード0…∴‥′・ 1PuIse／フレーム  

モ」ド1・”・∴・・ 2Pulse／フレーム   

t2）パルス幅  244ルS  

（3）保護パルス幅  488ルS  

第1．6．5図に送信パルスとフレームの関係を示す。   

送信出力のモニターはパワーアンプ出力部の検波回路により行われ，DPUへ出力されF。…  
W93にアンテナ長モニターとサブコミで出力される。  
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トー2q■－●－」  

（OI  

第1・6・5図 パルス発射のタイミング（aはフレームの関係削   

3．3 HF受信郎   

HF受信郡はSPW－H・NPW－H・およぴNPPモードで共用される。ダ才ルスーパーヘテロ  

ダイン方式を用いた掃引および固定型周披数分析器となっている凸第1．6．6図に受信部のブロッ  

ク図を示す。  

I00■TA  
PIl∝E5SO員  

lo DATA  
PRqC亡SSO胃   

罪1，6．6図 惑星プラズマサウンダー  
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3．3．1 入力部   

アンテナは通常Bアンテナ系が使用される。受信信号はアンテナ切替部を経た後，バラン回  

路によって不平衡信号に変換されてプリアンプに入る。プリアンプの蔵／Jヽ入力感度は0．2〟Vl‘mS  
に設計されている。  

3．3．2 IF（中間周波）段   

第1中間周波段の局部信号を掃引またはl司定に切替えることによって，広帯域のスペクトル  

分析を可鰍こしている。第ユ中間周波数は，17．OMIIz，．第2q】間周波数は．455kHzとする○  
受信周波数および受信帯域は第1，6．ナ図Iと示すとおりである。一受信周波帯域は5つのバンドに  

分けられ．16フレームで5バンドの周波数朋lを終了する。したがって．HighBit Rete時  
2軌 Low Bit Rate時8抄の掃引時間となる。受信帯域幅は，BW＝2kHz・10kHzおよび  

20kHzであるが．これ時節2串間周波滞の帯域幅となっている。受信帯域幅は，第1．6．7図に  
示したどとく．周波数の掃引とともに自動的に切り替えられる。   
3．3．3 利得およぴダイナ■ミ・ツ．クレンジ   
受信部の利得はDiscrelcommand・およぴOGによって2段階（H－Gain／L－Gain）に切  
り替えられ，その利得差は4QdBである。これにより受信郡のダイナミックレンジは90dBを有  
することになり・根城における掛、プラズマ波動の受信モー 

受信モ「ドを使いわけて使用さ叫ることに有るJ  

＞・  

U  
Z  t  

t▲J  
1  ○  ⊃  ●  ○  ●■  

山  亡亡  lt  

t⊥  h．   

64MH＝6MH王   

BAND   2   3   4   5   

STEP  】28～Iep   12日   128   64  4   

STEP  さ丁50   150．0  
FREO  

BAND WIDTト1   21くHI u  
10  20  20   Z  

H－8110  0．5  －  仁5  

4  6  8SEC  し一針0  2  

軍1．6．7図 受信周波数および帯域巾   

3．3．4 S PW－H受信   
SPWrHにおける受信は基本的にはNPW－H受信と同じであるが，送信周波数ステップに  

同期した受信およびデー・タ処那が本質となるので・SPW－Hモードに固有のタイミング関係が  

存在する。．  
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（1ト掃引速度  3－2－3で述べたどとく．送信パルスの周期は1フレームに．1パルス  

（モード0）およぴ2パルス（モード1）であり．これに応じて受信の周波数もそれ  

ぞれ64秒およぴ32秒を要して，第1．6．7図のパ 

（2】FINEモード SPW－Hには．電離軌こおける電子サイ 

スを周波数分解能を高めて詳細に観測するためにfineモードが設定されている。こ  

のモードの観測のときにはBAND－2（400は七～1．6MHヱ）が512stepで掃引され，  

受信帯域幅は2足並となる。周疲歓掃引に要する時間は前項と同様にモード0および  

モード1でそれぞれ，64抄およぴ32秒である。  
1   

3．3．5 NPP受信   
NPPの受信は4本の65rqetアンテナをクロスダi（ポールアンテナとして用い；受信電波の  

何故および到来方向を計測する。したがって偏改分離回路の他．．NPW－Hと同一の受信部を  

2系統必要とする。  

（1）偏披分離回路  

2組のダイポールアンテナで受信された信号（X．Y）は．各々の独立のプリアンプ及び   

第1中間周波段を経て，移相器と混成トランスで構成される偏故分離回路へ入る．これによ   

り．右廻り伺波および左廻り偏故に分離せれる（Polモード）．またこの偏披分離回路がバイ   

パスされたX・Y2系統の独立した受信モ「ドは竃波到来方向計測でちるXYモードとなる。   
ほ）受信周波数   

受信周波数，掃引速度，受信帯域幅は．NPW－Hモードと同一である（第1．6．7図参照）。   

NPPモードでは更に固定受信モードが存在し，これはDiscrete CommandおよびOGによ 

って選択される。表1・6・4■とNPP固定周波数を示す。尚・これらの固定周波数は信号発生   

郡におけるPLLの固定モードでつくられる。  
表1．6．4  

周 波 数   
Fixl   112．O kHz   

236．O kHz   固定周波記号           Fix 2     Fix 3  424．O kHz  Fix 4  816．O kH2  
3．4 VL F受信部   

vLF披動の受信信号は機上でiベクトル分析し4bitワードのPCMデータとして地上に伝  

送される。男1．6．8区匪V▼・LF受信郡のブロックダイヤグラムを示す。受信機のダイナミックレ  
ンジは50dBとなっており．GAINはOGおよぴブロックコマンドによって20dBのゲインコント  
ロTルが行われるdスペクトル分析は周波数掃弓l型の分析器で行われ受信帯域はWIDEおよ  

ぴNARROWゐ2つのBANDをもちOGLおよぴプロ▼・シクjマ’ンドによって選択さ■れる。’WID  
Eモードは広い周波数帯域の自然プラズマ披動及びサウンダーモード（SPW－V）で励起され  
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第1．6．9図 信号発生部のブロック図  

去l．6．6  

周 波 数 記 号  周波数   
Swep【   BAND l  35．1一－35．4MHz  
Frequency   2  35．4・－36．6  

3  36＿6～41．4  
4  41．4・－51．0  

FixH l  53．405MHz  

Loca卜Sig，  
2  55．010  
3  56．860  

Fixed  4  59．320  
Frequency  

FixP l  ．35．112  
2  35．236  
3  35．424  
4  ■35．816   

Swepl   BAND l  0．1－0．4MHz  
Freque】lCy   2  0．4－1．6  

3  1．6－6．4  
4  6．4一－16．0  

FixS l  547．5 kHz  

Tx－ Sig．  
2  913．0  
3  1105．5  

Fixed  4  1354．0  
FreqLlenCy  FixP l  ‖2．O kHz  

2  236．0  
3  424．0  
4  816．0   
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第1．6．8図 VL‘F威信部プロ＝ノダ図   

るVLF帯プラズマ波動の受信をEI的としてい声。NARROWモードは立と 
としているPow，er’LineのハTモノニッ’クスの電離圏内の分布を調べることを目 
裳1，6．5にWIDEおよぴNARROWモ⊥ドのパラメ’一夕を示すム  

未1．8．5 

モード   受信帯域   BAND幅  描引時間  周政敵ステップ   

WIDE   500地－35旺‡z  400Hz   125mse亡   64■ステップ  
（53gHz／ステッ刀   

NARROW  500Hz・－ 7虻Iz   20Hz   1（；sec   64ステらプ  
（102Hz′ステッフつ  

3．5 信号発生部   

信号発生部は・PPSで必要とするすべての信号帆すなわち受信機の揃引局部信号，固定局部  
信号・SPW送信信号，およぴNEIブロープ印加信号を発生させる。   

掃引信号は，PLL（Phase Locked Loop）方式を採用し1：ステップ状周波数掃引方式をとり．  
閻定信号は，PLLのアドレス固定および水晶発振掛こよって発生される。   
3．5．111F系一計草発生郡   

第1・6・9図に信号発生部のブロック図を示す。NPW一打で要求される周政教拘引rateは  
1個のPLLのロックアッ 

PLL4）を並列運転し．順次切替えて信号をとり出す方式をとる。これlこより周波数精度が ヽ  
高くかつ高速掃引を行う局部信号が得られる。   

信号発生郡でつくられる周波数を表1．6．6に示す’。 

3．5．2 VLF系信号発生部   

節1．6．11図にVLF系信号発生部のブロックダイヤグラムを示す。VLF系の局部信号はV  

COによって得られる。VCOを駆動する鋸歯状改はコントロール郡から送られてくるタロッ  
ヽ  

クパルスをD／A変換することにより得られる。VCO－1，2の出力はNPW－Ⅴのモード  
（WIDE／NARROW）によって避択されNPW－V受信部へ送られる。  
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第1．6．11図 VLF Local信号発生部  

3，6 データ処理部   

各観測モードにおけるアナログ系の信号は最終的に検波回路を経てA／D 

れる。第1．6．12図にデ「夕処理部のブロック囲を示す。各観測モードにおけるデータ処理の方式  
を以下にのべる。 

第1．6．12図 HF系データ処理部  

3．6．1 NPW－H系データ処理  

12bitのAD converterによりAD変換された信号は3ビットの指数郡と5ビットの仮数部  

からなる8ビットワードに変換される。この信号は1フレーム毎にメモリー回路1および2に  
交互に転送される。DPUへの読み出しは，このメモリー回路への書き込みと逆位相で行われ  

る○ したがってDPUへ転送されるデータは実掛こ偶測された時刻より1フレームめ時間遅れ  

をもっことになる。表1．6．7にNPW－IrI系のデータサンプルレートおよぴPCMデータフォ  
ーマットを示す。  

衰1．6．7 NPW－・H系データ  

サンフ1レ／フ フ レー ム ワ ード   

mode 2   32   W34一－W63   

mode 3   32   W34一－W63   

mode ■4  32   W36～W39，WlOO－W127   

mode 6   32   W36－W39．W48～W63．WlOO～Wユ11   
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3．6．2 SPWデータ処理   
spwモード（TT．。示0およぴmodel）では．雨系の検硬出力はビータホールド回路に入  

り，その出力を如廷階の対数的に配分されたレベルコンパレ」クーによ？て判別し・出力され  
る。したがってSP・W－Hのデー19は2bit分解絶となる。第1・6・13図にS’pw－Hのデータ  
処理ブロック図を示す。  

亡01▲■▲■▲▼○《  

第1．6．13周▲S■pwデ「夕蝉理郡 

spw－Hでは．RFパルス放射Iとよるプラズマの応答を剛■けることが重要となるため・  
パルス送信直後の受信を充分の時間分椚巨をもって行う必要がある。このため’1パルス送信後  
の受信データサンプルは128サンプルとする。サンプルのタイミングは観測の目的に応じて3  
っのタイプが選択できる。表1．6．8に3倭のサンプルタイミングの関係右京す【  

表1，6＿8 SPWデータサンプルタイミング  
タイプ   モー ド   データサンプル時間  サンプル周期   

mode  O   125．O  ms   975．O J⊥S   

Ⅱ   mode O．1   31．25 ms   244．15 J⊥S   

Ⅲ   mode O．1   7．813ms   61．04 〟S   

S PW－Vのデ，タ処理は後述のNPW－Vデータ処理と同一である。   

表ユ．6．9にSPWデータフォーマットを示す。  
表1．6．9 S PWデータ  

モ ー ド  サンフ1レ致／フレーム   フレームワード   
SPW－H   128   W98・－W127  

mode O  
SPW－Ⅴ   64   W34・－W63   

SPW－H   128〉く2  W34～W63．W98～W）27  
mode l  

SPW－V  

3．6．3 NPPデータ処理   

NPPのデータ処理は刊PW－Hと同一のものを2系統もち．RおよぴL偏彼あるいはXお  

よぴY成分の受信データを出力する。表116・10にNPP系のデータ処理フォーマットを示す。  
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蓑1．6．10 NPPデータ′  

フレームワード  
W32－－W63   

mode 7   モード   サンブJレ／フレーム      R くX）  32       L（Y）  32  Wg6－W127    R（不）－  32  W32・－W63  mode 8  L．（Y）  32  W96～W127  
3．6．4 NPW－Ⅴデータ処理   
アナログ部でスペクトラム分析されたVLFデータはA′DコンパTタによってAD変換さ  

冊て掩Rnht熱用いたデジタル対‡膵持古行い4bitの対訳庄輯硫化変換される。このデータ  
rlヾ1－ト川精一いよこピコにフレーム心に転送さJh NPll■一打前のデータ．払環と同種lこ1フ  
l 人よi（一＝■lリ■－・○がl）l、しJヘエ竺らJLる。武一．6．】1にN∫，lV－Vデータ処即のデータフォー  
、■ット1冒．Lびサン■ゾルレートをホす。  

表1．6．11NPW－Vデータ  

フレームワード   

W34一一W63   

サンフル／フレーム    mode O  64    mode 5■  32  Wl12～W127  mode 6  32  Wl12・－W127   

4．コマンド制御およぴステータス   
d．1 リアルタイムコマンド   

PPSの制御を行うリアルタイムディスクリートコマンードを表1．6．12に示す。これらのコマン  
ドのうちPPS COMMON ON（PDC－1，1－7）のコマンドはPPSとDPUのインターフェ  
イス回路をONするものであり．OGによる賦州赴川を行う場合には必ずON状態であることを  
必要とする。   

4．2 ブロックコマンド   

PPS観測のパラメー′夕の設定は・■ブロックコマンドおよぴOG（OGコード下位4bit）に  
よって行われる。ブロックコマンドは次の3つからなる。  

（1）Power Amp Write・…＝…・ SPWPower Amp制  
（2トMode Write ‥・…■＝＝‥…‥・・＝ 年別几Ijモード選択  

（3）1F Contro）Wr＝e ‥・・‥…受信系及びアンテナ制御  
4．2．1 Power AhlP Writeコマンド  
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表1．6．13  

B BZB3B4   B5B■6    B 7   
0  60W  0  0  0  0  0  0 

Sampl（！Ⅱ   
3〔IOW  0  0  ■0  Rl   0  FIN  

0  0    0   R2    0  Ⅲ  
0  0  R3   
0    0  0   R一  

0    0    CB（1．2．3．4．）ON  

0      0  CBlOFF  

0  ロ  ロ  ロ  CB2 0FF    l  0  0  0  CB3 0FF －    ■  0  0  ロ  CB4■ OFF  

S PWモードのPower Ampおよびデータ処理方式を制御す・る。表1．6．13の各ビット内容は  

以下のとおりである。  
（i）BO；Power Ampの出力選択 H／L（300w／60w）  

（ii）Bl．2．3．4こPower Amp Load抵抗（R．，R2．R3，Rl）の選択およびCondencer  
Bank（CBl，CB2，CB3．CB4）のON／OFF  

柚）B5，6；SPWデpタサンプル方式の選択（Ⅰ，Ⅱ，皿）  

8v）B7；SPW周波数バンドの選択（FINE／NORM）   
4．2．2 Mode Writeコマンド   

観測モードと各モードにおける受信および送信信号を決める。  
表1．6．14  

B o    B．l8⊇  B ユ  8一  B5  B。IB，   
0  0  0  0  OFF  CY  SW  SIG  0  0  ．1   
1  0  0    SPW－S   ON  SEL  FIX SIG  0  ロ  2  

0  1．  0  ー SPW－V 0  3  

0      NPW－H  11 4 

0  0・  NPW－Ⅴ  

0    NE 

l  l  0  NPP   ロ  l  l  

廿トBO－B3；馴咋－ドの選択コマンド（テり一夕の伝送モードにより制御される）  

用）■B4－B7；受信，送信信号の選択コマンド  

B4－B7の個々のBit内容は次のとおりセぁる。   

B4  CY；信号の範組（BÅNDl～4）をCyc＝cに切替える。  
SEL；．信号の範閲（BANDl－4）のユつをSelectする。  

B5 SWSIG；Sweep SIGNAL  
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FIX SIG；FIX SIGNAL  

86．B7の1－4；信号朽凹（Bandl－4）におけるBandを示すo  
（jii）84→鱒7q）制御で，SPWとNEL MODEのときは送信仙の信号を制御し，他のモード   
のときは受信側のLOC∧L信号の制御を行う。  

M NPP観測モードにSelectした場合．受信モードは前の受信モードと同一モードとなっ   

ているため次にCMを送りControlすること。  
4．2．3 IF ControIWriteコマンド  

表1．6．15  

B o    B▲1B才IB3   B一  B．5  B o  B T   
0  0  0  0  0  NEI  NOR  ANT FIX  NC  NC   

0  0   LONG  ROT  VLF WD  VLF NR  
0  0    0  NEl－L  

0  0      BGA－H  
0    0  0  BGA－L  
0    0    SGA－H  
0      0   
0        VGAH  
0  0  0  VGAL  
0  0    RGAH  
0    0  RGAM  
0      RGAN  
0  0  RGAL  
i 1 O 1 NPP POL 
0  NPP XY  

NPP PXY   

受信機のゲインおよぴアンテナ選択をコントロールする。  

i）Bo－B3：NEI－H／L”・・・LPRE AMPにてGainをControlする  

BGA－1i／L・・”・・RX AMPのGain ControI  

SGA－H／L ……Sounder mode comparatorlevel切換／＞  

VGA－H／L ＝・”rVIFのGain H／L controI  

RGA－H／M／N／L r▼1PLRのGain corltrOI  

NPP－POL ……POL Mode  
NPP－XY ・…・XY Mode（∧NTA／Bでの受信）  
NPP－PXY・・L…POL（沌）／XY一拍のScqLtCnCeにて切り換える。  

B＝ratcll／L・・・・・・16sec／64sec  

ii）B4  NEINOR／LONG‥・・・・Probeの切換へ。Short ProbeとLong ANT  
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iii）B5 ，  ANT FIX／ROT・・”・・＾〟打とB，ANTをTirne Sequenceにて切換える  

切換えの同湖ほSounder modeO・・・64s，rnOdel  

…32s  

それ以外・・・16s（Bit rate H） 

64s（Bit rat 
iv）B6，・，’； VLF WD／NRl／NR2＝…・▼VLFのBAND Control 

4．3 0Gコマンド   

PPSのON／OFF．観測モードの選択および観測パラメータの制御は・16bitのOQヲードか  
らなるOG（Origanized・Ccmmand）によ，っ▲て行うことかできるム16bitのOGは衰1．6，16  

に示すように4bitずつに分けられ，共通系の制御とともにPPSおよび寧SPの制御を行う。  
未1．6．17－1－1．6．17－9にPPS及びESPバラメータ了Iil）御を行う下位：4bi 

OG内容を示す。  
項   自   鵬  

テレメータk▲る  コマ ンド名称   用  途  ■ 考   
飼■櫨1E】ヨ目  

AD  EX  X  Y  H  ∨   

4  6  PPS－OIJ   PPS可濃ON   ち】．1叫8l  

5  6  PPS－OFF   PPSt薮OFF  
7  PPS CO血ロNCIJ   pps共通母可＃ON  F－．dW▼B●  

6  8  PPS O抽 OFF  PPS共通紅電鵡OFF  
2  7  P－▲MP O封   ′■ワ一丁ンプ℃‖l   Fl●・】Wや1  

3  7  P－ÅMP OFF   パワー丁ソナOFF  

8  ANT MONIOIl   丁ンテナモニタON   F■．；】W18，  

9  人NT MON】OFF  7■ンテナモニタOFF  
2  8  AIIT DRV（】N   丁ンテナドライブON   Fい．】叫Bt  

2  g  ▲ト」T DRV丘 STBYOFF  丁ンテナーライブ＆スタン′qOFF ′  F■．．】WIBll  

1  柑  AHT STpY ON   丁ンテナスタンバイC刷   F．いl叫払  

10  AIJT EXT   丁ソテナ伸展  
2  10  ANT RET   丁ンナナ引さ込ろ  

AHT AJ SEL   丁ンテナドライブAl虞択  

ÅNT Å2 SE」   ∧2 →  

3  ANT B】 SEし   Bl－  

4  ANT B2 SEL   82 －  

‡  8  ANTト】OR   丁ンテナ Cha叩亡 nOrml  （亡mtrg【n⊂y）  

3  9  ANTIモEV   丁ンテナ Cha叩t reVtrt亡  （㊥mtrE⊂n亡】）  

3  】0  POL REV   POL・←ド rtY亡r8モ  

5  7  POL 封OIモ   POL モード normal  

5  ANT MUM   丁ソテナ切換 MUM偶  

5  IO  ANT PPS   丁ソテナⅥ蹟 PPS■】  

5  8  PPS C∧L   PPS（PLR．NE】）Cal  

T  PPS MES   PPS（PLR．甘El）t†霹  

l  8  P－AhtP WRITE   P一冊■】◆■げテ」タ石込みモード確定  F‖■W－8●  

d  7  MODE－A WRITE  モードA■1■Ⅴテ」タ書i生みモードの拉定  F■．．．W■8l  

8  丁  1F WR】TE   】F－l■Ⅴデータす込ろモー】咽設定  F●．‥鴫Bl  

7  8  PPS E）（EC   PPS ■1‥D■コ7ンド実行  

3  ■】●   データ ●】一 瞥込ろ  

4  ●】‘  

2  3  －B●   アーク‘d■ ℡込ろ  

‘白■  
蓑】．6．ユ2  
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表1．6．17－1  

PPSモート●  TX  ⅡF  YLF   NヱⅠ    NPP  SPW  C▲L  銅Ep R▲TE  
データ  
：ち一ウト   山 l】   

8  人LL PRESET  ロ：F  （コ下  0平  〔fア  （rF  （rF  （rF  ト■：に：  ト叛：  N）⊂  旺℃    ト∝  川X  Nコ⊂          l《：C  川口⊂  ト－：X：  

∧一人  ′  ON  ON            OFF    円iSW      lのR  G九l．  餌  

2  HO⊂                IO：          川：C                MES  
J  ▲一人 PRESgT                          FIN  
1  A⊥L   ■                l〉瓜Hl  FRSW    餌l    闇  Vい唯〉  V肌l  

5  A－A  ■                          ト11：：  

ち  Aしし  ■                  SFCY    NOC        MOC  ○  
A－▲   －  

D  

8  ▲⊥L  一                PⅣLO  FPSW    附山        W  
E  

9  ▲－▲  －  

○  
A  んしL ・▼                      ltX：        l旧⊂  n  

b  8－8  －  Ⅲ  
C  人－C ・■                州l      BG人」        Ⅵ；▲L  山  
D  A－t SG仰                     川X      V山伏  l｛C          q  
E  C一人 PRESE汀                M  SF⊂Y                      l■X  
F  D一人   ■  

表1．6．け－2  
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裂1＿6．】7－3  
PP6モーI■  TX  HF  Vl－F   ⅣEl    NPp  8FⅣ  C▲L  ⅣEEP R▲TE  

8pⅣ  引Ⅵ   
岬／  デー ′  W．．  E 8P                                        川 V  屈 山 H  屯 n Y  一正l  ⅣI■▼ n 8  M】ア  Po■■  田 ▼1l  llヽ：ヽ」  1血11H  払lⅣ  ∴佃・  8仰  ▼D  鵬IH  ■■：■■  ¢▲l■  Ⅶ  m  肌 t／t  ■防 ／ Q．L  lr■  川和L11  臍・・V  7■←1・l  8．－h   n H       n ■  lt′1   ㌔．  lレヘ  lt′～  r叩／ ll）R   ll／t  r・■■  ll／t  l叫′  仰  ／ 1▼    叫J  t  αl如6  

P  ∧LL PRESET  0円7  FF  OFF  OFF  OFF  DFF  OfF      昭ニ  l《X：  N□⊂  NDC  M：X：      ItX：    旺）こ  

A一人  －      ON    〔》l          FtlSW  FRSW          CAL    2  

2  H Oく                    lrC  I∬1二  M；S  

ユ  ∧rllⅦl二Sビ「  FllSW            FRSⅦ  
▲LL   一  

表L6．17－4  
Pp8モーl‘  TX  n●F     VLア   NEI    NPP  8PlⅣ  C▲L  耶EP R▲TE  デー・′  

7■一tlト  W■● 8．一－h  ∑8P                                     8IⅦ 山 H  一汁 山 Y  l■1〝 u H  匹 ‖ Y  lαl  My▼ n ■  ■7F h ■  Fo■●r 叫′九  田 ■u  ・丁  ln▲1〃 lレ1  王【l▲lH lれ  三丁二二  8JutI lq／ ロ  ○▲W 1t／1  票1 ・●  ○▲lM Il′′t  仙 叫′ 耶  札 ／ Ⅹr  d〟■門墟 ■／t  ■6さ ／ （■1．  ●■■  岬■」H  H■■L▼                          叫d王  l  ■1ち厄  
○  人LLI〉RESFr  OF下  8FF  OFF  ト▼  〔】FF  OfF  OFF      トに仁  川コ：  ト■：に  NDC  ltX  泊：    川：Ⅹ：：  

人－▲  －  鳩 ON    ％           FR9〟  ON  FPS肌          C▲⊥    2  
2  HOC  I、tX：  膵C          htES  
3  ∧一人 PRESET  FR5W  DGJul  Flt9〝  

■  ▲LL  ■  川：X：  

C  人－C   －                    FXCY  ml  FXCY  

D  人－－C SCl困  

E  C－∧ PRESET                    川X  t∝  

F  【ト・∧  一  
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ノノ】．什「仁 一ノ  

l】ll  l  T X  llr  Vしr  N仁l        C人L  ′ ■ ノ′・▼バ  W．． lI・】l†  ／ qu                          り▲lト lレ1  一札▲lれl（＝‖J 81□ 研ばIt／1   H■▲lれ 一〟監  l▼t十 ／ X▼  luu▲■tよ l／′t    n Rlt  n 型  山  llW n ロ  ∨     ■  
OFF   

A－∧   －        ⊂即  ON          FIISIV            FlモSW  CAL    2  

NOC                    トm：            川：■：          MES  
3  人一人 PRES飢                    FRSⅥ        Yl．Ⅵt）  VGAll  F119〟    棚            け．1どl  

1  ALL   一  

5  ▲－▲   一                              VG九L    L  LONG  
8  ALL  ◆  

T  A－∧  J                    礼        M⊂  似：  M）ニ  哺  ト貫1二  N：C  

8  ∧LL  －                    FXCY        Vl．肌U    FXじY  （＝ど■  

g  ▲－A   一  

A  A⊥L   －・                    Fl！S＼V        Vl．NR   ドRSW                柑  

B  B一見   ■  

C  ∧「｛′   ■                    FXCY  Fエロ  

D  A－－｛ SC仙  ′                          VLl叫二〉                    仇】迅  
E  C－∧ PRESET  

F  D－▲   一                    ト（X：        NOC  VG－U】  I咲  仙：   

票1．6】7・－ 6  

PpSモートー  TX  11F  YLF   NEl    NPp  β押  CAL  関野 R▲Tt：  
データ  研W   

プ■一ウI   

A⊥L PR巴；ET  OIT  Of下  Fア  OF下  OFF  OPT  OFF      M）〇  ト■X      川：C  川：C            M：C    トlコ：  NOC  

A→A   一      ON              FRSW                      C人L  
ヱ   NO⊂  伸二に                      MES      0．121  

3  ▲－A P舟ESET  FRSW  捌l      Vいl℡  伽  

4  ｛しし  －  

I  A－∧   －  加L        VG▲L  
8  ALL   －  

丁  ∧－∧   －                    トrC  N：X：      帆  忙C  

8  ▲LL   一  FXCY        Ⅵ一≠T）  

ウ  A一人   一  

H 0 D E 8  

A  ∧LL  ・                    FズSW        VLNR                    16  
B  8－n   一  

C  ∧－C   －                    FXCY  

D  A－C Sに〟I                    F只9〝        VL納D  P・】苧  

E  0一轟P矧巴引訂                    m⊂Y  蜘t        VG八日  
F  【トA  ■                    FllSW  DGAL        VGAし  
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表1．6．17－7  

TX  ≠・r  Yl．ア   NEl    NPp  ちPW  C▲1  mEP 貴▲TE  
デー■  
7■ノlナI   山 H   

D  AL⊥ PRESET  OFP  fr  FF  0爪丁  OFF  OFF  OfF      川：C  眠  ltX：  川X    l収：    Irに  

A－▲   〝            ON                              m    ‡  
2  宮OC                    FRSW                      l任：S  
3  A一九 Pf！ESET                      8：ン朋  B＝人H              POL  

4  ÅLL   一－  

C  ／卜｛  －  

D  A」ニ SC人H                                      嘱  
E  H P鼠tSET  

F  D一人   一  

表1．6．17－．8  
PP8t－l●  TX  HP  YLF   NEl    NpP  8叩  C▲L  閉IEEP R▲TE  

デー′  8P▼   

7■一tlト   

q  人LL PRESET  く）FF  OI下  0秤      押        I概  NOC  耶  I∝    l《C    庇  

人－▲   ●              ON  ⊂▲L    2  

＝  HOC                                           htES  

3  ∧－∧ F罰E5ET  FtCY  8GJ止l  且ニJIH  lて〉L  

ALL  ■  

C  ∧・く  ¶  

D  ▲・・C 馴                    ll：X：  ばr  

E  Gr∧ P只ESET  

F  D・－▲   －  
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1仁I＿ 7  P l－  R  

i＿＿＿＿＿＿＿＿＿一・－一一一一一一一－－・－－－一・【一－…－一 電通大  

1．日吋  
せ界約た雷が百草量の急増に掛、、世界裾二鶴足長経触送電耐ぇえ及び創建電  

鮫〆組仁建設ミれてl、了が二高緯度では成東橡軋によユ窃導電鮎子亀力線に流れ  
＝れこよって相向不平衡電流が凝生し、∫クヘルツ，ヌは占Cへ′し、明恵織女が増lヤ  
でれ．地銀躇気友劫■楼で波動・粒子相互作剛二よぅV」Fトリガイ二三ソショ ン  

の存在が簸居て九て、、さ。 ま五近年ヒ蚤り、蜜紘園・品気圏の白既竣敷い反動）発  

生の虎薗とねってl、3ヒの観篭があり、最丘は連流送毛のサイリスタ整流照の衆生う  
ち晰泉軸†が巾艶ヒね「て束ヒ  

ムP上においては∫OHg′∈OH亘の演草城巳ンサーヒよち電力簸の放射量の全紙  
線分布の観削ヒ，0～∫・∫人出の高台郭良センサーJ＝よう嘉調底乃農生原因とオー  

ロラ′ VLF白だ毎晩等の祀威餉確学的温動叱ゆ尭偶の研究宜行うこと五日的ヒすう。   

2。偲測石造と渡畳   
Exos一⊂捲戴のPLRの簸建物弦は次の2つの方式に大別さ九る。  
の 破顔娼対短一卜■（PLRイ）  
㊤た嘩鶴漸由一ド（PLR－H）  
槻木膝上・一卜は戌気コアー・ヒ”一によう戌気勧化行｛、、∫OHモノ 占β  
臣の嫉苧裁離根宣可能ら阻り常時運印し、全世界の電力線基本肢の諮尊・魂寸量  
の地域町賭舶1のブロー′ヾル分布の鮎化行う。これによソーサ醐tかう棚－け5電  

力線家軸升経堂の亀子比、を力硝貴の妃疲別史化姥試物理学鶉現象ヒ電力銀嶺射ヒ  
の相同乞長嶋向奄矧了う。   
定年鶴調法モートけ．PF5観測暴の観酬翫眉滞域互ロー．ケ．∫kHzに扉姐．電  

・7J親鳥‡剛良ヒナ呪物旦那主眼急によって発生すう雲離乳泉ヒ放射量の変化乙観測すう．  

紘ってセンサーはPPSヒ共同し、長こヰ01－仰デイポ㌧ノレアンチアによっ電場組酬  

宣雪‡う。   
PJR受信安富の－脚書付と泉一．1に克す  

4‘8   



去一1  
General工nstrumental DeSCrl  

PI．R－F   pLR－H 
アundamental   だamonic  
Frequencie王i   Frequencies   

Field   hagnetic   モ1ectric   
Sensor   Co工ed L00p   Dlpole 40meter   
Frequency   50／55／60Ⅰ王Z   0－－－一5．5 k工Iz   
Bandvldth   1Hz   30 Hz   
Range  10－7（A／n）／籠Z   0．1uV／m／打ヱ  

ー…－－ 10－3（Å／m）／Hz   －－－－－ 1mV／m／Hz  
SatnplingRate            2see／cyeleく10Wbitrate）  16 sec／SWeep  

0．5sec／CyCle（hlghbltrate）  
D⊥mension  
Sensor  40Ⅹ90x250m   
Electronlcs  
We19ht  
Sensor   0．55K9   
Ele亡trOnics  0．85 K9   
power   1ess than 5 watt   

之．1躾帯嘩弥政モードIPLR－F）嘲膜農   
奴郎極点枝毛ード食指吸畳の回路様如才、画一ユのナ。ツク・ブ・ィヤブラ人′こ荒  

すように、タ0鵬′付目王．占OH∑′ 草威中川Hヱの嫉卑嫁フィルターの出わを埠  
ゑ列史竣してFO′ タ∫．占∂Hモノ D・C，⊂久々の噸に銀盤L信連すシ方式乙とつこ  
いち。 守のオヾレーションーシー・ケン入は同丁ユに元す洩ソであち．   

本薮監酎成増細りセンサーは．EメクS－Cの拒払下如の外旦（太暢指向面ノ仁取  
イ寸けられ・70リアンブ室内赦して、、る⊂1乙ンサ去ぬ了ムーm珊→く占・れ↑γ¶′長さヱ牛亡仰  

のパ・一マロイコアにTO万回施さのコイル電線合せたものてこ毛う．  

4ム1   



図 一 2  P L R T i m e  S e q u e n c e  

DC  
55Hz  60 H2   CAL－  5。Hz 

00」  m S  

t  

L o w Bit R a t e  

（2048b p s）  

Hig h Bit R a  
（8192b p s）  

2．2尼帯鵡譲晩モード（■pL⊥R十i）の凝劉塩見   
広草城高細収モード琶イ去抜足の血路精良は、回－3のプロ、ソ7・デイてタ｛ラムに荒  

す 

帯域巾ま30日茎であソ、頼肢出力はA／D又挽てれ．清野礫柊各のスイー7咽風教の  
ステイタスと印書にDPU乙且し、PCMテレリーリー†乙温ミれまp了の吉相の言草細  
はPPSの痩に註覿ミれて、、る。  

回N3 P L H ＆ t n d u c e d R a dia tio n R e c eiv e r  

3．コマンド′HK′ デー勺・つオ‾マット   

PLRのコてンドシステムにはノRe久旦 Tこ川e Com珊久¶d ヒOG Coれ1一  
TnO」1ょがあう。コマンドの全貌はDPLノの頑て号亨述ミれうが こ＞ではP」Rに画  
壇すSコマンドのみについて墟ベ5∫．   

し．1リ7ル勺イムコマンド（払止■㍍咄晶）   
PLR草紙1こ動作の制御王寺子うコマンドでコマンド碩日ヒ弓の内患動作塊怒り  

ための－アンサーノヾ、ソフ丁等伯と恵一ユに禾す√最中lこ乞じしたように、PL R草紙の場合  

の外PPSヒ莫岡すう広帝鋤鳳トドt（PJR－il）に廃室了うPP5瑚衛屯  
白につ、、て1泉中に示した。  

4占2   



嘉 一 2  R e a l  T i rn e  C o m m a n d  

PCMテレメーター  
No  Comma n d  項 目  ‘内 容  用   途 による確認方法   

PPSCOM  PPS共通邸   
ON  PDC－l  XIY■7  ON  F和也W7王）○＝l（ON）   

2   OFF  DDC  P6EK8   OF F   コ0（OFF）   
PLR  PLRt溜   

3  ON  DDC  6  6  ON  F釘汁ユWヮ ㌔＝1（ON）   
4   OF F  DDC  7  6   OFF   …0（OFF）   

PPS／PLR   PPS十PL   
5  CÅL  DDC  5 8  CAL  F卸  V毎年＝1（CAL）   
6   MES  DDC  了  了   ME S   ＝0（MES）   

lFWRTE  
ド暮込モード  ＝0（NOう   

7  CO  PLR S 
BO  GAINL  
AO  WI 
90  H  

8  

コマンド実行  
9  DDC   

18   DDC  2  4   の書込   
0   DDC  2  3  データ【0】   

12  0  DDC  1 4  の暮込  
ALL PI 全PlOG  
OGCONT  コントロール   

13   ENA‘  可能  
】4  PDC－  ＝0（DIS）   

PLR  PLR OG 
OG CONT コントロール  

】5  DISA   禁止   

5．2 0G－コマンド（OG G－肌加」）   
PJR」了可視組閣以外刀杷成上せでもOGコマンドによって白如拍動作糾衛が可  

能でち㍉OGコマン＝二よちPLR．PP5ヒ向直すうPIのC叫ノOFF利簡項  
巨乞友一3に元す。・ねほ、C鳩■コマントセ射す5テレメーターのP⊂Mモ＿一ド嶺号ヒ  
のl如垂も田示した。  

3．5 PC＝デー『・フォーマット   
P⊂H〒レナトリイ乞考平に省至れちPLR－Fイま射ま、P〔Mモード0－ぎ′ ＆正一  

＝′lタのふフレーム中のワードヱ訝（帆曾）－ニムいてイ去逆てれて泉S√何トドり  

ワードユ？，30J3i仁は（PLRT（」），＝オすL5PP5とPLRの動作栂㍑泉  
下ステープ入が侃温これう．PCM〒、■－プフォーてツトにフ、lて友一牛に克す。老中  
に′ PCMモードヒ旬達すちOGコマント億号ほ入してあ3．  

4d5   



義 一 3   ⊂） G  C ⊂）M M A N D  
PCM  

PLR  PPS  E SP  HE P  TE L  IRA  ALA  BUV  LAS   Mode   
○   ○  0    0   0  ○  0   

2   0   ○  0    ○   0  ○  2   

3   0   ○  ．0  0  ○  7   

4   （⊃   （⊃  0  （⊃  ○  
5   0   0  ○  （⊃  ○  3   

6   0   0  0  0  8 . 
7   0   0  0  （⊃  ○   ○  ○  0  4   

8   0   0  ○    0   ○  （⊃  0  5   

9   0   0・  ○  Cl  （〕  0  6   
A  0  ○    ○   9   
B   ○    0  5   

C  0  ○   5   

D   ⊂）  ○  6   
E  

F  

0   NO  E FFECT  

0；O n  
－＝O f f  

義 一 今   P C M D A T A  F O R M A T  

Wユさ   Mo d e  W2？ 裾）0 －W；一  OG Comm   
0  

4  
2  ／／  ノ′  2  
3  ノ  ノ′  5  
4   J／   〃  7   
5   ／′  〃  8 0 r C   

6   ノノ   90 r D   

7   ノ   3   

8   〃  6   
9  No t  PLR  NotPPS／PLR  Å   

10  No t  Us e d   No t  Us e d   

11 . 〟   ケ   
12   々   〃   
13  J  ノ／  

14  

15   〃   ノノ   
義 一 ∫  ＝ K  D A T A  

Ra nge   

Fる…十71W惜  PLR Filt e r Temp．   －5Dt o＋70● c   

F折れ＋11WqJ  PLR P r e－Amp． Temp   PCM  C o n t e n t S                         〃   
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3．斗 HKデー∫ヲ  
lつLRのセンサー及がヂソアム7制札前払再うに癖旦プ㈲こ取付りられて射 

てり動作矧生′新島足り▼繋管t受けヨので・＝り如の温度をHレくデータとしてテレメ  

トツー伝送されち。Hkデータの了乏温内容は恵一∫に示す通りであち。  

4．風間（恥品t）  
4．1薇帯魂き蒸渡モード（PLR一戸）   
朗うの項て墟ベモように．PLR－FはFO日子及ひ“占∂出水射の強風そ壇綻受  

精し．全世界のPJRの常時モ＝クー芝行う．破って表－3のロGコマンドに示すよ  
うにノ8UV・LA5が動作す50Gコてン■ド朝礼 Bノ E，F♂）各モード宣疎き．  
すべて濱田ミれう‘  
4．己束帯感高詞i択一・ド（PしR－1H）   
日蝕の埠で比べたように．PLR－Hは碓戎物理学幼後象に歯直して発生すち嘉脚  

浪の貯ぇi行うtので、主ヒしてこえ中泉仲冬伊甥れこれ・て皇如うlこ澄明五行う■。  
① づ〔嵐上宝（Ove，Ⅳひ′tんA川eyJL久1）   
威ぼ共同廟脚圧して水、一卜敏枝（鋸〝れeY）－－イリノイ大ノのノ√′し－ン触潤一l   
札㌦ヘリウ1ル（He肋〟セゾゼ）剋醸一スタンフオ⊥ド入′のゾLF観測でカナ   

ダ1L糸付血の超克茫長江馳電力線上・をて“の私服↓ヾ一光農高趣向軋Fえ致におけう   

高調液の影響乞観測すち。  
②づ政ヒ生〔0腔r帖′亡h亡川トビ）   

国産栗同軸，lヒして．フラン入回立宇宙折衷ヒンヲー（川ES／CN打〕のラフ   
－サル博士（山卜冊）の北臥二みけつVLF地上馳机の同時観せ＝＝り、叱   
臥のオーロう寄付並の高郷良け粥乙敵弾けう。  
①ナヒ温泉篠山喜し5to川丁し川亡）   

叱掛軸組＿時のせ界ヤの思妃料こみけコP」R鳥羽浪の発生分布之如1盲う。  
⑳醜蛸和墓地（Sy川久5●転ヒこ。Ⅵ）サ17。ル巷把（5こPガe sbt√川）   
廣気牧乱時の北斗疎の電力青嶋三郎凰の南車線へのイ三権ば促音観測L、政財胞子軸   
互仲村の脚如行う。   
⑤ 日本列島尽し〔■モの吼迫にあけ3PJRの分布観吼Åび■バルーン凪げロケット  

ヒよっ、PLR舶電紘櫓透過特性の舶．（○レピγムpれ¶ビ≦・ビム鮎レ仇J5ノ   
Eメ05－C席間中、ヤ宙科学紆え舛の三花町大気魂史敗亡ユタr′鳳tヾ胤巳畠   

官宙センアーヒあ、け3ルいン官乾Åげロケソト夫乾を突発し．P」Rの電芳蛸ノこ   
お〔＝速退柳生の研究t弔う‘  

（む ての化   

上反以外の経路・堵頚でも．高矧皮の発生の世界甥布、勢苦寒生絹嘗に．ゴ．他の   
Plの宅鰯画え互勘浸し．′史雪た堵合．助言鞄削と行うご  

4d5一  軒鉢・才取直沢・叩尾電丸   



1（二）† 壬∋  rI E P  

－－－れ〝－一一一－・－－一－－－－－】・一一一－－－一▼▼y－－－・－－－－・一一一一…・－－▲一  ∃三ハl大  ＿永  田   

鳥1手心ギ、一句蜜を（＝∫一J、ヱ〃‘′）ヒ錦を（．、／き－J√  
血′）．室∫i雀嵐麓上向‘l霞dF一言干し入コー70で刹良可う．宙  
的け帝相身上里仁おけう敏呵線帝釆弟博一祀如オーロう傾如  

札的細島′み子lレター病中′朗簡軋れ急敢紳考皇判定Jちこ  

とであう‥ ハワイ1堅呵血にも終ゎ埼f√蜘1Jlて－りが．  
組翫．1才・レヂー市中葛オ伺う息オ針、ので．ニ小ちり和書匂r  
L■乙．、う．触邑仁一士乙皆の亀シサー（dト王テレネコーナ）え成  
東し′／留i水億上反打方覇王向くょうに（∫伽∫れ－り′他〃／  

笛塵芥鳴土色負号何皇向くように温く（タかSク．一之）．鳥也シタ  
ーはぎ雅り㌫食虹羞げう蕨〕（ん－ふ■習ヱ押′∫イ仙）誓j解）ノ  
∫．払グ○・／牛レJ・∫r であさ．  

／、観劇ろ玖   
ををL鳴う勺令ねけ屠王クノ小札 のd己薇玖及位ポけづ1かレギー頑乳可久．トで  

呵4う．入射超与の⊥ネルギー邑皇穏和仔′1手ルダー痛乳d戸主絶叫lこLづ，茅  
＝句のよう札之ユだえ夜長皇巧ねうと．酎・博吉・へl）う久巧オ点々勿句碑エにのり  
札キ町角斬れ′tのLきの劉生タかしダー舶は絶乳募り透そで淡lうことにゎき・  

ニq勧lで、摘2虐】のようd杭転のふンヤーえ使う．粗与は厨叶⊥ろオう入射L′  
温色ユえダったのの〟ワオイルま金歯Lた粗布こつりてdF一言羨各色13．Lた  
す「て′赴ケの句瞬け針旬のβ．こと泉さ血㌢幹匂に碍葛し．領嘩仰，今d  
他q租与古温色Lた毛の仁ヰう． E確鼠貫くち丁乙＝J・∫血仇）負血・1掃け1ちJ綬  
凰軌三郎っようせ1斉ルヂーq怠、、妙ろにつ‖てIせ碑利明軒貌風貌で偉く． 茅l  

読蘭恥骨レヂ′傭卵泉す．い如払卵伺触ゼil－′かこ京7エネ‰ダー絶  
息では私rrた毛り1に巧つが′ 仮性軌がウルく健吾・塊キ『剣如称ぇ仁与ぇ盲動  
響佗サ小・壕J軋二′∫イ薇兄貴勺多泉塁承守．各亀『呼で∠唱とあヲのβ寄  
ヱ伺っd∈ノ d已ヱすg．′ ち・ちゲ、ち′吉j軒呂 にlふでt叫吋ふ7つ・  
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柑－2  川－I  I  IO  lOZ  T03  川4  

P（】rtlcle E【e「gy （MeV）  

茅J臥 〃どPセシ司一可雑書句飯豊芹†ムE一ど（罫．  

ヱ．判定邸紘㌢入テヘ   

雄武q官ヱやのヒンサー・．ニ対Llめ汲シみ丁んけ芽サ鳳二荒・雪上うに＝組で恥食  
わ也う・点種鼠温∩あ終電A（d引′β（弓）′Cn㌔」′ D（島J′亡くげ一トリン  
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7、曹与遷序列好小甘  常与諾長小判痺（げ巳七．ト／：ぜら・軒語尾即■けγサわけ，ぞ少、  
束：り仲山乙わナ坤碑帝騙ろの雀休句府椎享け陸尉阻・てt押二躍滞日7りラ。  
竹山仰醐γ扁賂丁ぅのrこ舶す5Jうろ暦男背後き降りて昏争各町汁ノ  
毎払高一ヲPβh「・気J・hqr′亨ウノ㌣アき鯉合せて料今工廠即・那き細う∫う仁  

′Jl乙し）う。て♪Jう1’衣かこ農，ど′ 日本が紡別昨う卑合如甘何かA5そ・・  
うう可、rこ努咲き行う手ほ煙り仙ヰ小了－ろ′；万・lと凄i5‘叩噂〃巳申摘ち．か「  
ユニーワ〃顔刺亘郎度う確か■庫肴とぎd′う‘．上かす∠に碁フ・・‖て忘ベロ∫－Ciて  
鴇－tて（一郎棒絹度♂ユつ司安草窄私行うり錆瓦あぎ客車，のア・盲ズてノけJLの  
ユつ少子鴫ぐこ畠）之東リたIl庚∠う。高夫面芳賓射て「′′ど付寧チ易者れ如牽物宜し・  
て，tう辛かサ弓号耶観客1大路＿一乙り浸出き（f′t′研こ／椚夕孝之常信訂ラ上叶・－；車た  
触丸軒別‾こ諾ってノ 右工ネjLぎ凍わ即す5倭野島煉りβ抽1（糾て  
雪軌て唇う離♪上昇がネ；車・丁¢′き射矧了噂に外川たAぐ常葛ノ割勘タイ  

でて鍵田官桓享′アラズて丸和圭錦岬「てJ7′FなぐたAぐ常軌こ才，ア河り㌦雷ヲ  
がか敬子中たtのて■■戎5～好斜行。アぐラス・一て八・デ′しい一・て〔り椚土方〆太陽」  
稗貫（こよっど下掘アすぐT～・7■タたパアノしノ両観官享痴一周・ノの絹物・フロラズマ  

の車享三富厩「て与川与き旦Aし・ひ㌢緑I）てノ？91句2抒仁郊†押たわの＝．痺  
針一首つ（（0ロK仰鳥居（ニス叶うペブル功内外7t●J常チニ東泉人ブルの彗頂から  

：紬、べ題結Z■■・一甲間半あ▼き（二刊郎3割こ卑叫た 盲粍5－ぐ■瑚ス㌣二′聖新宮～い  
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ィて錘巧吉卵碩のデー′ノオ・凰埼Z■きう．ごd（；ヱ，勇語義帝？・1力宴断雲埴♂4H二  
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¢Sイニ噺署∠甘）鞠に餉〃川5と期汚してIJ5   
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廟丁ヨヒ 零封、j恵いむ融か雫に勺5帝櫨（’淳勤常夜）け軌てシフトすう¢  
こdt；ごす勧夢色刀シフ‘ト令IJ  

△叫二葺・軋7詭、l〃［五（poヰ帯刀・－・（い  

△咋二¢・＆て万一l州l、■工じ¢ぞq一／伝ノ］・－り  
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1）ゴー仔か■アI15ふ叶Z・・夢うれ七〔アラズて車の抑、マフス・ラ1Jし鳥希lて  
し1乃叶い丁・・上意∈り）ド）・祈細●研か；得；小たネオ什の宮子茅虔付あ，を■・‘て写し  
くちくわ書かぞ1アう・才一7ヤの腎ラかてつスセ′L飾妄tてII3カ、と・、うブ・の今上ッ炒、  

て・きう．．  

ヨ システム＿直酎20叩潮力4コ♂セニサーがソーラパド）LJ凍瑞に翫イ丁叶拍  
た。鞄ほバド）しイ三車齢鋸炉て雫勘濾痺太勤せ5ヰ付点＝～愚柑3，  
中爪ヤり一こ♪うち∴一叫鞭打アラズて不和牌町て才5専ラZ顔サ忠か妨  
げ胤小友デーア丼割こ弓吹き廿5たや′うナこ雫虎ノ柵きモこて」了∂。埠フ  
て啓子謡唐けとL7輌ヨユオ吻勘～＝絹（こね1ご誘うちのしユ（コタ汀醒  
のウ工一っき～叶乙判定すう辛がてきう。‡た衛星J刀琴前損・抑鞠（T才1ぞ（才′  
廉価こ珊瑚㊦と書直万物軍i諾度杓う阜ができ5。零封温がけ沖仁  
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「E」印仙「止 
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4．墾星   
電子密度観測吏置（NE工）／；学宙壁間プラス・マ／二浸さ久たアローアパインピーチン  

加晒杜ヵ、ら．解周盈にあけ3膚享盤屠の威録施乞あIl頑夜で計舶う。   
インピーダンス、アローアによ5醐．局晩酌衛星鮒Jま．ニ＿旭．p∈N掬  
い9ワ2）．期f†り（／？ワ与ユJK工灯訓（ノ？ワP）屋㌦川NO乃尺丁（／？糾）ヒ垂  
あちれてそてい多が．∈XOg－C磯の壇与忽塊粛鯵簡約∂ノルノ占〃鮨  
の卿周密教の経周の中で．1、＜つかの埠引モノド昔風ブニニとが出来．史的モード  
の全席恢払封す5法力温のPCMデノダ吉信直してく喜痩にある．二のことによヅ  
〃Eヱ′増子屈原支点い発酵で封如か絶、督碩屠少与ぎ．シース・／（ラ≠一ア、  
アロー7・の琴勃琢にJ如5礪線葡夢アラズ7波の存在によぅ容臣御払要斬亨、  
衝雪のプラズマ硬嵐こつ、、ての種々瑠碕雛碍ヨニとが可乾とガゥてl、5。才た  
NE工はコマンドにより傾閉アロー7小吉‘∫フィートアニテハニ攻城え5ニとか盆束  
5．ニ九はロシアアンテナ／二よぎ独自のインピーデンス・アロープであきとと葛Jこ  
アP5によ5醐鰯ヒか，両軸データヒしてアニテナインピーク、ンス  
の値を離す5右のとゼって＝ち。   
∈XO5－C出ちNE工の観軌了＿衝弘細線二臥さ九ちことかち、ニ縫  
の一盛の碑iヒより得ち久てし、5アラブJレ姻晩襲嘩輝、潮解領域  
での翫場ヒ加え、オーロラ威去雀ヱ金峨担げ他左ゑく顔射ヨニとが出  
来う．庭師埼ヒ嬰如碑た九う傍観ヒ現象′ま、（1）ブラ引レ嘲帝帯での蜃  
微官解像象、（Z）酵晩旭嘩開明のプ。ラスマ、バブ′頗、（主）4u紛  
糾域嘲緒塊批すち瑚絹。観と相即成分、嘗であうが．ニ九ちの軌  
跡‡．PPざ′TEL′∈SP′ H∈P孝勉）P工の観蝶と玉偏條，て、幽アラ  
才マ破壊につl、て励毎理解を熟二一項紗きるのと廣桁さ孔5。   

2．鹿鮎嶺盈   
N亡工ぼアローアの寄癖孟瘡昔プリ・ソジの非廟扮とLて計軋￥の周波  

曹長埼性から高静′＼イフ【リl，ド周頭数吉頼れて電子朗去三根す5。仁メOS－C瘡  
恥NE工システムのフ・ロγ7占弛昇一凰二束した。うス〒ムJま．アローア／ニ和知  
す吉和憺如赦すち宕輸、フ。ロープかフローア場噸え阻ア”シア乳月山t  
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IF顔乞食ムデータ英理蕗よソ磯板久5．皮下システムの名前二つ＝て権鼓す右  
a）盆量∃堕塾   
rJ∈工0）アt］一フ御鵬考ばPPSのPLLシン也サイザーより倫さ久5．痢J  

璃瑠ば4バ、ンドより炭り、夫々／。∂～如∂わね／勿β煉L〃〃彗＝〃〝L  
占、4〃〟2か占．4〃舶〃／‘〃根の周瑚かヾ〆し．合同後に亘坤引  
席脚な聯紆払硝2少山乱オ‰左で紗ご朗。アロープへの印  
加招拷ヒしては4初の醐頭数（／／2k地．ヱj∠た他′彪4他動・釦〟鵬）  
相知水ておっ、二れちのバンド如塵痩周頭取の確泉の葛の左虜蛇して塵倒す   
うこと電可鮭で顔う。   ♭）フ巾鰯野  
電子履要軒雛鳥のアロ一ア・了、加叫ヾ4ク∂彿卿んの糊童㈱・・射線  

上のユ承のパドルの左端に東リつけら九てヨり．〟∈工の／鳴叫鮎／モードで甘、  
ニのヱぶ句アローアか・㌢穆引各′二そ憂にアリアンア仁廃さ九う。弛、アローフり  
は］マンドヒより占㈲アンテナヒ堺墳えること相来る．キャリアーし一シ  
ョン互一ドで再∴7てト7・？代圧LC東根曲璃悲ざ九、システムのキャリア   
レーシラン廊称九う．  
C）ヱ1ヱ÷ア率   

アリアンフ・如夫々・仙伽′‰由凋ノし〃ヲ鮎ぞ周の2っq顔”ッジヒ荷  

朗喀鈴よ欄う．  
一 月ぴ’r一  

アリアンアかちの餌ノJPPgの〃F安招奇のi長和1s十押掛ミクサー  
ヒ入出久う。工戸躇崎の餌代馴臼モードで′如朋島抽／二卸九  
ち．tFt菅担九た盆カレぺ／レば／2ム豆′二4旬変頑さ九5が・データ郷  
ヒあ、lて、㌢反十のデータヒLて廟涌膿ケ久野PUに羞虫さ九う．  

しCCAL   65＝入NT．（AlorBl）   PROBEA             ーー   十 ‘－   ヽ  
PROBE  PPS＆NEl  

tFAMPノ  
CHANGE  DATAPROC．   

PROBEB     CONTROL  DPU  
LOGtC  

好一臥 システム∵フー・ロック函、  
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3．盛運   
〟Eヱ／まラステムの一静左PPSヒ＃萌  

してあり．その豊熟二束たってはpPUと  
のインターフェイスβ拭・馳P巧コ毛γ  

ゑぴ・PPgのク州7′コマンr乏恕〒した  

エて：αチコマンド夏任フ・ロックコ7ンド  

ヒよ川と了モー仁・喜塵塚すき脾・郎。  
第二軌ニNE工の虜軌こあ仁，ての卵如  
漁九図として元した．   
N∈工の計測モードの産択硬ヒしては、  

癖星紬鹿田Jニ喝して．植付k′樫の  
PIヒ♂痛射っじかあり、蕃たNE工個南の  宮二臥’N臼屠周り≠傾  

馴卸れて．印加珂碑．アロー7切壕′以L／わ田切喫舶ち。ニ九らば互  
ヒ鴫かこ寝釈ぬ克て鹿変帽軌二足じたぎ勿のこまか＝虜研照一碑にぼってl、う。伊l  
えば艶應度のグロr州レ仔倉和樹謝す絹的でば．＆〟ムごと而をの孝一の∂∂重  
野柑うこと七よノ曹庵盾での鰯如ほプー周回ヒわた3デ←タ碩持す3ニヒか  
鎧釆5（ケローノ（・レもード）、穿た、A〝嶋領軸．菰象威、曳77・うジJレ雌見  
頃撃孝威賢埼定の比軸観ち九蘭域での鞠召舶組子触るとヴ“埠コ  
マンドの適切瑠酔1ヒよ，て可能ヒ仔う（軸モ守一）。  

4．垂直   
4．1コマンド   
a）アイスワリートコマンド  

PP5コモン0両FF：PpC－11－7／pDC6一号，pP〕イ丹〃ス0勅知  
PP5cルセ軒F：pp四－レ乍一占，P襟・N∈工層魂0ルる汗  
M胱一A〟打丁と：影野C4－7，モードAケ11－0〝データ書込みモイ観象  
tF一躍T∈：pD＝一7，  t下‘イ′′〝oVチ」9私純一ド観  

PPS∈XEC，：抑C，ワ，ぎ，qll’d’コマンド棄行5PP3CALhes：PDC／㌢写本7   
♭）アロッ7・コマンド  

毛一ドA・コントローJレ  

β郎1′βクニ1卯刷EIモイ竜娩  

βヲ＝1／乍‥（N己工）oNカFF  

脚＝て〝慨疫救S亡児血UC  
防＝t佃：同素教FTル乍腫印  
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一戸コントローヤレ  

β4＝1／／β：NE工P2舵 N¢だ…L／⊥川合   
C）0合コマンド   

路コ7ゝド仁よ3新潮モードβ〆・N∈工剃御物謙称吉昭の碩宣命藍。  
4．2「Z〒一夕ス召 〆HK   

スチ′タス  
F2h帖 B41／O NEION／旬FF  

1／伊 C月LルE∫  
イ／0 5好．朗腫 S∈ほq／七化L  
イ／ロ 仔ズg壬＆ F／ズ／∫れ老若P  

Bァ  

巨細〟3／βO  

Bイ  

ド＝．Fき  ヽ
I
ノ
）
 
 

触
 
 

k
 
 

9
一
 
 
／
 
 
 ／

 
 

′
′
し
 
 

クβ ぶ才色朗〟かゴ  

♂／   2（23ム 〃   

／ク   3（424′′）  
／／  ・  4（飢ム・）  

1／O N臼〟灰〃此F勒βE パ／B  
l／O N∈工僅∂旺 L∂N今／怖だ…L  

β4  

B∫   

HK  
F卵〃十去〟柑  

4．3馨細搬  
NEIP‘若月巾P 間陀朗M吉  

プローブ翻口稽号  

衛J周級 戊／～β．4〟讐d4～u〃竺絹～‘．4〃地点“′‘．4J‘〃地  
層史郎救／／2k〟1ヱj占た他ノ扮〆政和棋／‘構  
E印ルペルの／しらα－r〝ぷ  

′ 

鎧 
〟∂紳月L搾βgとモヰ′ク～Jβ∂′戸   
山困庁P飢脚Eモード ♂～J∂β∂げ  

膚カ（P得ルE工虜朗吟）  

αト2′£7  ∂年一牙′C   

け   ヱ打製ノ ′ヱ3〟   ノ紺働月 ′之j〝   

十／ヱ   ヱムク仇月  jノヱ〟   2彷〝月 J．j∂V   
一／2  ／j∂〟月 ′∫ム〝   ／紺側4 ヱ蓑ル  

よ9／〝  ∠．ヱよが  
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4．4磯樅昼   
アローフ、詔  

形状  

垂嘗  

ガ脚≠x〃7∂財物ば倣屈） 
♂ノ9占匂  巨2   

ニニ  

第三固NEエアローア形択   

フリアンア亦   

聯丈 仰虎〝xgo仰xj吉劇〝（‰掴）   
竜骨 β・J如短  

「  

て≡三三 出撃攣廃叫＿  

常田函N亡エアリアン刀形状  

品瘡、大泉、密幹（≠転大学・理学辞）   
薇畝 ん臥   （殉神棚）  
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1（二）＿  1 1  1＼・1  l＿一  丁）T  

京＝た 深 層邑 －－」  

／．目的   
M U レーダー7ンテナモニター（M U M）は牒U レーダーよ少送信されるダム．∫ MH2．の   

アンテナ戟正用 C W信号 （送信機最大出力：ゲ1クCW） を受信し、その強度変化から   

軌道に沿ったアンテナパターンを求めることを目的とする。アンテナパターンの全容は   

多数の異なる軌道につぃて得られたバターンを合成することによわ待られる。  

M U レーダーの多様をアンテナパターン合成機能は他の大型レーダーには見られをh   

卓抜した特徴であるが、それを検証するためにはそれだけ精密をパターン軋定が不可欠   

である。さらに大電力送信・超微弱信号受信に伴をう電位妨害を防止するために、メイ   

ンローブのみならず比較的低レベルのサイドローブ忙至る詳抑をモニターが要求されて   

レ1る。  

よ．測定原理  

受信信号強度は衛星の高度・姿勢、受信アンテナのパターン・入刀インピーダニ／ス等   

の影響を受けるため、これらの影響を正確に除去する必要がある。このため匠、M U レ   

ーダーサイト（信楽）に設置されるリファレンス用′j、塾無指向性アンテナから、M U レ   

ーダーの中心周波数＋∫♂kHzのC W信号を送信し、衛星上で M U レーダー（M U R）信   

号と同時に受信・比較戟正を行う方式がとられる。測定の原理が図1忙示されている。  

後述のエう匠受信アンテナ長が M］F レーダー周汲数に対しては約ム波長となカ、ア   

ンテナパターンが 比較的複雑になることヤ、 M U レーク㌧－一衛星間距離がJ♂∂－  
J，ββク km と著しく変化すること等のため、M U M 受イ言磯の入力レベル変動は極めて   

大きhことが予想されるのでヽリファレンス（R E F）信号の受信レベルを基準とする A   

G C が用いられる。   

⊂〉  M U レーダーアンテナのメインローブ暗がJ．占  であるのに対して、アンテナ上を  

衛堤が通過する速度は最大／．∫0日‾1程度であるので、受信信号のサンプルは高々／ク♂  
nコ 毎で充分である。従ってこの間に M U レーダーのビーム方向を切力換えて一度に   

／∂ 程旺の異なるど－ム方向のパターンを測定する。一方向については数個のサンプル   

が得られれば解析には充分であるので、受信信号のサンプリ／グ周期は約2‘ms に選ば   

れている。また R E Fi信・号のサンプル頻度は M U R 信号よ カ小さくてよぃので M   

P X の比はぎ対／である。これらのタイ ミングの関係を園2 忙模式図的に示す。  

4ア8   
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MUR signal ch 

M U R 及び Rち】F信号の変動。 M U レーダーアンテナビーム  
を A→ B→・・・→Jの順に切少換えた場合について示してあ  
る。  
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J。機器の構成  

3。1 アンテナ  

受信アンテナとしては P P S用に搭載されている半本の円筒アンテナを共用する。  

M U レーダーの中心周波数はず占・∫肌厄であるので、このアンテナの向い合ったよ本を  

ダイポールアンテナとして用いる場合（～タ∂m つ：ip－tO－Tip）、 ダム．∫MHヱに対し   

ては約占波長の多波長アンテナとなる。その入刀インピーダンス及びアンテナパターン  
は実際のスケールのアンテナについて地上で測定することば困難と思われるので、  

／／／♂ スケールモデルによる電波無智室内での測定と理論計算によ勿来められた。   

図3は電流分布の測定値と理論値を示したものである。○印及び×印はそれぞれ測定  

された電流振幅及び位相を示し、実線及び破綻はそれぞれ計算によ少求められた電流振  

幅及び位相を表わす。横軸は構体からの距離を示す。栴体の近傍で振幅にやや不一致が  

見られる以外は測定値と理論値は概ね良く一致している。   

この電流分布よ少求めたアンテナバターンを囲4に示す0  0＝叩○付近を除くと  
CURRENT DISTRI8UT川N  
lby MOMENT METHOD）  

図 3  P‡）S アンテナの  
ダム●∫MH2；における  
電流分布（／／／ク  
スケールモデル）。  
○印及び×印はそれ  
ぞれ測定された電流  
振幅及び位相、実線  
及び破線は理論計算  
托よる電流振幅及び  
位相を示す。横軸は  
構体外壁からアンテ  
ナに沿って測った距  
離。  
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図 4 区i3 の電流分布よカ計算  
された P P S アンテナ  
の享占・∫MH2；におけるア  
ンテナパターン。   

20  

8  3□  60  90  
THETR（deg）  
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パターンの変動幅はヱ♂d王i程度忙収まっている。先匠触れたように M U M におぃては   

M U R 信・号と R玉】F 信号のレベル差のみが重要であゎヽ 脚dB 程度の A G C 可変範   

囲を持つ M U M 受信機にはヽ この£♂dB 程度の変動は支障とならなレ㍉  

／／／♂ スケールモデルでアンテナをダイポール接続した場合の入力インピーダンス   

の測定値はよ／－j7よ（n） である。これに対して解体の影響を考慮し左い理論計算によ   

る入力インピーダンスはヱ占♂－j卯∂（R） となカヽ 病体が大きな寄与をすることが示唆   

される。アンテナ接続部のスケーリユ′クが不完全であるため、実際の入力イン仁ピーダン   

スはスケールモデルによる測定値とやや具をる可能性はあるがヽ ∫♂n 系に対する不整   

合損失はヽ 受信横設計に当って予想した／∂d8 を下回ると考えられる。  

3．2 受信機   
受信機は M U レーダーよ少のゲ‘．∫MHヱの C W信号とリフ，レン∵スアンテナよカの   

ダム・∫∫M肋の  q W信号を受信し、これらを分離・検汲・A／D変換する機能を持つ．  

図5 に受信機のダイナミックレンジ及び A（コC可変範囲を示す。最大受信電力の条   

件は、 E X O S－一 C が信楽上空で近地点を通過し、受信アンテナが＋／βdBの利得   

を持つとした場合に、最′」、受信電力の条件は E X O S－ C が信楽よカ仰角∫○ 方向   

で遠地点を通過し、受信アンテナ利得が－／♂d旧 とした場合に相当する。 M U R信号   

に対する＋J∂dBのマージンはメイン′ローブ利得に、－よクdIlのマージンは低仰角サイ   

ドローブレベルに対応する。   
0  

－10  

－20  

－30  

受信機ブロック図を図6 に示す。   

アンテナよカの入力は、／MH広 幅の   

B P F、 過入力保讃のためのリ ミ ッ   

タ（L 工 M）、 R F 増幅回路を経て   

／ク．7MHヱ の第／工 F に変換される。   

／αクkHz 幅の B P F を通された後、   

A G C がかけられヽ 信号はよ分割さ   

れる。次ぃで、／♂．‥封フMH2；の第よ局   

発信号によ り∫β∫kHz のM U R 信号   

と、梨持kHz のR E F 信号に変換さ   

れる。各々のチャネルの信・号は直感   

検波された後A／D変換され、テレメ   

ークによ少地」＝へ送られる。R E F   

信一号チャネルの出力は約／∂♂ⅢS の  
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志－60  
0  
旨‾70  
くゎ   
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－90  
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－」30  

M U M 受僧機のダイナミ ックレンジ  
及び A G C可変範囲。   

図5  
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時定数を持つ低域通過フィルタを通された後 A G C 回路に帰還される。   

A／D 変換器は／コピットのものを用い、上位／∂ビットが使用される。テレメータの信  

号には、これにゲビットの同期信号とよビットのステークス信号が加えられ、〟ビット  

信号（よ帯）としてシリアルに Dp Uへ送出される。この時必賓なタイミング信号は  

D P U よ少得る。表1に M U机受信機の主要諸元を示す。なお、本受信機の性能維持   

温匿範囲は －2∂O C～項フO c である。  

PSIN（：；篭誉）  

α」／OFFCONT  

図6  M U M 受信横ブロック図  

ゲ．データの構成  

／データはよ語（W2。，W2。＋1）から成る。その構成は以下の通力でぁる。  

W2。B。～B3 （≡1001）   

W2n B4 （OT寸／OFF）  

W2n B5 （M U R／R E F）  

W2。ち6，B7，W2。＋1Bo～ち  
フレームデータフォーマットのモード／∫K  

（i） 同期信号  4 ビット   

（ii） スチーク・ス信号  2 ビット  

（111）検波信号  10 ビット  

M U R／R E F■ デーークくか配列は p C M   

よる。  

482   



表1 M U M 受信機の主要諸元  

受信周波数  

入力感度  
ダイナミ ック レニ′ジ  

A G C 可変範囲  

検波出力  

A／D 変換  
入力切換  
サンプルレート  

データ   
タイ ミ ニ／メ′シ∵グナル  

ステークス信号  

M U R：fl＝46・5 MHz  

R E：F：ち ＝fl＋50 kH2；  

－115 dBm（mln）  

50 d王i以＿上  
40 dB 以上  

0・｝ 10 V  
lO ピット（12 ビット A D C の M S B よ少10 ビット）  

アナログスイッチ（M U R：R E F＝ 7：1ト  

Hlgh blt rate：1．95 m8  

（Low blt rate：7．8125mB）  

16 ビット表示  
D P U   

2 ビ ット  
M U M ON／OFF （喝nB4）  
M U R／R E F  （恥nB5）  
4 ピット （喝。Bo～83 1001）  
M U M ON／OFF  
7∵ンテナ切換 M U M 側／P P S 側  

〝  ⅣO R／R E；V  

＋12 V 約11（；mA  

－12 V 約 28mA  
＋ 5 V 約 g mA  

l司朋信号   

コマンド  

消費電流  

∫．コマンド及び．運用  

E X O S － Cが信楽上空を通過する軌道は、予備的な計算結果によるとJカ月程度   

でアンテナパターン測定に必要充分な数だけ得られる見込みである。延測定可能時間は、   

測定期間のなかびにおける近地点引数（u）が 叩○ と－9♂8 では、ほぼ／：よとな   

るので、早 ＝－9β○ に近い時期を選ぷ必要がある○   

コマンドは実時間コマンドを用い、O Gは用いをい。コマンド項目は表1忙示すJ種   

である。なお、内ノ浦（K S C） と信楽では／一よ分程度の時間差で E X O S－ Cが   

視野に入るので内ノ浦からコマンドをかけることには何ら問題はない。  

京大工 裸馬昌一郎  
木村磐頼  

京大超高層 佐藤亨  
加藤進  
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11●  コニ 学 観 寺則 言十 署旨  
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11． 1  S C 】ヽ′T  

＋  ■i   l■＝1■  

1概 要   
太陰電池特性計測装置（SCM）は．衛星電源を供給する太陽電池アレイとは別に】衛星下部  

パネルにマウントされた2×2cdの太陽電池サンプルのAir Mass Zeroの宇宙環境における  
特性の測定と長期咋申たる安定動作の評価を目的として▲上記サンプルの電圧一電流（Ⅴ－Ⅰ）  

特性を測定する装置で，セアサ郡（SC知－S）と電子回路部・（SCM－E‘）から構成されている。   

ヱ 特 徴   

EXOS－Cは，センサ部のある下部パネルを太陽に指向させる制御方式であるため，センサ  

部への入射光畳の変化が非常に少なく．計測を高速で処理する必要がない。本装置ではこの特徴  

を利用し，新規設計の回路方式であるコンデンサ充電方式を採用して．従来方式より低電力化  

軽量化をはかっている。   

j 機 能   
本芸置の計測方式は，コンデンサ充電方式を採用している。この方式は，太陽電池出力電流に  

より，太陽電池と直列に接続されたコンデンサを充電して，太陽電池にかかる実質的な負荷を変  

化させ，その過程において太暢電池の出力電圧と，あらかじめ設定された基準電圧とが一致した  

時の電流値をサンプル／ホールド回路により検出する方式である。基準電圧はフレーム信号に同  

期して切換えられ，16フレームにわたって16点の設定電圧における太陽電池出力電流を計測する。  

計測されたアナログデータは，所定のタイミング（W95）でデTタブロセッサ（DPU）におい  

てA／D変換され，テレメータにより地上へ送られる。   

センサ部‘こは一2×2cdの大きさで4種頬7枚の太陽電池素子（衰1を蜜）が実装され一  

精度よく温度をモニタするために素子の裏面に直接，白金温度センサを貼り付けている。太陽電  

池素子は，電子回路郡において，リレースイッチにより切り換えられる。  

構 成  
本装置は．次の2つのユニットから構成される。  

11）センサ部（SCM－S）   

泉Jに椿猷試料り施欣ヒ斤、う．  
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良J  l苓叙法料  

C？F謂富野‾ト  SC－1  ’帥S SMCELL    am伽  
SC－2  ○  

（    ）  （RT＿11   

∝－5  ○  
／   r  ●   ）  

三に－4  
l  （ ）  

∝一5  Si S〇LARCELL  臨：R  

SC－6  ○  
′l  J了 し  lRT－き）   

SC－7  ′一   肝  ▼l  α話芸諾‡‾「  

（2】電子回路部（SCM－E）  

図J に本装置の機能系統図を示す。  

よJ 電気的性能  
（1）人力電圧  ＋5V，＋12V．一12V，、＋15V  
（2I消費電力  ＋5V…‥・ J∫mW  

＋12V‥・…∫丁‘mw  

－12V…… Jl午mW  

計  9J∫mw  
ほ）コマンド項目  

（4）・HK項目  

（5）ステイタス  

（6）出力データ  

SCM ON．SCM OFF  

センサ部温度くF“n．23W95．‘F‘4”．2－W9S，F6．。．2SW95の3ケ所）  

SCM ON／OFF（W8BT）  
アナ 

用計測精度（常温）   

電圧設定精度±1％以下（フルスケール1・2Vに対して）ト〆c≦t≦・〆亡）  

電流計剰精度 ±1・5％以下〔Isc＊近辺）（フルスケール200mAに対して）  
トJ〆C≦七≦†‘いC）  

■tsc；太陽電池の短絡電流  
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亡ソ丁呵（SCH－Sl  t18iゝ卵（∝M－〔）  

図J  scM機能系統図  

j．ヱ ＝機械的性能  
tl）構 造  

SCM－Eのケースは直方体のアルミ製シャーシ構造とし，電気部品はプリント故実装方式  

（2枝美芸）を採用し，シャーシ内に収容するようになっている。   

SCM－Sのケースは．衛星下部パネルへの取付郡とセンサ実装郡とを分離した構造となっ  

ており，下部パネルからセンサ部を取りはずすことができるようになっている。  

t2）寸法．重量，外観図  

ユニット名   寸  法   重  患   外 観 図   

SCM－E   198 ×げj．午× 35   ‖∫g   図 ヱ   

SCM－S   124 × 94 × g   ／∫9 g 囲 j   
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闇ヱ ・JC〃－g．ヰ楓匂  

Jヨj  ∫C／ヤー∫ 外観．匂  
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